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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








あのときそのとき、でっきぶらし。deckbrush

スイカと星の種た子ね。I wanna be your Starlet

しにがみのうた。〜しあわせの国のアリス。Alice, Alive, in Wandering Wonderland

花の環。Symphony No.100100 in A major "hello" 2nd Movement for The Girl / momo extra.5


少女の為の交響曲第百々番イ長調作品５「譚詩曲」第２楽章。



らくがき。
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空の森を泳ぐ、魚たちについて。
intro: About the fish which sail in woods of the sky






「なんつーかな。いや……つまり……そのぅ…………遅れてすまん。ということを、言いたいワケで……」

　背の高い彼は、頭ひとつ分以上低いところにある彼女の目を見ることができず、あちらこちらへ視し線せんを這はわせた。

「ハァー。もういいよ。マコトくんと朝早く待ち合わせしようとした、私がバカだったの」

　彼女は、あきらめたように小さくため息をついた。

　片手で彼女は、以前よりも伸びた髪の毛を耳にかけ、上がり続ける気温の中で、一時間以上待ちぼうけを食わされたことをとりあえず、置いておくことにした。

「いや、オレだ！　オレが悪い！　樋ひ浦うらが、悪いワケないだろ!?」

　猫背をさらに丸め彼は、正面で手を合わせると深々と頭を垂たれた。

　彼はこの数ヶ月足らずで、彼女が他ひ人とのことでも自分のせいにしてしまうところがあることをよく理解している。

「だから、もういいってば。マコトくん、低血圧だから、朝、すっごく弱いもんね」

「……うん。って、違う。それのせいにしちゃダメなんだよ、オレ的に。特に、樋浦との約束は……守りてぇし……。守れなかったですが……す、すんません」

「……ううん。いいの、ほら、こうやって、汗だくになってやってきれくたワケだし」

　言って、彼女は腕にかけたバッグの中からハンカチを取り出した。

　それで彼の、以前は目を覆おおうほどあったが今はさっぱりとした前髪をかき分け、大粒の汗が浮かびしたたり落ちる額ひたいをぬぐった。

「だいじょうぶだよ、私、本当に怒ったりしてないから」

「ま、マジで!?　いや、その……オレが悪かったんで、今日は奢おごります……。ちょっとだけですが。それで気がすまないなら、オレ今日一日中、樋浦のことおぶってでもいいです。待たせたし……疲れちゃっただろうから」

　そう彼は言った。

　彼女もまた、彼のことをよく判っているつもりだ。冗じよう談だんばかり言ったりして、軽く見られがちだが、本当は芯にあるモノはしっかりとしていて、冗談に聞こえるが、わりと本気で言っていることも多い。

　なので、「じゃあおんぶして」と言えば、本気でおぶって行くだろう。

　この暑いのに、というか、担がれてる彼女の方も相当に暑い。ふたりして汗だくだ。

　そんなことを思うと、彼女は、沸わき上がってくる笑えみをこらえきれず、あはは、と笑ってしまった。

　彼は、そんな彼女の笑みの理由が判らず、きょとんとするばかり。

「あ、ごめん。よしっ、じゃあ、行きますかっ！」

　そう言うと彼女は、彼の手を取った。

　半はん袖そでのシャツから伸びる白い肌と細い腕。

　彼は、しっかりと手を握りかえした。

　彼女は、彼の手を引いて走り出す。

　緑がかった膝ひざ丈たけのスカートが、夏の風になびいた。




　暑い夏のある日、彼女は綺き麗れいに笑ってた。

　彼は、彼女の手を離はなさない。




　夏の暑い日に、咲いた花。




　小さな花。




　白い花。




　セカイの片隅。




　夏風に、踊って、綺麗に笑った。
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　　　　♪




　さくらと風の声を聴きく。

　響ひびくように唄う。

　遠くでもない、

　近くでもない、




　そらを舞まう花びらに、

　さくらの歌を響ひびかせて。

　遠くでもない、

　近くでもない。




　いつか、涙を乾かした風のように、

　いつか、忘れてしまう前に。

　いつか、失なくしてしまう前に。







　さくらの魔ま法ほう。

　響かせて。




　桜の花びら。




　風に舞うとき、

　魔法をひとつ、




　落としてった。




　　　　♪




　ずっと昔、この街には〝魔法〟なんてモノがあったらしい。

　らしい、というのは、今はもうなくなってるからだ。




　──なのに、オレは魔法が使える。




　ま、これと言って、得したこともなければ、損をしたこともなかった。




　これまでは──




　　　　♪




「……ーん。これってもしかして……」

　北きた川がわ栞しおりは、ブツブツと口の中で、何度かそんな科白せりふを呪じゆ文もんのように繰くり返していた。

　と言っても、何の効果があるワケでもない。

　願いが叶かなう、そんな魔ま法ほうが使えればどんなに楽だろうか……。

　二、三歩ほど歩くたびに、パキッ、と地面に落ちた小枝を踏む。

　栞は、山の中を進んでいた。

　周囲は、背の高い木々が密集とまでは言わないが、半径十メートルの中に十数本は立ち並んでいる。

　やわらかな木こ漏もれ陽が足あしもとを照らしていた。

　春の陽気とあわさって、マイナスイオンたっぷり出てますよ、って感じだ。

　が、今の栞にそれらの大自然を満まん喫きつする余裕はなかった。

　学校帰りの彼女は、山中にもかかわらず、紺こんのブレザーに茶系のプリーツスカート。そして、なんと言っても、ローファーが動きづらいことこの上ない。

　時間的には、そんなに歩いてないはずなのだけれど、栞は普ふ段だんろくに運動らしい運動もしない、加えて、なれない山道のせいで、息切れしそうになっていた。

　いつもは、クラスの中ではめずらしく真ま面じ目めに、身だしなみをきちんとしている栞だが、胸元のリボンすら息苦しくて、すでにはずしてしまった。

　栞は、自他共に認める根っからの〝文系〟だ。

　両親が『栞』なんて名前を付けるものだから、もちろん読書が大好き。小説もまんがも好き。自分でイラストを描かいて文章も書いてしまうくらいだ。

　しかし、今一番興きよう味みをそそられているのは、──写真。

　その瞬しゆん間かん、風景、人、記き憶おく、映像、それから、感じたこと、想い、そこに存在する物語さえも切り取り、封ふうじ込めることができる。

　この春、栞は中等部の三年になった今さらながら、写真部に入部することにした。

　これまでも、文芸部と漫まん研けん部をかけ持ちしていたが、これでみっつめ。

　といっても、それぞれの部活に毎日顔を出しているワケではない。運動部ほど厳きびしくないし、基本的に日ごと出る部活を変えたりしている。

　本当は、映画や演えん劇げきなどもちょっと興味が湧わいていた彼女だったけれど、あいにく映画部というモノは学校に存在していなかった。演劇部は、見学に行ったときに部員がやっていた『発声練習』の迫力に負けて断念した。

　それは一年生のころの話。が、今は三年だ。

　栞しおりの学校は、中高一貫のエスカレーター式になっている。そのため、受じゆ験けんがない。だから三年生になって新しい部活にトライできるワケだった。

　そんな中で、栞は、最近はじめた写真の魅み力りよくに完全にやられた。

　いつもカメラを持ち歩くようになって、考えるより先に手がシャッターを押して、パシャパシャとやっている。

　ところが、問題がひとつ。

　何でもかんでも撮とっていると、フィルム代や現像代が栞の経済をとっても圧迫する。

　なら、被ひ写しや体たいを絞って撮さつ影えいに挑めばいいだけの話だが、今の栞の衝しよう動どうを抑え、気持ちを満足させるには、それでは事足りなかった。

　そこで、デジカメの登場。

　先日ついに、栞は貯ためていたお年玉をはたいて購こう入にゆうした。デジカメならメモリーさえ確保しておけば、好きなだけ撮れる。撮れてしまう。ウハウハだ。

　そんなに性能が高いモノではないけれど、満足している。頼れる相棒。

　そして今、その相棒と一いつ緒しよに山中をローファーで悪路を踏みつけながら目指しているのが、桜の木。

　季節は桜の最盛期。一般的には、何のめずらしさもないだろうが、彼女が撮影しようと思っている桜は、『特別』だった。

　なにしろ──〝一年中〟咲いているのだから。

　専門的な人いわく、「ありえない」現象らしいが、実際あるのだから、どうなっているんでしょうか？

　とにもかくにも、そいつを拝んでやろうと栞は今け朝さ、急に思い立ち、学校が終わると同時に出しゆつ撃げきした。

　生まれてから十数年ずっとこの街に住んでいるが、実は、その万年桜を見たことがなかった。

　写真や映像などでは何度かある。が、きちんと自分のこの目で見てみたいと思った。

　なら、そこら中、何ど処こでも桜が咲いているような季節にわざわざたいへんな思いまでして見に行かなくても、季節を外した方が万年桜だという実感があるのではないか？

　と他ひ人とは思うかもしれない。

　でも、栞は、

「〝今〟見たい！　今しかない！」

　と決め込んだ。

　……まあ、他ひ人とはそれを『気まぐれ』と言うかもだろうけれど。

　あたしは、後ろ指差されようが石を投げられようが、今見たいんだ。

　見たいんだよぉ……。

　見たいのぉ……。

　見たいのに……。

　で、でもぃぉ[image: ][image: ]。

　見れないのぉ……。

　何な故ぜなら──




「ま……迷ってしまった……」




　──からだ。




　　　　♪




　一年中、桜が見られるなんて、贅ぜい沢たくだなぁ。とか栞しおりは思っていた。

　がしかし、実際はそんな吞のん気きなモノでもないらしい。

　桜の木があるのは、人ひと気けのない寂さびしげな山の中。

　木々が高くそびえ立ち、葉や枝が太陽の光を遮しや断だんしている。足あしもとは悪く確かではない。

『なんなら熊でも出しちゃいましょうか？　いつもなら出ないんですけどね。えぇ。もちろん奥さんだけです。特別ですよ〜（笑）』

　というような雰囲気さえあった。

　浮かれ気分で出てきたことを栞はどっぷり後悔しはじめていた。

　まさか、こんな深くもない山で迷うとは思わなかった。

　油ゆ断だん大たい敵てき。まさにソレ！

　それでも栞は進む。

　腐葉土を踏みしめて、ザクザク、バキバキ、ザクザク、バキバキ……。

　そして、




「よけいに──迷った！」




　しかしなおも、せっかくここまできたんだからと、軽くヤケになって進んだ。

　そのせいで、軽く〝遭そう難なん〟だった。

「えっ？　そうなん？　──そうなんです[image: ][image: ]ぅ、なんて！　……え？　えぇぇ、遭難!?」

　遭そう難なんの文字がでっかく頭の中を支配した。

　とさっきまでのイキオイは何ど処こへやら。栞しおりは、パニックだった。

「こ、こ、こ、こういうときは……どうすればいいんだっけ!?」

　そのとき栞の頭に浮かんだのは、

『遭難したときはむやみに動くな！』

　という定番の文句。……ではなく、

「助けてぇぇぇぇぇぇぇえぇぇぇえぇっ！」

　ただの悲鳴だった。

　結果──

　動く動く。

　木々にぶつかり、落ち葉で滑すべり、蜘く蛛もの巣が絡からまり、むやみやたらに無む駄だな動きも端はし々ばしに入れながら、動く動く。自分が息切れしていることも忘れて、動く。

　すると、もちろん。

「……………………………くらくらしてきた」

　酸さん欠けつだ。

　めまいだ。

　行き倒れ寸前だ。

　進すすめど動けど、木と緑しか見えてこない。おんなじ場所を行ったり来たり。さすがに限界。

　栞は、一番近くの木の根元にもたれるようにして座り込んだ。

　木こ漏もれ陽が静寂を映し出す。その中で、栞の呼吸音がひどく不釣り合いに思える。

「ハァ、ハァ、ハァ……」

　こんな大きくもない山で遭難なんて……。

　バカバカしすぎる。

　ついさっきまで、マイナスイオンがどうだとか思っていた脳天気な自分が呪のろわしい。

　いや。

　言ってしまえば、昨夜ゆうべ、寝る前に桜の木までの道のりを詳しく知らないのに「まあ、だいたいでだいじょうぶっしょ？」とか、さっさと寝くさった自分が恨うらめしい。

　最初、山の中に入ったときは、あぜ道だけど通れそうなところもあった。それがいつの間にかなくなっていたんだった。

　今まで直感で撮とっていたくせに今日に限って、こんな風に撮ろうとか、構図はこうでとか、滅めつ多たに考えないようなことを想定しているうちに、気が付けば、山道をそれてもなおズンズン進んでいた。

　そういえば、途と中ちゆうでやたら、歩きにくくなったなぁって、思ったんだよ。

「てか、思ったんなら、道間違ったことに気付けっての……」

　自分の心の声に、自分で突っ込む。

「って──きゃぁっ！」

　背筋がゾワッとよだった。

　ボタンをゆるめたシャツの胸元に、毛虫が入り込んだ。

「わぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　またもパニック状態に陥おちいりそうになる。

　栞しおりは慌あわてて、シャツの裾すそをスカートから引っ張り出すと、バタバタと仰ぐようにした。

　と、ぽとり、毛虫が地面に落ちるのが判った。

「ハァ……なんなの、もう…………」

　さらに疲れが身体からだを襲おそってきた。

　改めて自分自身の様よう子すを見れば、ローファーはもとより、紺こんのソックスは茶色に変わり、スカート、ブレザーにいたるまで全身、泥だらけ。

「もう……明日あしたの学校、どうすんのよ……。てゆうか、その前に、あたしに『明日』はあるのかと……」

　さらに自じ虐ぎやく的な突っ込みを入れる。

　それでもくだらないことが言えるだけ、少し余裕が出てきたようだ。

　と、




　──リン。




　鈴の音のようなモノが聞こえた。微かすかに耳の奥で鳴る。

「……えっ？」

　そして一いつ瞬しゆん。前方に、真っ白いワンピースを着た少女が木々の奥へと進むのが見えたような気がした。

「……女の子？　こんなところに……？」

　栞はふらりと立ち上がると、少女が消えた方へ歩きはじめた。

　まるで、幻まぼろしでも見せられているかのようだったが、不ふ思し議ぎと確かな現実感があった。

　おぼろげな少女の姿。

　その子の姿を追って進むが、すぐに栞は見失ってしまった。

　しかし、代わりに、

「あれ？」

　栞の耳に、さっきまで聞こえていなかった音が届いてきた。

「水の音……？」

　栞は、今度は水の音が聞こえる方へ足を向けた。

　進むほど、木々の向こうから水の流れる音が近付いてくる。

　ほどなく、あれだけ栞しおりの行く手を阻はばんでいた木々のブラインドがなくなり、パーッと目の前が開けた。

　光が見え、栞の目に、滝が飛び込んできた。

　ザーッという、水の音が十メートルほどの高さから地上へと注そそがれている。

　水しぶきが微かすかな霧きりとなって、歩き廻まわったせいで乱れた栞の髪をひんやりと濡ぬらす。

　栞が抜けてきた林から、数メートル先はすぐ小さな池になっていた。

　池を滝と林がぐるりと囲む。

　水みな面もに浮かぶ、ピンク色のやつ。

　桜の花びら。

　さっき見た女の子の姿はない。

　やはり気のせいだったのかも……。

　栞は、林の終わりにある一本の木にもたれかかるようにして、水が落ちてくる滝の上に目を向けた。

「……あった……。見付けちゃった」

　そこにあったのが、例の──桜の木だった。

『万年桜は滝の傍そばに立っている』

　ということを今さらになって思い出した。

　桜は、絶ぜつ壁ぺきのような山の斜面から、宙にくの字に折れるようにして、飛び出していた。

　ちょっとでも力が加わると、倒れてしまいそうなくらい微妙なバランスで立っている。

　ひらり、ひらり、と今も花びらが舞まって、水に流されながら、または直接、池の中に落ちていく。

　なんというか、単に〝綺き麗れい〟とかいうのではなく、ある種の〝妖よう艶えん〟さをこの桜は持っていた。

　桜が、ソメイヨシノなのか、ヤマザクラなのか、栞には判らないが、最近街でよく見かける桜とは《別物》だということだけはちゃんと感じられた。

　ただ、人を惹ひき付けるというのとはちょっと違うとも思った。

　普通の桜の下には、たくさんの人が集まってくる。

　みんな笑え顔がおで、ゆかいそうに。

　それなのに、この桜の周りには人はいない。

　辺へん鄙ぴなところに咲いていること以外に、万年桜というある意味──異常なことや、周囲の寂さびしげな雰囲気が、人を寄せ付けない原因になっているのかもしれない。

　そう栞は思った。

　栞は視し線せんをじっと桜に奪われたまま、ぼんやりと背中のバッグを前に持ってくると、ファスナーを開け中身を手で探った。カメラを取り出そうとした。が、

「…………あれ……？　何ど処こだっけ？」

　見付からない。

　確かにバッグの中に押し込んだはずだ。出がけにもちゃんと確認した。第一、撮さつ影えいが目的でカメラを忘れてしまっては、おまぬけさんはなはだしいじゃないか。

　……じゃないか。……じゃ……ないか……。

「んんっ？　なんでないのっ!?」

　としかし、カメラはなかなか見付からずに、イライラとした栞しおりは本格的にカメラを捜さがすべく、バッグを地面に置くとみずからもその場にしゃがみ込んだ。

　──そのときだった。

　しゃがみ込んだとき、一いつ瞬しゆん。何かが視界をよぎった。

　さっきの女の子…………じゃない！

　けれど、栞はもう一度視線を戻すことをためらった。

　その視界をよぎったモノがありえなかったからだ。




　たしか、今……。

　人が……いた。

　しかも……池の……。

　水すい面めんの……上に…………、

　──立ってたッ!?




　　　　♪




　それは、光の屈折などで見間違えたとかそういうレベルじゃない。

　水面から数十センチ上に人が、まさに宙に浮いていた。栞は我が目を疑った。

　ファンタジックな小説やまんがなど数多く読んできた彼女だが、まさか自分がファンタジー色溢あふれる現場に遭そう遇ぐうするとは夢にも思っていなかった。

　……いや。夢では、見た。

　ちょっと、乙おと女めチックすぎて人には言えないファンタジーなモノを。

　しかしこれは現実だ。

　これは、道に迷って、遭そう難なんもどきになって、行き倒れ寸前になった今日の続き。

　まぎれもない現実なんだ。

　その──男の人は、まだこちらには気付いていないのだろうか、栞の方には目を向けず、ポツリと何かを呟つぶやいた。

　距きよ離りがあるのと滝の音のせいで何と言ったのかまでは判らない。

　ただ、男の人が何かを言った途と端たん、それは起こった。

　水すい面めんに波紋が生まれると、その波紋の中心辺あたりから水が隆起し、まるで生き物のように男の人の周りをグルグルと螺ら旋せん状に囲みはじめた。

　そして花びらも意志があるように男の人の周囲を戯たわむれ舞まう。

　男の人はさらに、指先で水を自由に、上下左右と操あやつる。

　それは、栞しおりには天てん女によの羽は衣ごろもを思わせた。

　彼は、もちろん男の人だ。

　でも、それ以前に、ひどく綺き麗れいだった。

　水と桜をその身にまとう彼が。

　栞は、しばらく呆ぼう然ぜんと、彼の姿に見入った。

　見み惚とれていた。

　すると、バッグに突っ込んだままカメラを捜そう索さくしていた手が、カツッと何かに当たった。

「あ……」

　カメラだ。やっと見付かった。

　壊こわれないようにとタオルでグルグル巻きにしてからバッグの奥の奥に押し込んでいたそれを慌あわてて取り出す。

　デジカメといっても一応、一眼レフなる代しろ物もの（といっても栞本人あまりその意味を理解していない）なので、ファインダーを覗のぞき込んで、栞しおりは被ひ写しや体たいを狙ねらった。







[image: ]







　しかし──ブレる。

　身体からだが、手が、指先が、興こう奮ふんや緊きん張ちようで震ふるえている。

　ったくもう！　コレだから文系は！

　あんまりよく判らない突っ込みを自分でして、栞は脇わきをしっかり締しめカメラを構えた。

　そして、




　パシャッ。




　とカメラから作ったような音が鳴り、ついでに……フラッシュも瞬またたいた。

「げっ──!?」

　いくらそこが光の当たる場所だと言っても、それは、栞の居場所を知らせるのには十分な発光量だった。

　な、な、なんて律りち儀ぎなオート機能！

　焦あせってカメラを小こ脇わきに隠かくしフラッシュを切るが……もう遅い。

　そのとき、一転して視界が暗くなった。何かがそこにあって光を遮さえぎっているように。

　まさかと思い。栞は、恐る恐る顔を上げた。

「……………ッ!!」

　ビクッと栞が体を小さく震ふるわせる。

　──笑ってた。

　にこりと微笑ほほえむ男の人の顔が、十数センチほどの距きよ離りを隔へだてすぐ目の前にあった。

　一いつ瞬しゆん前まで池の上にいた男の人がすぐ目の前にいる。

　しかも浮いてる。

　つられて、栞も笑った。

　にたりと笑った。

　かなり引きつっていたと思う。

　すると、次の瞬間、




　ザッ、バァァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン！




　何もないはずの空中から突然、大量の〝水〟が出現し、栞は頭から爪つま先さきまでをずぶ濡ぬれになってしまった。

　まるで、滝の一部が栞の頭の上に移動してきたようだった。

　加えて言うなら、ありえないことに彼女の相棒──デジカメくんもずぶ濡れだった。

「わぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁ[image: ][image: ]っ!?」

　液晶ディスプレイがすでに逝いっていた。

　さらに加えて言うなら、デジカメくん自体がご臨りん終じゆうなさってた。

「はゎぁぁっぁぁぁぁああぁぁぁぁぁあぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ]っ!?　ちょ、ちょっとぉ！　なにすん…の──って…………あ……あれ？」

　しかし、そこにはもう誰だれもいない。

　あの不ふ思し議ぎな男の人はいなくなっていた。

「………………」

　身体からだ中から、ぽたぽたと雫しずくが落ちていく。

　ただ、男の人の笑え顔がおが、目ま蓋ぶたの裏側に張り付いてずっと消えてはくれなかった。

　あとには、桜吹雪ふぶきがつむじ風のように舞まっているだけだった。




　──リン。




　　　　♪




「あ……」

　栞しおりは、思わず声を漏もらした。

「ね、かっこよくない？」

　クラスの友人、橘たちばな真ま裕ゆ美みが一枚の写真をうるんだ目で見つめていた。

　二時間目の数学が終わってすぐ、思い出したように真裕美がその写真を「高等部にイケてる先せん輩ぱいがいる」と見せてきたとき、栞は、友人とは別の意味でまじまじと見つめてしまった。

「……まじスか……」

　写真に写っていたのは、ひとりの男子生徒。

　名前は、相良さがら桜おう介すけ。栞の通う学校の上級生で、高等部一年だ。

　栞は知らなかったが、中等部でも高等部でも、女子にかなり騒さわがれている人物。下へ手たなアイドルなんかより、よほど人気があるし、見た目だってそれ以上だ。

　芸能人やらが大好物の真裕美らしい……。しかしつい最近までは、バスケ部のキャプテンにかなりの熱を上げていたはずだけれど、いったいそっちはどうしたのか。いや、判ってる。

　あきてしまったんだ。真裕美は、古くからの言い方をすれば完全なる『ミーハー』という人種で、流行などにはとても敏感。その分、次から次へと流は行やりを追いかけるクセもあるが。

　そんな真裕美の、次にターゲットとして目を付けたのが、写真の人物。

　そして、その相良桜介こそ、昨日きのう、栞が万年桜を見に行って出で逢あった、あの不思議な男の人だった。

　桜を撮とりに行って、『桜おう介すけ』という名前の彼に、しかもあんな状況で逢ったのは、偶然なんだろうか。それともただの悪い冗じよう談だんか。いや。冗談であってくれた方がいい。そして、カメラが壊こわれてしまったことも……お願いだから冗談であってほしい。

　頼むから冗談であってくれ！

　でも……。

　冗談ですまされないんだ。すべては現実だからとても困る。

　カメラは壊れたままだし、栞しおりが頭から水をかぶって風か邪ぜを引きそうになったり。そして何より、桜介が宙に浮いて水と戯たわむれるようにしていたこと。ふたつの瞳ひとみで見た、まぎれもない真実。

　悲しいことに、壊れたカメラがそれをまざまざと教えてくれる。

　この恨うらみはらさずにいられましょうか!?

　いられませんとも！

　よく真ま裕ゆ美みには「栞って、行動力あるよね」と言われる。それはやりたいことに対して邁まい進しんしている彼女を指しているのだろうが。

　しかし栞はときどき思う。

　たまにそれは邁まい進しんではなく爆ばく進しんになって、行動というよりは無む謀ぼうになるときがある。

　その日は、まさにそうだった。

　次の体育の授業のため、校庭に移動途と中ちゆうだった栞は、中等部と高等部を隔てる低いフェンスの向こう側に、ヤツの──相あい方かたの仇かたき、相良さがら桜介の姿を見付けた。

「あぁぁ──────────────────────────────────っ！」

　その途と端たん、運動には縁遠いはずの栞の身体からだは考えるよりも先に動いていた。

　彼女のその様よう子すに、一いつ緒しよにいた真裕美が驚おどろいていたほどだ。

　それもそうだろう。つい一時間ほど前に自分が見せたあの写真の人物に、栞が勢いよく向かっていたのだから。しかも今まで異性にはほとんど興きよう味みを示さなかった彼女が。

　中等部と高等部の交流はめずらしいことじゃない。中等部の女子生徒の数人が、高等部のかっこいいとされる男子生徒とフェンス越しに話をしている風景などよく見られる。部活動によっては、中高合同になっている部もある。

　しかし、その日の栞の様子は交流とかそんな甘っちょろいモノではなく、軽く〝殺さつ気き〟がみなぎっているようないないような……。

　栞はフェンスをよじ登り、ダッシュで桜介に近付いていく。

「昨日きのう、あなたにデジカメを壊こわされた者ですが、弁べん償しようしてください。もしくは、修理代だけでもいただきます！」

　ものすごい剣幕で栞は桜介に迫った。

　しかし桜介は、驚きもせずに、むしろ多少、迷めい惑わくそうな素そ振ぶりを見せながら言った。

「……誰だれだっけ？」

「昨日きのう、あの万年桜のところで……えーっと」

　栞しおりは、口ごもってしまった。

　あのときのことをどうやって言ったらいい？

　その前に言っていいのだろうか？

　誰だれかに聞こえてしまったら？

　そんなことを考えていると、思いがけず桜おう介すけの方から、

「ああ……昨日の……水かけた子？」

　と言った。

「そ、そうです！　その水をブチかけられたオンナですよ！　そのせいで、大切なデジカメが壊こわれちゃったんですよ!?」

　桜介が自分のことを認にん識しきしたと知り、栞は一気にまくし立てる。

「デジカメねぇ……。でも、そんなこと言われてもさぁ……」

　としかし桜介は、とぼけたようにあさっての方を向いてしまった。

　だんだん怒りがこみ上げてくるが、栞はぐっとこらえて、周囲に気を配りながら小声で言う。

「あたしにとっては大切なカメラなんです」

　が、桜介は目を細め凝ぎよう視しするように栞を見る。

　栞の身長はクラスでも真ん中くらいで、低くもなく高くもなくというところ。桜介の方が栞よりも頭ひとつ以上背が高いため、なんだか見下されているような気になる。

「あの……」

　栞が言いかけた科白せりふをさえぎるように、桜介がいきなり顔を近付けてきた。

「な……っ!?」

　とっさに身構えた栞の耳元で桜介は、

「──でもさ。勝手に撮とる方が悪くない？　ほら、盗撮って犯罪だから」

　ささやくようにそんなことを言った。

　それから、今も目ま蓋ぶたの裏側に張り付いているあの映像と同じように桜介は、笑った。

「な──っ!?」

　瞬しゆん間かん湯沸かし機のように、栞は頭から湯ゆ気げが出そうなくらい耳まで真まっ赤かになる。

　恥はずかしさに似た感情が栞の身体からだを支配し、身動きをとれなくさせる。

「で、でも、あんなの見せられたら……っ！」

　としかし必死で栞は言い返そうとする。

　そんな彼女をあざ笑うかのように、さっきよりもいじわるに桜介は言う。

「あんなの、って？」

「えっ……その……あれは……なんてゆうか、まるで……手品みたい……」

　すると、また桜介が笑った。

　今度は、くすくすと鼻にかけて。

「手品？　あれは手品なんかじゃないよ？　ただの〝魔ま法ほう〟だ」

「ま……ほ……う……？」

「そう、魔法だよ」

「で、でもそんな……の……」

「あるんだよ。オレには」

　にわかには信じられず目を白黒させる栞しおりに、それが紛れもない真実なんだと教えるかのように、桜介はゆっくりとうなずいて見せた。

「まあ、誰だれも信じないだろうけどさ。べつに誰かに言ったっていいんだ。〝魔法〟のことなんて──」

　栞はピタリと固まって動けなくなった。

　そんな彼女を栞を残して、桜介は、

「んじゃ」

　とか、さっさと何ど処こかに行ってしまった。

　やがてチャイムが鳴り、真ま裕ゆ美みが呼ぶ声で、栞はやっと金かな縛しばりが解けた。




　　　　♪




　やわらかな陽。

　風がほほをなでて、いつか。

　薄うす紅べに色の花びらを空へと運んでいく。

　風が前髪を揺ゆらし、いつか。

　淡い赫あかい花を空へと散らせてしまう。

　おだやかな日。

　誰かの心の中で見付けたモノは──？




　校舎の屋上。

　白い影かげが風に揺れていた。

　それは少女の姿をしていて、傍かたわらに大きな黄おう金ごん色の瞳ひとみをした黒猫を連れている。

「さて、どうしよーかなぁ」

　白い少女が言う。

「〝イレギュラー〟だから、ちょっと難しいかもしれないよ」

　と黒猫が言った。

　少女は大おお袈げ裟さにため息をついた。

「まったく困るよ。ときどき、こういう人がいるんだもん」

「って、モモ……。あいかわらずぜんぜん困ってる風には聞こえないんだけど……」

「そう？」

「うん。ほんと、お願いだから仕事はちゃんとやってね？」

「判ってるよ、ダニエル。じゃあ、がつーんとやっときますか」

「……モモ。なんか下品……」

　風が吹ふくと、白い少女と黒猫は空間に溶けるように、消えた。




　──リン。




　ずいぶん遠くで、鈴の音ねが鳴っていた。




　　　　♪




　──魔ま法ほう？




　魔法って、まほう？

　あの、おとぎ話に出てくるような魔女が使ったりする例のアレですか？

　もしくは、黒魔術とか白魔術とか赤魔術とかそんな類たぐいの、

　アレですか？

　違いますか？

　でも、

　うん。

　そうか。

　あれは確かに──魔法だ。




「……魔法…ねぇ……」

　学校が終わると、栞しおりは部活には出ず、街で一番大きな図書館に向かった。

　莫大な蔵ぞう書しよの中から、魔法に関係ありそうな本をいくつかチョイスして、窓まど際ぎわの明るい席に陣じん取どった。

「さてと……」

　桜おう介すけは自分であれは〝魔法〟と言っていた。

　じゃあ、魔ま法ほうって一体、何？

　栞しおりの魔法の知ち識しきと言ったら、小説やまんが、ゲームなどのモノしかない。

　だったら、ちゃんと調べよう。

　それに図書館は好き。

　雰囲気も本や紙の匂においも。

　開放された窓から、やさしい風が吹ふき込んでくる。春の匂いのする温かいやつだ。

　うとうとしそうにもなるが、まあ、その感覚もいいかなと思う。

　栞は、ぺらぺらとページをめくっていく。

　どの本も魔法についてそれっぽいことは書かれているのだが、しかし、それぞれ解釈も違えば、定義も違う。

　おとぎ話のようにぼかして書いてあるモノもあれば、理論的科学的に解明しようとしているモノ、また、具体的に魔法陣などの書き方から、魔法薬の精製方まで書かれたモノもあるが、とうていそれで魔法が使えるとは思えない。

　つまり──よく判らない。

　そりゃそうだ。

　魔法が解明されているのなら、この世界のほとんどのひとが魔法を使っているだろう。

　便利そうだし。

　それに、アレはね。

　綺き麗れいだった。

　桜おう介すけの魔法。

　水と桜の花。

　とうめいとうすべにいろ。

「ふー……っ」

　と栞は一ひと通とおりの本に目を通したあと、大きくのびをした。それから一呼吸を置いて、不意に頭に浮かんできたことを彼女なりに考えてみることにした。

　日常に飽あきていたとか、退屈していたとかそういうのは、少しはあったかもしれないけれどそれがすべてじゃない。

　むしろ単純に、物語の中に入り込んで、疑ぎ似じ体たい験けんすることが楽しかった。

　日常にありえないこと、それこそ魔法や冒険、恋れん愛あいなんかもそう。あたしには関係のないことばかり。でも本の中では違う。登場人物に感情移入して、自分に重かさねた。

　ときには、すごく客観的に、あたしならこうするのにとか思って、想像したりするんだ。

　それから比べると、写真というのは、すごく現実的かもしれない。

　でも、栞にすればそれもある意味〝魔法〟と同じかもしれない。そこに存在する物語の一片を、一いつ瞬しゆんを切り取る──瞬間の魔法だ。

　けど、桜おう介すけの魔ま法ほうは、写真とも小説やまんがのファンタジーの中のモノとも、違う。

　なら一体、〝魔法〟ってなんなんだろう？

　いろいろな魔法。

　相良さがら桜介という彼は何者なんだろうか？

　笑う、彼。

　いじわるな科白せりふ。

　彼と魔法。

　もっと知りたくなった。

　もっともっと……。

　たくさんの魔法。

　それにさ──

「デジカメの仇かたきもあるしね！」

　ひとりごちて、ふふふっ、とか不敵に笑う栞しおり。

　図書館中の視し線せんが自分に突き刺さっていることに彼女が気付くのは、もうしばらくしてからのことだった。




　次の日。

　相良桜介について、

「チェックだ、チェック！」

　とか騒さわいでいた友人が、逆に向こうから訊きいてきた。

「──桜介センパイとどういう関係なの？」

「え……あ、どうもこうも、ちょっとね……」

　ちょっと（カメラの）恨うらみがあるとは言えず、栞が口ごもると、そのはっきりしない態度がよけいな誤解を生む。

「ひょっとして！　栞もセンパイ狙ねらい!?」

「え…っ？　あ、あの…ちょ、ちょっと……」

「そっかぁ。なら、ひとこと言ってくれればいいのに。そっかそっか。文系オタク少女だと思っていたのに、ついに栞にも春がきたか。ん〜。感かん慨がい深いなぁ〜。こないだまで二次元にしか興きよう味みを示さなかった娘が……」

　おいおい。どうしてそうなるかなぁ……。

　しかもひどい言われようだしさぁ。

「栞！」

「は、はい…っ？」

　友人は力強く栞の両肩に手を置いて向き合った。そして今までにないくらいの真剣な表情で言った。

「私たちはライバルねっ!!」

「……………………────ハァ[image: ][image: ][image: ]？」

　だから、どうしてそうなる！

「相手が栞でも遠えん慮りよしないから！　むしろ逆に、がっつり！　戦やって殺やれだ！」

　いやいや、戦るな殺るな。まったくもう……。

　ま、その気持ちはなんとなく判らないでもないけどさ。

　相良さがら桜おう介すけという人物は、栞しおりがその類たぐいの話にうといだけで、学校内ではかなりの有名人。

　線せんが細く、中性的な顔をしている彼は校内でも指折りの美形だともっぱらの評判だった。

　そんなところがわりと女子に人気あり。

　でも、真ま裕ゆ美みの話を詳しく聞くと、桜介は独ひとりで行動することが多いらしい。あまり他ひ人とと打ち解けず、寄せ付けずといった風。

　なるほど。

　栞に対する態度はいじわるだった。

　そりゃ、友達もできんだろうさ。

　しかし真裕美は言う。

「桜介センパイの笑ったところはじめてみた」

　どういうこと？

　昨日、桜介に栞が詰め寄ったとき、彼は笑っていた。

　いじわるなことを言って笑っていた。

　栞は、そういう意味の笑えみだと思っていた。

　ところが真裕美いわく、普ふ段だんはいじわるとかそういうそぶりもないし、愛想笑いもないらしい。ひたすら寡黙でクール。

　マニアックな彼女は、「そこがいいの！」と言うが、栞はその感覚は理解できない。

　でも──

　じゃあ、どうして桜介は笑っていたのだろう。

　昨日も、はじめて逢あった日も。

「うーん……。魔ま法ほう使うときだけ笑ってるとか？　……どうだろー……ねぇ？」

　自問自答の結果。栞の答えは、

「やっぱ、いじわるなんだよ、あのひと」

　だった。




　　　　♪




　桜の花びらをその細い指先でつかんだ。

「綺き麗れいだね」

　白い少女が言う。

　傍かたわらの黒猫は、

「え、なに？　急に」

　ちょこんと首をかしげた。

「ほら、コレ」

　少女の手のひらに乗せられた花びらを黒猫が首を伸ばし覗のぞき込む。

「うんまあ、人間がこれに心を奪われたりするのって、ちょっと判わからなくもないかな」

　黒猫の口振りは、幼い少年のような声で、あくまでも偉ぶっている。

　そんな黒猫に、白い少女は微笑ほほえんだ。

「さあ、あの花はまだ咲いている。どうなるかな……これから──」




　　　　♪




　街では桜前ぜん線せんが通り過ぎ、花見の最盛期を終えようとしていた。

　その間にも栞しおりは、何度か桜おう介すけに接触を試みた。

　たとえば、校内の通路だったり。

「あのぅ……すいません…………デジカメ弁べん償しようしろ！」

　勢いよく迫る栞に対し、桜介は、

「だから、そっちが悪いんだろ？　盗とう撮さつマニアさん」

　とか笑って言う。

　ブワーッ、とまたも栞は顔を紅こう潮ちようさせる。

「マニアじゃな──────────────────いっ！　……って！　いない!?」

　見れば桜介は、すたすたと向こうへ歩いていってしまっていた。

「ひとりにするな[image: ][image: ]っ!!」

　追いかけていく栞。

　桜介の背中。

　栞がどんなに意気込んでアタックしても、桜介に、ヒラリとそれをかわされてしまう。

　簡かん単たんに、かつ、いじわるなことを言われたり。

　追いかけても追いつかない背中。

　栞しおりはそんな想いが心の何ど処こかに微かすかにあった。

　彼のことを何も知らない。

　本当の彼を知らない。

　いつかの彼も、今の彼も、ただの一面で本当はどうなのだろうか？

　そう思うことが何度か続いた。

　けれど、そんなことをしているうちに、何な故ぜか栞からではなく、桜おう介すけからこっちにかまってくるようになった。

　かまうというか、ただからかわれているだけなのかも。

　そう──




「栞さぁ、最近やけに桜介センパイと絡からんでるよねぇ？」

　真ま裕ゆ美みは、じとーっとうらめしそうな目で栞を見てくる。

　先を越されたとか思っているに違いない。

　放ほう課か後ごの教室には、栞と友人のふたりしかいない。みんな部活に行ったか、もうすでに帰路に着ついたかだ。

　栞はカメラが壊こわれたショックで行っていなかった写真部に、今日こそは顔を出そうかなと考えていた。

　が、教室を出る直前に引きつった妙な笑え顔がおの真裕美に、むんずと肩をつかまれた。

「ちょっと顔かせやコラ」とか言い出さんばかりの雰囲気で。

　そして切り出してきたのが、桜介とのことだった。

　しかしそんなことを言われても、栞としてはデジカメのことを何とかしてほしいと思っているだけで、真裕美は深読みしすぎだ。

　しかもデジカメのことは友人にもすでに話してあった。

　もちろん魔ま法ほうの部分はかいつまんで、自分で適当なストーリーを創っておいた。ここら辺は、日ひ頃ごろの創作活動が実を結んだよう。

　ところが、

「えぇっ！　センパイにデジカメを壊されたぁっ!?」

「そう！」

　と栞はうなずく。が、

「──うらやましいっ！」

　そう言って、友人は本気で悔しがった。

　何処をどう取ればうらやましく思えるのだろうか……。

　デジカメだよ？

　デジタルカメラ！

　あたしのお年玉の結晶……。

　あからさまに損をしているのは、栞しおりだけ。

　桜おう介すけが魔ま法ほうを使うところは、栞だけが見たことがあるようなのだが、桜介にも言われた通り、魔法など誰だれが信じる？

　あっさり目の前で起きた光景を飲み込めた自分が不ふ思し議ぎでならない。

　これも日ひ頃ごろの読書やファンタジックなモノを書いたり描いたりする創作活動のおかげ。かどうかは不明だけれど。

　困った。これ以上何をどうやって真ま裕ゆ美みに説明したらいいのだろう……。

　教室の真ん中の机に肘ひじを付いて、じっと見つめてくる真裕美の視し線せんに耐えきれなくなって、栞は彼女が背にした窓に目を向けた。

　間もなく陽が暮れようとしていた。

　斜めに傾いた日に、うっすらと目を細める。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ッッッ!?」

　ぎょっとした。

　窓の外に──ひとがいた。

　しかも──桜介だ！

　彼は、いたずらな笑えみを浮かべ、手を振ってくる。

　しかも、彼はデッキブラシの柄えに腰かけていた。

　ありえない。

　しかも、教こ室こは三階。




　──ザ・三階！




　ありえない。

　桜介は、飛んでいた。

　デッキブラシに乗って飛んでいた。

　ありえない！

〝魔法使い〟ときたら、普通は『ほうき』に乗ってるもんだろう！

　ってそうゆうことじゃない！

　手を振るんじゃない！

　ってことでもないよ！

　そんなところを誰だれかに見られたらどうするつもりなんだ!!

　ってことだ!!

「ちょっとぉ、栞しおりぃ〜。私の話ちゃんと聞いてる？」

「あ？　え？　う、うん！　だ、だよねー。めちゃくちゃそうッスよねぇ[image: ][image: ]っ」

　焦あせる栞のそんな生なま返へん事じに真ま裕ゆ美みが、栞の視し線せんに気付いてしまった。

「栞？　ん？　窓の外、なんかあんの？」

「え？　ううん！　ない！　べつになんにも飛んでない！」

　はっと我に返り、栞は慌あわてて口を押さえる。

　言ってから、やってしまったと後悔した。

「飛ぶ？　なにが？」

　案あんの定じよう、真裕美が痛いところを突いてくる。

　そして、彼女はゆっくりと後ろを、窓の外を振り返った。

　あぁー、だーめーだー。

　だ──め──だ──ぅ。

　とか、心の声も真裕美が振り返る仕し草ぐさも、全部がスローモーションだった。

　あー、どーすーんーのーよー、もーうー。

　もぅ……ぅ……ぅ……ぅ……ぅ……。

　そして音声がエコーする。

「ん？　なんにもないじゃん」

　真裕美が言った。

　え？

　時間が元通りに動き出す。

　窓の外を見れば、彼女の言う通り──何もなかった。

　桜おう介すけの姿はそこにはなく、さっきよりもさらに低くなった太陽が、空をこんがり焼いているだけだった。

「よ、よかったぁ……じゃ、じゃなくて！　だ、だからいったでしょ？　なんにもないんだってばっ」

「てか、どしたの、栞？　汗だくだけど？」

　窓から栞に視線を戻した友人は、彼女が短時間で異常に汗っかきになっていることに目を白黒させた。

「え、あ。なんか、あ、暑くない？　ちょ、ちょっと窓開けてくる」

　言って、栞はさっきまで桜介がいた窓を開けると外に身を乗り出した。

　よかった。

　もういない…………こともない！

　がっつりいるよ！

「ヨッ」

　窓の真下に桜おう介すけがいた。

　まだいた。

　ふわふわと重力に無視の限りをつくして浮かび上がりながら、栞しおりを見上げ陽気にスマイル。

「って！　ヨッじゃなくて！　なにをやってるんですかぁ！　飛ばないでくださいよ！　なに普通に浮かんでるんですか、宙に!!」

　できるだけ小声で、教室の中にいる真ま裕ゆ美みには聞こえないように言う。

「いやさ。たまたま教室の前を通りかかったらさ。北きた川がわ栞がいたから」

「いたからじゃなくて。そういうのは普通、廊下側で言う科白せりふですよ！　てか、フルネームで呼ぶのやめてください！」

　突っ込みどころがありすぎて的を絞しぼれない。

　飛んでるし。

　乗ってるのはデッキブラシだし。

　誰だれかに見られる可能性もあるのに。

　この状況で、フルネームなんて本当はどうでもいいんだけど。

「北川栞。おもしろいなー」

　感心したような表情で、うんうんとうなりながら桜介がうなずく。

「いやいやいやいや、おもしろくないっすよ。まったくですよ。だから、フルネームはやめてくださいよ！」

　だからの意味が判らないし、フルネームのことよりも他ほかに言うべきことがあるはずだ。

　そんなちぐはぐなところを指して、桜介はおもしろいと言っているのかもしれない。

　が、栞が知るよしもない。

「ほんと、みんなにバレちゃいますよ!?」

「なにが？」

　とぼけたように桜介が訊きく。

「なにって、魔ま法ほうですよ！」

「大丈夫。ほら、誰もいないから」

　言って、桜介は窓の外をぐるりと見渡した。

　確かに誰もいないけど。

　って、いるじゃん！

　教室に、真裕美がいるじゃないっすか!!

「大丈夫じゃないです！　教室に友達がいるんです！」

　栞しおりが言うと、あろうことか桜おう介すけは、

「どれどれ？」

　教室の中を覗のぞき込もうとした。

「ほえぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　思わず変な悲鳴を上げてしまった。

　それにはもちろん、真ま裕ゆ美みが反応した。

「おい、栞。いきなり奇声を発するな。どしたの？　なんかあった？」

　しかも席を立って、こっちにくる。

　こなくていい！

「こなくていい！」

　と心の声は、この際、普通に口から出た。

「な、なによぉ？　なんか変だよ、栞？」

「変じゃない！　変じゃない！　ゼンゼン変ジャナイヨ〜」

　急に片言になった。

　よけい変だ！

「プッ……」

　と吹ふき出す声が窓の外から聞こえた。

　なに、笑ってんすか。

「センパイのせいで……」

　し、しまった。

　またも心の声がそのまま出てしまった！

「え、センパイ？　もしかして桜介センパイ？　外を歩いているとか!?　なによぉ、早く言いなさいっての！」

　ぎくっ。

「い、い、い、い、いや……そうじゃなくて……」

「きぃー。私には見せない気だなぁ！　この栞めぇ[image: ][image: ]」

「いや。だ、だから違うんだって！」

「なにが違うの！　見せなさいよぉ！」

　うわーっ、もう何を言っても引きそうにない。

　今度こそ終わった……。

「どれどれ！」

　友人はオヤジみたいな口調で、窓の下を覗のぞき込んだ。

　またもスローモーションですべてが見える。

　あー、おーわーっーたー。

　ところがだ。

　終わってなかった。

　というより、最初から何もはじまってなんかなかったんだ。

「なによ、誰だれもいないじゃん」

　拍子抜けした真ま裕ゆ美みの声が鳴る。

「え？」

　スローモーションから解除された栞しおりは、急いで友人と同じように、いや身体からだを窓の外に乗り出し、外を覗のぞき見た。

「……いない……」

　真下を見ただけでは先ほどの例がある、念のため四方八方を見渡したが、何ど処こにも桜おう介すけの姿は見当たらなかった。

　確認を終えると、どっと疲れが押し寄せ、全身の力が抜けていくようだった。

　栞は、へなへなとその場に座り込んでしまった。

　……なんなのよぉ……。

　あたし、ぜったい──からかわれてる！

　ちくしょー。

　あんのやろぉ〜。

　ていうか、なんであたしが桜介センパイの心配をしなきゃなんないの？

　あのひとが勝手に自分で魔ま法ほうを使ってるのに、なんであたしが必死にそれを隠かくそうとしなきゃなんないワケですか？

　ああーっ！

　もうワケが判んないじゃない！

　判っているのは、やっぱり桜介は──いじわるだ！

　そして、あたしはからかわれてる。

　ってこと！




　　　　♪




「真実はひとつじゃないかもね」

　白い少女は言った。

「どういうこと？」

　黒猫が訊きく。

「ほら、彼女にとって真実というのが、ひとつだとしたら、〝イレギュラー〟じゃなくなっちゃうじゃん」

「ああ、そういうことか。いつもの、モモのワケの判んないのがはじまったのかと思った」

「悪かったね。ワケ判んなくて」

「悪くないけど、いつもだとなんか面めん倒どうくさいことになるからさ……って、なにその意い味み深しんな微笑ほほえみは……モモっ!?」

「さぁてね……」

　少女は笑った。

　薄うす紅べにに頰ほおを染そめて。




　　　　♪




　背中を見てた。

　いつも彼の背中を見てた。

　横顔を見てた。

　いつも彼の横顔を見てた。

　いつの間にか、彼だけを見てた。

　でも、何も知らない。

　あたしは、彼のことを知らない。

　あたしは、自分自身のことさえも知らなかったんだ。




　なんにもなくても、いや、むしろ何もない方がカメラを構えたくなる。

　けれど栞しおりは壊こわれたデジカメのことを思い出すので、なるべく写真のことを考えないようにしたい。

　……したいけれど、今の栞は写真をはじめたばかりで、撮とりたい欲求が強い。

　なかなか、抑えられないでいる。

　それにやっぱり、桜おう介すけセンパイの魔ま法ほう。

　水と桜の魔法。

　もう一度、見てみたいな。

　そしたら、今度こそちゃんと、カメラに撮るんだ。

　あの綺き麗れいな魔法。

　それがあたしの一いつ瞬しゆんの魔法だ。

　そうだ。あたしだって魔法が使えちゃうんだ。ってとこを見てもらいたい。

　そんなことを考えていると、栞はふと授業中でも、休み時間でも、何ど処こでも、桜介の姿を目で捜さがしてしまう。

　──いないのに。




　その日、中等部も高等部も、梅つ雨ゆ時期前の学校敷しき地ち内の草刈りに生徒全員がかり出されていた。梅雨に入って雑草が伸び放題になるのを阻止しようという人間のささやかな抵抗だ。

　でも、自然の力には勝てない。

　またどうせ雑草は生はえるし伸びる。

　まあ、刈らないよりはましか。

　栞しおりたち女子も男子に混じって、体操着に軍手と鎌かまという実に色気のない格かつ好こうで草刈りに精を出していた。

「ああもう！　刈っても刈ってもぜんぜんなくなんないじゃん！」

　とか、栞は雑草の量にすっかり気が滅め入いっていたとき、高等部の敷地に桜おう介すけの姿を見付けた。

　よくもまあ、めざとく見付けたモノだと思う。

　ただしかし、調子に乗って手まで振ろうとしていた栞は、息が詰まりそうだった。

　桜介が、桜介には見えなかった。

　いつも、いたずらに笑う彼の姿とは、あきらかに違う桜介がそこにいた。

　彼は、クラスの集団から外れるように距きよ離りを置いて、ひとりポツンと立っていた。

　無表情というよりも、それはとても冷たい表情に見えた。

　すべてを拒絶するように、寄せ付けないようにしているみたいだった。

　まるで、別人だ。

　──他ほかの人たちの中にいるとき、桜介はいつも無表情で、たくさんのひとがいるのに誰だれに触れることも、交わることもない。

　そんなことを真ま裕ゆ美みから聞いたのを思い出した。

　自分の中の桜介とまったくかけ離はなれて、本当に彼なのだろうかと疑ってすらいた。

　今、目の前にいる桜介は、冷たく凍ってしまっているようだ。

　桜介のクラスメイトが彼に手伝ってくれと、呼びかけた。だが、桜介はそれを無視して歩き出してしまった。そしてどんどんクラスメイトたちから彼は離れていく。

「なんだよ、アイツ」

「ムカつくなぁ。ちょっと、オンナにモテるからってよ」

　クラスメイトたちからは、そんな皮肉がかわされた。

　少し、栞は怖くなった。

　栞と一いつ緒しよのときは、いたずらに、あんなに無邪気に笑っていたのに。




　どっちが本当のセンパイ？

　あたしはセンパイの何を見ていたの？

　追いつけない背中。

　触れられそうな横顔。

　知らない顔。

　冷たい表情。

　あたしは、何を知っていたつもりになって浮かれていたんだろう？

　魔ま法ほうのこと？




　栞しおりは、自室のベッドの上でうずくまるようにしていた。

　冷たい普ふ段だんの桜おう介すけを見てしまってから、何日か、学校へ行っても桜介を見かけると逃げるようにして、彼を避さけてしまった。

　ナンデ？

　ドウシテ？

　勉強机の上に、壊こわれたデジタルカメラが置かれていた。

　桜介が何の補ほ償しようもしてくれないので、仕方なく栞自身が修理に持っていたのだが、店員の、テツヤ・ワタリなサングラスのオヤジに、

「──これ、ダメだねぇ〜」

　と簡かん単たんに言われてしまった。

　どうやら一番肝かん心じんな部分にまで水が進入してしまっていて、もう使い物にならないらしい。

　部品を換かえれば直らないこともないらしいが、そうなるとほとんどの部品が交こう換かんとなり、修理代は新品を買った方が安くすむ値段になってしまうそうだ。

「うぅ……あたしのデジカメちゃん……」

　ああ、涙でぼやけてキミの姿がよく見えないよ……。

　でも、あまり桜介を責める気にはなれなかった。彼に接すれば接するほど、触れれば触れるほど、そう思うようになった。

　デジカメには悪いが、壊れたことよりもあのとき撮とった一枚の写真、水と桜と戯たわむれる桜介の姿が見れないことが一番ショックだった。

　彼を避けている今なら、なおさら。そう思ってしまう。

　なんで？

　どうして？

　怖いから？

　いじわるだから？

　でも、すごく──

　写真はない。けど、記き憶おくの中に鮮せん明めいに残っている映像。

　綺き麗れいだったなぁ、桜介センパイ……。

　あーぁ……もう一度見たいなー。

　季節はもう、夏になろうとしていた。

　あの日、着ていたブレザーは、夏服の半はん袖そでシャツに替わっている。

　あの万年桜は、まだ咲いているんだろう。

　あの滝も流れていて。

　なのに、あそこはすごく寂さびしげで。

　だから、よけいにあのときの桜おう介すけは綺き麗れいに見えたんだ。きっと。

　明日は、土ど曜よう日だ。

　学校、休み。

　行こうかな？

　もう一度、あの桜の場所へ。

　行こうか。







　行けば逢あえるとか、そういうのは本当に考えていなかった。

　ただ、なんとなく行ってみようと思っただけで。

　おまけに、迷わずにたどり着いてしまったワケで。

　だけど、何も、使い捨てカメラすら用意してなかった。

　けど──

「………………」

　あのときのように、はじめて逢ったときのように、そこには桜介がいた。

　水と万年桜の花びらをまとって、とても綺麗で、なんだか栞しおりはワケもなく涙が出そうだった。

　なんで、センパイがいるのよ。

　なんで、そんなに綺麗なの？

　いつもはいじわるなのに、なんでそんなにやさしそうに笑ってるの？

　あたしには、そんな風にしてくれないのに。

　センパイのこと考えてないときに現れないでよ。びっくりするじゃない。

　だって、あたし泣きそうだもん。

　あんなに冷たい顔していたセンパイ。

　やさしく笑ってるセンパイ。

　だったら、こっちが本当だって思いたい。

　じっと桜介を見つめる視し線せんが、彼の視線とぶつかった。と、彼は栞の姿に驚おどろきもせずに、水と桜の花びらの渦うずから離はなれて、栞の方へ近付いてきた。

　あいかわらず宙にふわふわ浮いて。

「怖いか？」

　桜おう介すけが訊きく。

「ううん。べつに怖くないっすよ」

　栞しおりは目をそらさずに言った。

　いっぱい、涙をためたままで。

「じゃあ、なんで泣きそうなんだよ」

「べつに、なんとなくっす」

　桜介が綺き麗れいだったから。なんて、悔しいから絶対に言わない。

　言ってあげない。

「そっか。やっぱ、おもしろいよな、北きた川がわ栞」

「だから、フルネームはやめてくださいよ」

　ははは、と桜介は笑った。

　栞も笑った。つもりだったのに、何な故ぜだろうか、涙がたくさんこぼれた。

　バカみたいだ。

　自分が自分でよく判らなくなる。

　すると、桜介が困ったような笑ったような表情になって、何かを呟つぶやいた。

　──呪じゆ文もんだ。

　小さな魔ま法ほうだった。でもそれ以上に……。

　栞の目にたまっていた涙がいくつかの水玉となって宙に浮かび上がった。

　栞は無む意い識しきのうちの手を伸ばしていた。

　水玉に触れると、ちゃんと水の感触がして、でも、不ふ思し議ぎな感じだった。

「サービスだ。それに言っておく。オレは、おまえの前でしか魔法は使ったことないんだから」

　桜介は、そう言うと再び池の方に向う。

　次の瞬しゆん間かん、池から柱のような水しぶきが何本も上がると、桜介の姿は消えていた。

「………………センパイ？」

　魔法。

　桜介だけの魔法。

　滝の上にある万年桜があいかわらず花びらを散らしていた。

　あいかわらず切なかった。




　いなくなった桜介の背中を目で追い捜さがしている自分はもっと切なかった。




　　　　♪




「──桜おう介すけ……。その〝魔ま法ほう〟は、誰だれかに見せない方がいい。誰かを傷付けて、自分も傷付けてしまうかもしれない。でも、本当は、素す敵てきな力なんだよ。すごいことなんだよ──」

　昔、唯ゆい一いつ、魔法のことを知っていた祖母はまだ幼かった桜介に、そうやって言い聞かせた。

　魔法は悪いコトじゃない。でも、他人にとってはそうじゃないかもしれない。

　それによって、誰も傷付かないとは限らない。

　なにより、祖母は桜介を守ってやりたかった。愛する孫のことを守ってやりたかった。

　だから、あんなことを言ったんだと思う。

　桜介もずっと祖母に言われた通りにした。

　誰にも魔法のことを言わずに、見せずに。

　祖母がいなくなってしまって、本当に誰にも言えなくなって今までずっと隠かくしてきた。

　あの日まで──




　桜介の魔法は、ある種のイメージだ。

　空気や水や光や木や、さまざまなモノの〝声〟がぼんやりと桜介には聞こえた。

　その声にお願いをする、自分なりの言葉──〝呪文〟を唱えるとイメージが具現化される。

　そうして桜介は水や桜の花びらを自由に操あやつったり、空気や風を利用し、デッキブラシで空を飛んだりすることができた。

　魔法が使える。

　だから、なんだ？

　魔法で誰かを幸せにしたか？

　誰かを不幸にしたか？

　退屈をしのいでただけだ。

〝声〟が聞こえて、話しかけた。

　魔法が使えた。

　それだけ。

　誰かに知ってほしいなんて、思わない。

　なのに、どうして……。

　幼かった桜介は、何かを隠しながら他ひ人とに接することができるほど器用ではなかった。

　だから、次第に人と距きよ離りを置くようになり、やがて、あまり人と関わらなくなってしまった。

　なのに、あの日、北きた川がわ栞しおりに見られた。

　ただ、あの場所ならいつも思いっきり、魔法が使えただけ。

　ただ、桜が見たかっただけ。

　栞しおりの存在に、桜おう介すけが動どう揺ようすることはなかった。

　むしろ、ざわめく〝声〟に乗せられて、ワクワクした。

　だって、彼女はじっと見ていた。

　怖がることも、逃げることもなく、じっと。

　うれしかったんだと思う。

〝声〟もよろこんでいたんだろう。

　彼女なら傷付けないし、傷付かないと。




　　　　♪




「もうすぐか……」

　白い少女の目は真っ直ぐに、沈む夕陽に向けられていた。

　死亡予定者の死期が迫ってきていた。

「モモ……。仕事だよ？」

「判ってる。判ってるよ、ダニエル」

　少女は儚はかなく微笑ほほえんだ。

「彼女は──死ぬ。……〝イレギュラー〟でもない限りね」

　白い少女と黒猫は、夕陽に溶けていった。




　──リン。




　　　　♪




　この街には魔ま法ほうにまつわる昔話がある。




　その昔、街の人々はそれぞれに魔法が使えた。

　と言ってもたいそうなモノじゃない。生活を補助するようなささやかな魔法だ。

　火をおこしたり、水を運んだり、遠くからでも意志を通じ合わせたり。

　でも、人々はある日、魔法を捨てた。

　ひとりの女の子の命を助けるために。

　重い病やまいにかかった女の子を助けるには、人々が協力して魔法を使う必要があった。

　けれど、そんなことをすれば、〝罰〟を受けることを知っていて。

　そして人々は女の子を助け、罰を受けた。

　魔ま法ほうを失った。

　そう。魔法は失なくなった。

　そういう昔話だ。

　もちろん、魔法は今もない。

　ない──はずなのに、桜おう介すけは魔法を持っている。

　どうして？

　まったく判らない。

　昔話がもし本当なら、人はいつ魔法を失ったのだろう。

　何な故ぜ、桜介だけが今、魔法を持っているのか。

「……………」

　教室の真ん中の席。

　栞しおりは授業も聞かずに、魔法について自分なりの考えや調べたことをノートに書き出していた。

　ときどきこんな風に、小説やまんがのストーリーとかネタを思い付くと授業中ノートに落書きしたりするのだけれど。

　いつもは楽しいのに、今日は、はぁ、とため息ばかり出てしまう。

　窓の外に目を向ければ、いつかのように桜介がそこにいるんじゃないかと思ってしまう。

　──期待してしまう。

　って、あたしは何を期待してんだろ……。

　なんていうのかな。最初に逢あった日から、桜介センパイの笑え顔がおがずっと焼き付いて離はなれないんだ……。

　いつの間にか、考えることや何かをしようと思うと、全部、桜介のことが中心にある。

　考えないという方が無理だ。

　いつからだっけ？




　そうか。




　……そうなんだ。




　たぶん、最初からだ。







　そのとき、桜介は、おかしなヤツに遭そう遇ぐうしていた。

　体育の授業をさぼって、いつものように校舎の屋上で風の〝声〟を聴きいていたときだった。

　魔法が使えるのだから、不ふ思し議ぎなことには多少なれているつもりだった。

　けれど、そいつは格別に変わったヤツだ。

　そいつは、『死神』だと言った。

「──あ、どうも。えーっと、死神です。一応」

　突然現れた真っ白い姿をした少女は、とぼけたような口調でそう言った。

　しかも傍かたわらに寄り添そうようにいた黒猫が、

「ほら、モモ！　身分Ｉ証明Ｄカード！」

　と鳴いて、全身真っ黒なのに何な故ぜか尖せん端たんだけが小指の先ほど白くなったしっぽを前に持ってきて器用に前脚でつかんだ。

「はい、オッケー！」

「……判った判った」

　やれやれといった風に、白い少女は黒猫のしっぽと身体からだでできた円の中に手を押し入れる。

　と途と端たん、

「うぅぅぅ[image: ][image: ]、んはぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、ふぬぬぬぬぬぬぅ[image: ][image: ][image: ]、ぅひゃぁ[image: ][image: ][image: ]」

　黒猫が、悶もだえとも嗚お咽えつともとれない奇声を発しはじめた。

　そして少女が嫌いやそうな顔をしたまま、円の中から手を引き抜くと、そこには長方形のカードがあった。

　少女は、まだ悶えている黒猫を放っておいて、桜おう介すけに向き直った。

「改めて、どーも、死神です」

　言って、少女は手にしたカードを桜介に提示してきた。

　そこには『死神Ａの一〇〇一〇〇号』とか書かれてある。

　死神が自分に何の用？

　などと桜介が訊たずねる前に、死神少女の方から口を開いた。

「キミは、もうすぐ大きな罪を犯す」

「……罪？」

「そう。とても大きな罪。あたしとしては、ぜひにでも止めたいと思ってるんだけどね。それはキミ次第ってトコかな。いつか言われたんじゃない？　キミにしかない力。その力は使わない方がいいってさ。罪を犯せば、それ相応の罰を受けてもらうから」

　そう言って、少女は笑った。

　あざけるように笑っているつもりだったのだろうが、何故か桜介は、腹立たしさも何も感じなかった。

　とまどいもあったけれど、何よりその少女が無理にそんな表情をしているように、漠然とした感じだが、そう思えたからだ。

　やがて風が吹ふき、耳の奥で──リン、という鈴の音ねのようなモノが鳴ったかと思うと、もうそこに白い少女も黒猫の姿もなくなっていた。

「なに言ってんだ？　なんだよ、気味が悪い」

　冷たく見える表情。その仮面の下には微かすかなくもりが見えた。

「どういうことだ……俺おれが……罪を……？」

　風に訊たずねるが、何も答えてはくれなかった。




　　　　♪




　たとえば、昔話のように魔ま法ほうが存在していたとして、それが失なくなってしまったとしたら。

　いつかは、桜おう介すけの魔法もう失くなってしまうのだろうか？




　あれこれ、一日中考えている間にそんな思いがよぎった。

　そうなると、栞しおりはいてもたってもいられなくなった。

　桜介の魔法を残しておきたい。

　思ったら即実行に移す。これが友人に行動力があると言われる所以ゆえんだったりすることに、彼女自身はまだ気が付いていない。

　栞はさっそく写真部の部室に向かった。

　自分のデジカメは使えない。無理を言って、写真部の部長にカメラ（かなりいいやつ）を借りた。

　栞は校内中を捜さがし廻った。

　桜介のことを。




　さんざん校内中を駆かけ廻まわっても桜介は見付からず、栞は疲れたし汗もかいたので風にでもあたろうと、屋上へ出た。

「……あ…」

　と、そこにいた。

　桜介がいた。

　すぐに彼は栞に気付くと、

「ヨッ」

　といつものおどけたような声で言った。

　屋上の柵さくにもたれかかりながら、栞のことを斜め見るようにしている。

　うっ、なんだか気まずい。

　あたし、泣いちゃったし！

　それに、避さけてた。センパイのこと。

　でも、ここで引いてはオンナがすたるってもんだ。

　栞しおりは最初の一歩を踏み出した。

「あの……センパイ。ちょっと、頼みたいことがあるんですけど」

「いやだ」

　桜おう介すけは言った。

「ま、まだ何も言ってないじゃないですか!?」

「どうせ、カメラに撮とらせろとかいうんじゃないの？　魔ま法ほうをさ」

　ずばりすぎて、なんにも言い返せないし、言い出せないじゃん。

「そんなことしてどうすんの？　あ、テレビ局にでも売る？　決定的瞬しゆん間かんとか言って」

　言いながら、桜介は大おお袈げ裟さに笑った。

　違う。

　そうじゃない。

　あたしは、魔法が見たいだけ。

　あの綺き麗れいな魔法を残しておきたいだけ。

　それだけなのに……。

「なんで、そんなこと言うんですか……。だって……この前は、あたしの前だけ魔法を使ってくれるって言ったじゃないですか……」

「……言ったけど、べつにおまえのために使うなんて言ってない」

　無む性しように栞は腹が立っていた。

「どうして、桜介センパイはいつもそんな風にいじわるなんですか……」

　どれだけ自分は桜介のことを気にしているだろう。

　気が付けば桜介に惹ひかれていて。

　いじわるだとか、冷たいとか、笑ったときに目を細めるだとか、いつもは無表情なのに自分に逢あうときだけ笑ってくれるとか、冷たい表情でも、新しい面を知って、怖くなったり、ちょっぴりうれしくなったりする栞がいる。

　それなのに、桜介はずっと変わらなくて。

　本当は──彼のことが好きになっているのだと気付いている。

　それなのに。強がってしまう。

　馬ば鹿かな自分は、強がってしまうんだ。

「そんな……そんな風にいじわるばかりしてるから、センパイの周りには誰だれもいないんです」

　なんでこんなことを言わなきゃならない。

　どうして、わざわざ傷付けるようなことを、自分も傷付くようなことを言うの？

　それでも口をついて出る言葉。

「センパイの魔法は、すごく綺麗なのに……。なんでセンパイは、ぜんぜん綺麗じゃない。心の中も、なにもかも全部！」

「うるさいんだよ」

　桜おう介すけが見ていた。

　彼が独ひとりでいるときの冷たい表情でもない、今まで見たことがないような表情で。

　それが悲しそうにしているのか、怒っているのか。

　彼から目め線せんを外してしまった栞しおりには判らなかった。

　夕暮れが目に入って、沁しみた。

　また泣いてしまいそうだ。

　泣いたら、魔ま法ほうを使ってくれるかな？

　それはないか……。

　このまま、目を閉じてしまいたかった。

「だって、あたし……センパイの……ッ」

　思わず、ぎゅっと桜介の腕を両手でつかんでいた。

　それは、彼女の力では考えられないくらい強い、見えない力に心ごと引っ張られているようで、桜介は、ひどく動どう揺ようした。

「センパイ……センパイ……っ」

　もう何を言うでもなく栞は、ただ彼のことを呼ぶしかできなかった。

　それでも、彼の心を引っ張り続ける。
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　しかし、桜おう介すけの動どう揺ようはよけい大きくなった。どうしていいか判らず、彼は、栞しおりの手を振りほどこうと、腕を振るった。だが、栞の手はくっついてしまっているように離はなれず、彼は力を強くする。

　そして、ついには──

「……ッ!?」

　桜介が魔ま法ほうを使った。

　けど、それは栞の好きなあの綺き麗れいな魔法ではなく、鋭するどく尖とがった鋼はがねのような風であり、それは栞の頰ほおを打った。

　それでも、それはほんのわずかな衝しよう撃げきで、血が微かすかににじむ程度の些さ細さいな傷だった。

　むしろ、それ以上に傷付いたのは、栞の心であり、桜介の心だった。

「あ……」

　桜介は、小さく言葉を漏もらした。

　栞の手は離れた。でも、傷付けるつもりなどなかった。

　つい起こした行動だった。

　桜介は、自分の魔法が人を傷付けるなんて、信じられなかった。でも現実に彼女を傷付けた。

　もう動揺を隠かくすことができなくなった桜介が、栞に手をのばそうとした。

　けれど、

「──バカ！」

　栞は思いっきり、桜介の頰をはたいた。

　もう、全力でブチかましてやった。




　バカ。

　バカ。

　バカ。

　センパイのバカ。

　ほんとに、バカ。

　あたしのバカ……っ。




　桜介の目には、ボロボロ涙をこぼしながら走り去る栞の姿が映っていた。

　追いかけることもできず、立ちつくした。




　　　　♪




　夕陽。

　長い影かげ。

　桜の花びら。

　水の音。

　冷たい水のやわらかな感触。

　退屈だったワケじゃない。

　あの日の魔ま法ほうが、とても綺き麗れいで。

　とても鮮あざやかで。

　いつかの薄うす紅べに色いろと水の魔法──




　あの桜は、今日も咲いていた。

　陽が長くなったとはいえ、太陽はだいぶ傾いていた。

　栞しおりは、万年桜が見たくなって、フラフラと滝のある場所までやってきた。

　しかも到着するなり何を思ったか、滝の上まで上がって、桜の木によじ登った。

　何か見えるかもしれない。

　何かって、なに？

　べつに、なんにも見えない。

　夕陽くらいしか……。

　他ほかには何も見えないじゃん。

　ああ、これは涙のせいだ。

　ごしごし。

　って、こすってもまたあふれてくる。

　涙は、落ちていく。

　何がそんなに悲しいんだろう？

　判らないのに泣いてる。

　ほんとに、ワケ判んないな、あたし……。

　しかも…………降りれなくなった！

　登ったのはいいが、桜の木が不安定すぎて今度は降りられなくなってしまった。

　見下ろすと、腰がすくむ。

　下から見上げていたときは、そんなに高いとは思わなかったんだけど……。




　──た、高いっ!?




　落ちたら……死ぬ！

　確実におっちぬよ、こりゃ！

　栞しおりがいるのは木の枝の上。風が吹ふくたびに、ゆさゆさと揺ゆれる。

　ちょっと力を入れると折れそうだ……。

　折れれば、真っ逆さま。しかも池の上に落ちればまだ助かる可能性もあるかもしれないが、栞のいる枝は池から少しずれた岩肌が露ろ出しゆつしている箇所の真ま上うえにある。

　なんで、あたしはこんなトコに登ったんでしょうか？

「……はぁ……なんで……。こんなときさ……」

　って、センパイの顔が浮かぶんだ。やっぱ。

　あたしは──期待してる。

　センパイがくるかもとか思ってた。

　前みたいに、センパイがいるかもって。

　けど、いないよ。

　センパイ、いないよ？

　期待してないときに、現れて。

　期待してるときに、いないなんて。

　せつないよ。

　心細いよ。

　せんぱい。

　せんぱぁい……。

「…………ほんとさぁ……どうすんの……あたし。……バカ？」

　彼女は、自分に問いたつもりだった。なのに、

「──うん。バカ」

　ぇえっ？

　思いも寄らぬところから声が鳴った。

「えぇッ？」

　すぐ目の前に、桜おう介すけの顔があった。

「せ、センパイ!?」

　桜介は、宙に浮いてそこに立っていた。

　そして、いきなり頭を深く垂たれて、

「──ごめん。悪かった」

　と謝あやまった。

　無ぶ愛あい想そうだが、あのいじわるな桜おう介すけが謝あやまっている。しかもこんなところまでわざわざやってきて。それ以前に、よく栞しおりのいる場所が判わかったものだ。

　そりゃ、期待してたけどさ……。かなり……。

　追いかけてきてくれたんだ。と栞はうれしくなった。

　しかしこんなときになって、それだけじゃ許せないんだー。とか、今まで意地悪された分、意地悪をしたくなってしまった。

　だから、

「許さないっす！」

　とか言ってしまった。

　許してやれよ！　とか言う真ま裕ゆ美みの声が聞こえてきそうだったが、もう引っ込みがつかない。

　しかし、桜介はそれに対して、

「そっか」

　と言う。

　彼自身、自分が彼女をひどく傷付けてしまったと思っている。

　そんな自分は許されなくても仕方がないと。

　栞は、不安定な木の枝の上にしゃがみ込んでいて、桜介は彼女から一メートルほど離はなれて、宙に浮かんでいる。

「俺おれさ……魔ま法ほうが使えるけど、今までそれで得したことも損したこともないと思ってたんだ」

　ゆっくりと話をはじめる桜介。

「でも、いろんなモノの〝声〟が聞こえて、いろんなモノを感じることができるから嫌いじゃなかった。だから、魔法のために人と接することができなくても、触れられなくてもいいと思ってた。けどさ、おまえに一番最初に逢あったとき、ざわめいてたんだよ、〝声〟が。楽しそうで、やさしくて。そしたら俺もなんだかうれしくなって。はしゃいで。魔法のこと知られたら怖がられるとか思ってたのに、おまえ、怖がるどころか…ほら？　綺き麗れいって言ってくれた。なのに、その魔法でおまえを傷付けた……」

　栞はじっと、桜介の言葉に耳を傾ける。

　一語一語聞き逃のがさないように、真っ直ぐに彼を、彼だけを見て。

「どうしようもない、罪悪感みたいなのが、今も身体からだ中をグルグルと廻まわってる。こんな風になるなら、魔法なんて──いらないとさえ、思ったよ。悪かった……本当に、ごめん」

　もう一度、桜介は頭を下げた。

　ううん。センパイ。

　あたしの方こそ。

　あたしもセンパイを傷付けたんだと思う。

「うん。もう、だいじょうぶだから、センパイ」

　今度は素直に、桜おう介すけを受け入れることにした。

　一応、

「でももう、いじわるはなしだからね」

　と付け加えておいて。

　すると、桜介は、

「努力するよ」

　笑って言った。

　やっぱり笑ったときが一番、センパイは素す敵てきだと、思った。

　けど、このままだと悔しいから、

「傷、残ったら、責任取ってくれますよね？」

　なんていじわるなことを訊きいた。

　いじわるはナシと、自分で言っておいてだ。

　と、あの桜介が慌あわてた。一いつ瞬しゆん、バランスを崩くずして、落下しそうになる。

「な、なに言ってんだ、おまえは!?」

　顔を真まっ赤かにした。

　それでもまだ浮いているのは、さすがというかなんというか。

「どうなんです？　責任取ってくれないんですか？」

　栞しおりが訊く。

　今度は、バランスを崩さずに浮いたまま、

「……ど、努力する」

　桜介は、難しい顔で唸うなるように言った。

　まあ、いいか。

　とりあえず、納なつ得とくした。ということにしておこう。

「ほら、いつまでそんなところにいるつもりだ？　降りるぞ」

　まだ顔を赤くしたままの桜介が言う。

　微妙な間まが嫌いやだったらしい。いつもよりもさらに素そっ気けない。

「うん」

　としかし栞はそれにうなずく。

　が、

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「………………なにしてんだ……？」

「あの……見て判わかりません？」

「うん」

「降りられないんすよぉ〜！」

　ハァ〜、と桜おう介すけが大きなため息をつく。

　そして、「しょうがないなぁ」と栞しおりに手を差し出した。

　その瞬しゆん間かん、




　パキッ。




　という、世にも軽い音がして──栞の身体からだは宙に躍おどった。

　桜介の手を取ろうと、重心が変わったせいでそれまで栞を支えていたはずの桜の木の枝が折れてしまった。

「栞！」

　桜介が手を伸ばすが間に合わない。するりとすり抜け、栞は落下していく。

　それも池から少しずれた石や岩がむき出しになっている箇所へ。




　　　　♪




「時間だよ……」

　黒猫が言った。

「うん……でもね……」

　傍かたわらに立つ白い少女が言ったが、黒猫は最後の部分をうまく聞き取ることができなかった。

「え……？　なに？」




　それは、はじまった。




　　　　♪




　桜介は、〝声〟に対して叫んでいた。




　──彼女を助けてくれ。




　と、ザワザワッ、万年桜が揺ゆれた。

　そして、次の瞬しゆん間かんには、信じられないくらいの桜の花びらが吹雪ふぶきのように辺あたりを覆おおっていた。

　桜の花びらは、栞しおりを包み込み、落下の衝しよう撃げきを完全に吸収し、ふわりと着地した。

「…………あ…あれ？」

　栞は助かった。

　自分がさっきまでいたところから、今いる場所の高さを思うと、背筋が凍りそうになる。

　桜の花びらがなければ、確実に命を落としていたに違いない。

　すると、次に、




　ぼちゃーん。




　と間抜けな音がした。

　水すい面めんが見えないほど花びらに覆おおわれた池で派は手でに水しぶきと花びらが上がった。

　原因は、桜おう介すけだった。

「ぶはぁっ！　つーか、俺おれが死ぬかと思った！」

　水面に顔を出した桜介は、必死で息を吸う。

　そのまま、栞のいるところまで泳いでやってきた。

　水から上がると、桜介はおかしなことを言った。

「なんか、急に飛べなくなって。気付いたら真まっ逆さかさまで、どっぼーん、だよ！」

「どういうことっすか……？」

　栞が訊きく。

「……さあ……」

　としかし桜介が首をかしげた。

「それにしても……コレ……降りすぎじゃないか？」

「うん。降りすぎですよね……」

　ふたりは天を仰あおいだ。

　夕陽の赤に負けないくらいの薄うす紅べにが、辺あたり一面を覆いつくそうとしていた。

　とどまることを知らない桜の花びらは、やがて街中を薄紅色で染そめる。

　その日、終わったはずの桜前ぜん線せんが、再び舞まい戻ってきたように、街中の桜という桜が狂ったように咲き出し、街を埋めつくした。

　そしてその日、傍かたわらではひっそりと万年桜が、咲くことをやめた。

　おなじく、その日、




　桜おう介すけは、魔ま法ほうが使えなくなった。




　──リン。




　　　　♪




　桜が咲き乱れた次の日。

　学校では、臨時の大掃除が行われた。

　咲きすぎた桜の花びらのせいで、校庭も校舎の窓も何もかも覆おおわれてしまったからだ。

　栞しおりは、高等部の敷しき地ちに、たくさんの生徒に混じり、デッキブラシ片手に花びらを掃除している桜介姿を見付けた。

　手を振ると、桜介も笑って手を振り返してくれた。

　そんなことが、とてもうれしくて、そして友人の視し線せんが痛くて……。

　みんなの中で笑う彼は、さらに女の子の間で人気が出た。今までの寡か黙もくな彼もよかったが、笑え顔がおの彼はもっと魅力的らしい。

　栞にすると、うれしいやら悲しいやら。

　桜介は、栞を助けたときから魔法が使えなくなっていた。

　あの万年桜は、すでに花を散らした。

　桜介は、魔法が使えなくなっても特に変わった様よう子すがない。

　あいかわらずいじわる（ちょっとマシになった）だけど、前よりもずっと栞に対して笑ってくれる。

　心の底からの笑顔をくれる。

　これであとは頰ほおの傷の責任を取ってくれれば……なんて。

　そんなささやかだけれど、とても幸せなことがたくさんあって。

「べつに魔法使えても何がどうってワケでもないしな。もう〝声〟は聞こえないけど、いいんだ。聞こえなくなっただけで、本当はきっといつも鳴ってるんだ。聞こえてるんだと思う。それにまあ……栞のこと助けられたしさ。また魔法が使えるなら、栞を助けるときだけでいいかなって思うし、そういうもんじゃないか？」

　そう言って、いつか桜介は笑った。

　栞も笑う。

　あの日、仲直りをしようと桜介が手を差し出してきた。

　栞は、その手を取って、思った。




　魔法は失なくなってしまったのではない。




　いつも日常の中に隠かくれているモノかもしれないんだ。




　たとえば、こうしてつないだふたりの手の中とか、ね？




　　　　♪




　いつかの空。

　夕陽に焼かれて、溶けてった。

　茜あかね色。

　高い場所。

　ふたつの影かげ。

　やさしい風。

　白い少女と黒猫。

　少女は、綺き麗れいに笑った。




「あーあ、やっぱり助けちゃったよ。あの女の子を助けられちゃうと困るんだよなぁ」

「…………うん。ぜんぜん困ってなさそうだよね。モモ」

「まあ、イレギュラーだからしょうがない。彼にはペナルティもあることだし。しょうがないなー、ほんと」

「それが当然なの。だって、人間が魔ま法ほうを使えるなんて、おかしいじゃないか。でも、あの人間、何にも変わってないけどね。魔法、失なくなったのにさ」

「え？　そう？　人間っていつでも魔法を持ってると思うけど？」

「ふえ？　それって？」

「そうだなー、たとえば──」




　桜おう介すけが生まれた日。

　それは、あの万年桜が咲きはじめた日らしい。

　だから、『桜介』と名付けられた。

　その桜が咲くのをやめた。

　彼は魔法が使えなくなった。




　でも、いつまでも続く魔法がある。




「──ほら……。あのふたりとかね──」







　風の強い日には、魔ま法ほうが使えるらしい。




　手の中にある魔法。




　小さな魔法。




　心の中にある魔法。




　大きな魔法。




　ささやかだけれど、大切なモノ。




　　　　♪




　あ、そういえば。

　デジカメは壊こわれたままだけど、実はメモリーカードを使っていたワケで。

　つまり、あの桜おう介すけセンパイの魔法を撮とったやつがたった一枚残ってたワケで。




　それはやはりとても綺き麗れいな魔法でした。





deckbrush(Al.-edit) - fin.
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　　　　♪




　彼は、ひどく焦あせっていた。

　冷静に判断しようとすればするほど頭の中がこんがらがって、めまいを起こしそうになる。

　どうしよう、どうしよう。

　僕のせいだ。

　僕が悪いんだ。

　あのとき、ちゃんと、もっと彼女のことを考えていればよかった。

　……けど、僕はもう必要ないのかもしれない。

　彼女にとって、僕っていったい何なんだろう。

　身体からだを縛しばり付けて動かなくさせてしまうような想いが、芽め生ばえはじめていた。

　それでも──

　悪い考えを振り払う。

　そして、呪じゆ縛ばくから抜けだし、彼は勢いよく家の外へと飛び出した。

　路地に、通りの向こうに、人並みの中に彼女の姿を捜さがす。

　しかし、彼女はいない。

　どれだけ走ったのか。

　どれだけ時間が経たったのか。

　彼がそれを知る術すべはなかった。ただ、確実に体力は奪われ、代わりに疲労感が身体中を包み込んでいく。

　彼女を見付けられないことがよりいっそう彼の身体を、心を重くした。

　そしてついに、その歩みは止まってしまう。

　どうすればいいんだろう。

　彼女は、いったい何ど処こへ。

　やっぱり、僕は何処にも行けない。

　彼女のことを放ってはおけないんだ。

　誰だれかに助けを求めようか？

　けれど、誰が自分の言うことに耳を傾けてくれるだろうか。

　誰に僕の意志は伝わるだろうか。

　脳のう裏りに、〝諦あきらめ〟という言葉が浮かびそうになる。

　そんなときだった。

　彼の目の前を白い影かげが通り過ぎた。

　────っ！

　彼は直感で、その白い影かげに声をかけていた。

　助けてほしい、と。

　すると、白い影──真っ白い姿をした少女が彼に気が付いた。

　いきなり声をかけたせいで、少女は少し驚おどろいたようだったけれど、

「どうしたの？」

　と彼に訊たずねてきた。

　そのすぐ傍そばには、きょとんとした顔で彼のことを見る黒い猫がいた。




　　　　♪




　花はな小こ金がね井いレンは、いつも空ばかり見ていた。

　それなのに、空を見ていると何な故ぜかため息が出てしまう。

　幼く小さい胸の辺あたりが、ギュッと苦しくなる。

　それは、懐なつかしさや、切なさや、あこがれや、感嘆など、いろんな感情が交まじっているのだと思う。

　そこには青色の空にちりぢりになって浮かぶ雲があった。

　そこには真っ黒の空に、ちりばめられた宝石のように光る星があった。

　でも、いつもおんなじだ。

　胸が苦しくなる。

　気持ちが沈むとき、顔を上げる。

　いつもそこに空があって、胸を締しめつける。

　ソコニハナニガアルノ？

　朝。自室の開け放たれた窓から見える空。レンは、最後にひとつ小さく可愛かわいいらしいため息をこぼすと、視し線せんを部屋の中に戻した。

　部屋の中、畳たたみの上には薄うすピンクのカーペットが敷かれ、障しよう子じ戸どだった窓には薄桃色のカーテンが引かれている。なんともピンク度が高い。

　それはレンの父親のせいだ。部屋の隅には、くまやライオンやゾウやいぬやねこやブタやひつじやうさぎやカエルや謎なぞの生命体など、ぬいぐるみが崩くずれそうになりながら重かさね置かれている。けれど、それはレンが欲しいといったモノではない。

　父親が会社帰りに勝手に買ってくるモノばかり。部屋の飾り付けもそうだが、男から見た女の子の部屋という感じになっている。

　しかし、まだレンは、部屋の模様替がえとかそういうモノがよく判らなかった。

　なにしろ彼女はまだ、幼稚園に通う園児。レンは、べつにぬいぐるみなんていらない。とか思っていた。

　もちろん理由がある。レンには、そう──

　と、レンの足もとに、いっぴきの猫が近付いてきた。

「ありがと。アポロ」

　飼い猫のアポロが口にくわえて持ってきたのは、レンのソックスだった。

　レンは柔らかい笑えみをうかべて、その白いソックスを受け取る。

　ぬいぐるみなどいらない理由は、アポロがいるからだ。

　カーペットに腰を下ろすと、丸みを帯おびた小さな足にソックスを通していった。

　両方の足にソックスをはき終わると、レンは立ち上がって、ベッドの上の鮮あざやかに青いスモックを頭からかぶり、肩から斜めに黄色いバッグをかけた。

　その間もずっとレンのすぐ傍かたわらにはアポロがいる。

　レンとアポロはいつもいっしょだ。

　幼稚園にレンが行っている間以外は、常にひとりと一匹は同じ空間にいる。

　家にいるとき、レンは今いる自室にこもってることが多い。彼女みずから、他ひ人ととコミュニケーションを取ることはなく、感情を見せることもない。

　例外は唯ゆい一いつ、アポロだけ。アポロといっしょにいるときだけ、彼女は笑え顔がおになる。

　アポロはドジで少々間の抜けたところがあるけれど、すごく賢かしこくて、レンのことを常に想っている猫だ。
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　レンは、幼稚園へ行く支し度たくをすべて、ひとりで（ちょっとだけアポロと）すませた。

　幼稚園の他ほかの園児たちの中にはまだ、自分ですべてを身に付けられない子も珍めずらしくないが、レンはこれをひとりでこなすことができる。

　彼女は「自分がしっかりとしないと」という思いが強い。

　周囲の環かん境きようがレンをそうさせていた。

　季節は夏。

　朝にもかかわらず温度は上昇をはじめて、少し動いただけでうっすらと首筋に汗の粒が出てきそうだった。

「よし、もうそろそろいこうか」

　レンが言うと、アポロがニャーと鳴いた。

　部屋を出て行くレンのあとに続いて、アポロも部屋を出よう……としたが、絨じゆう毯たんに落ちていた紙を踏んづけて、思わず滑すべってしまった。そして勢いあまってそのまま、部屋の端はしっこに今にも崩くずれそうに重かさね置かれていたぬいぐるみの山の中に突っ込んだ。

　ぼふっ、とぬいぐるみに埋もれたアポロは、どれがアポロでどれがぬいぐるみなのか、区別がつかなくなる。

　しかも、その衝しよう撃げきでパペットの中に、器用に、すっぽり入ってしまう。

　降りかかった災難と現在自分が置かれている状況をまったく把は握あくできないアポロは、バタバタとぬいぐるみの山の中で暴れ廻まわった。

　と、

「もう、アポロ…しょうがないなー」

　レンがぬいぐるみ群の中に手を入れる。

　小さな身体からだのレンの腕の中には、少しあまってしまうアポロは引きずられるようにぬいぐるみの中から救出された。

　ありがとうと言うように、アポロは、ニャーと小さく鳴いた。




　レンの通う幼稚園は、小学校に隣りん接せつしているため、近所の小学生たちと集団登校する。もうすぐ集合時間だ。

　レンの部屋から玄関へ行くには居間を通り抜けなくてはならない。花はな小こ金がね井い家は古い造りで、基本的に何ど処こへ行くにしても一度、居間を経けい由ゆする。

　レンとアポロが居間に入ると、丁度、父親のヒロムが、これから会社に出勤しようと小こ脇わきにカバンを抱え、ネクタイを締しめ直しているところだった。

　ヒロムは、レンの姿に頼りない笑えみを浮かべながら言った。

「レン、もう行くのかい？」

「………………」

　としかしレンは無視をするように、そのまま居間を進んでいく。

　頼りない笑みを浮かべながら、ヒロムは立ちつくす。ズレた眼鏡めがねが、彼の頼りなさっぷりを格段に割り増ししている。

　レンの代わりにアポロが、ニャーと鳴いた。

　それでヒロムは我に返り、言う。

「あ、お父さんもこれから出るところだから、いっしょに出よう」

　が、

「──いい」

　とたったそれだけ言って、一度もヒロムと目を合わせることなくレンは居間を出ていってしまった。

　アポロは、固まっているヒロムを振り返りながらも、レンのあとを追った。

　レンもアポロもいなくなりたったひとり、ヒロムは硬直した。

「はぁー。出た出た。快調快調」

　銅どう像ぞう化かしているヒロムの後ろから、そんな吞のん気きな声がした。

　声の主は、家長である祖父、カヲルだ。

　カヲルは、トイレ（大）から新聞片手に無事帰き還かんしたらしい。

　妙にすっきりした表情で、カヲルは居間の座卓の脇わきに腰を下ろした。

「いやー、ヒロム。今日は、長さがすごかったんだよ〜……って、なにをしてるんだ？　おまえは？」

　そういうあんたがなんの話をしてるんだ、とヒロムが突っ込むことは永久になく、依然として銅像化したまま。

　娘の一ひと言ことが、かなり効きいていた。




　レンは、父親に対して絶望感すら持っていた。

　頼りない父。

　猫背で、いつもうつむいていて、自信がなさそうに。

　もっと、しゃきっとすればいいのに。

　とは思うが、レンはそれを口にはしない。する気もない。

　べつに、どうだっていいんだ、あんなひと。

　だって、あのひとのせいで、お母さんは……。

　ダカラオカアサンハ。

　レンには母親が──いない。

　母親、ユリエはある日突然、いなくなってしまった。

　もう一年以上前の話だ。

　幼くてもレンにははっきりとした母親の記き憶おくがある。

　やさしかった。

　あったかかった。

　いい匂においがした。

　何ど処こか陽に干ほした布団のような感じに似てるかもしれない。

　いつもレンに微笑ほほえんでいてくれた。

　なのに、いない。

　いなくなってしまったんだ。

　もう一年以上前の話だ。

　以前、たった一度レンは、ヒロムに、

「おかあさんは、どこにいったの？」

　と訊きいたことがある。

　だけど、ヒロムは、何も答えずに、今も変わらないあの頼りない笑えみを浮かべ、困ったように頭をかいただけだった。

　それ以来、レンが母親のことを訊くことはなくなった。

　だから今、花はな小こ金がね井い家は、ヒロム、レンとアポロ、そして、祖父のカヲルだけ。

　まだ幼いレンにとって、母親がいないという事実は決して小さくない。

　ヒロムも祖父も子育てを一いつ生しよう懸けん命めいやっている。が、レンはやはり母親を必要としていた。

　それなのに、ヒロムはレンの気持ちをのすべてをくみ取ることができず、ごきげんとりのようにぬいぐるみなどを買ってきたりするばかり。

　そうじゃないのに。

　だから、レンに拒こばまれる。それで、ヒロムはいつものように頼りなく笑う。

　そんなの見たくない。

　見たくないから、目をそらす。

　見たくない。

　こころを失なくしそうになるんだもの。

　判ってもらおうなんて、思わない。

　どうせ、誰だれも判わからない。

　でも、いいの……アポロがいるから。

　アポロがいてくれるから。

「じゃあ、行ってくるね。アポロ」

　レンは、玄関でアポロに微笑むと集団登校の集合場所に向かった。父親や祖父にさえ見せない笑え顔がおで。

　彼女の小さな背中を、アポロが、ニャーと鳴いて見送った。




　　　　♪




　アポロは、レンを見送り居間に戻ってきた。

　と、まだヒロムが硬直していた。

　やれやれと、ヒロムの足あしもとに近付いて、アポロはポンポンと前脚でヒロムを叩たたいた。しかし、反応はない。レンの部屋にある自分の姿によく似たぬいぐるみのようだ。

「放っておけばいい、アポロ」

　座卓の前の祖父、カヲルが言った。

　はぁ〜、と大おお袈げ裟さに息を吐くとカヲルは頭を振って、新聞を広げた。

　しかしアポロは、会社に遅れてしまうと言うように、またヒロムの足を叩きはじめた。

　すると今度は、

「判った判った。アポロ、ちょっと離はなれていろ」

　言って、カヲルが仕方がないとばかりに、すくっと立ち上がった。

　そして、おもむろに手にしていた新聞を細く長くしっかりと丸め、棒状にすると、

「──いつまでも寝ぼけているんじゃない！」




　パコーン！




　思い切り、棒状の新聞でカヲルは、ヒロムの頭をぶん殴った。

　ビクッ、と身を震ふるわせるアポロ。

　しかし、さすがにその衝しよう撃げきでヒロムは、意い識しきを取り戻さざるを得なかったらしく。

　激はげしく眼鏡めがねがズレ、ブレた視界に戸と惑まどいながら、

「はうわっ！　……あ、あれ……？　ここは……何ど処こ？」

　すっとぼけたヒロムに今度は、若じやつ干かん弱めにカヲルが再び新聞アタックを見み舞まった。

「痛っ！　い、いきなり、何をするんですか、お義と父うさん!?」

「莫ぶあ迦かか、おまえは！　早く会社に行けっ！」

　唾つば気きまき散らすカヲルの激はげしい声。でもマイペースにボケているヒロムは、

「は、会社……？」

　安物で偽にせ物ものブランドの腕時計に目をやる。

「…………わ、こんな時間じゃないですか？」

「だから言っている。遅刻する気かっ」

「遅刻ですか？　急げばまだ間に合いますよー。あははは」

　言いながらヒロムは、頼りない笑えみを浮かべた。しかし彼からは急ぐ気け配はいはまったく感じられない。

「お義と父うさんは時間、大丈夫なんですか？」

「ど阿あ呆ほう！　今日は昼からだと言ってあっただろう！　いいから、早く行け！」

「あー、そうか。そうだった。それじゃあ、行ってきます」

　そう言うと、ズレた眼鏡めがねをかけ直しヒロムは、ようやく玄関へと向かった。

　義ぎ理りの息子のマイペースとボケっぷりにがっくりと肩を落とすカヲル。

「まったく、あいつはいつまで経たっても進歩しないなぁ……。今いま頃ごろ、ユリエのやつもきっと笑ってるよ。なぁ、アポロ」

　ヒロムは、そんな風にアポロに言うが、実のところ、アポロとレンの母、ユリエが一いつ緒しよにこの家で暮らしたことはない。

　アポロが花はな小こ金がね井い家にやってきたのは、ユリエがいなくなってからのことだ。

　生まれてすぐ、アポロは人間の手によって捨てられた。それから、アポロは野の良ら猫ねことして、人間世界の片隅で必死に生きていた。

　しかし、ある日、事故に遭あってしまう。

　車に轢ひかれ、数メートル。いや、十数メートルは宙を舞まっただろう。地面に叩たたき付けられ、身体からだ中から力が抜け、うずくまるしかなかった。

　それで即死しなかったのはまさに奇き蹟せきだった。

　アポロを轢いた車から出てきた若い男は、息も途と絶だえそうになっているアポロを見て、

「最悪──気色悪い」

　と呟つぶやいた。そして、そのまま車に戻ると、男は走り去ってしまった。

　何事もなかったかのように。

　そのときアポロはその男を憎むでもなく、ただ、死に逝ゆくだけの運命なんだろうと、朧おぼろ気げな意い識しきの中で顔も思い出せない自分の母のことを想った。

　彼にも母という猫ひとがいた。

　少しも覚えていないけれど。

　もしかして、兄弟もいたかもしれない。

　おっきいお兄さん。ちいさいお兄さん。かわいい弟に、妹。もしくは、綺き麗れいなお姉さん。

　でもそれを確かめることはできない。

　それに、自分はもう死んでしまうんだ。

　いっぴきの、名もない野良猫として、この道みち端ばたで朽くち果てていく。

　ただ、それだけ。

　それが、たかがいっぴきの、野良猫のすべて。

　アポロは、そんなことを感じていた。

　──しかし、誰だれかがアポロに走り寄ってきた。

　人間だ。

　そして、自分の衣服がアポロの血で染そまるのもかまわず、彼を抱き上げた。

　それは事故を目もく撃げきした人物──ヒロムだった。

　ヒロムは、アポロを助けようとタクシーに飛び乗り、動物病院へ急いだ。

　病院に着くまで、ヒロムは、

「生きろ。生きるんだ。頼む、生きてくれ」

　そう言い続けた。

　願い。

　それはとても小さな声で、でも確かな願い。

　その願いに導かれるように奇蹟的にアポロは一命を取りとめた。

　人間に、捨てられた。

　人間に、命を奪われそうになった。

　人間に、命を救われた。

　アポロが目を開けると、そこには小さな少女の瞳ひとみがあった。

　ただ、その瞳に光も力もなく、虚うつろで儚はかなげに思えた。

　なんだか、自分自身に似ているような気がした。

　幼い少女は手を伸ばす。

　アポロに触れた。

　少女は、やさしくアポロに触れた。

　ボクラハニテイルノカモシレナイ。

　事故のときの記き憶おくはない。でも、手術の傷跡が腹部に今も残っている。

　それから、名もない猫は、アポロという名前をもらった。




　そして、

　はじめて、家族ができた。

　はじめて、生きているんだと思った。




　はじめて、彼は誰かに必要とされているのかもしれない。




　そう、思った。




　　　　♪




　輪わの中。

　輪の外。

　それは、つぎはぎだらけの輪。

　それは、もろくて崩くずれやすい輪だ。

　けれど、誰だれもがそれを必要として必死に守ろうとする。

　それは、もろくて崩れやすい輪だ。




　レンは、独り、教室の隅でぼんやりと瞳ひとみに風景を映していた。

　保育士の弾ひく電子オルガンに合わせて、園児たちが歌を唄う。

　メロディのない無邪気な歌声。

　教室の真ん中でオルガンと保育士を囲む子供たちから遠く離はなれ、レンは、ポツンとひとりで立っていた。

　レンの通う幼稚園はそれなりに古く、子供たちがつけた傷がそこら中にある。

　それらを覆おおい隠かくしてしまいそうな勢いで、壁かべや窓の一部にまで、園児たちが描いた絵が所狭しと張られている。そしてその一枚一枚に、わざわざ保育士のコメントが添そえられていた。

　幼稚園の方向性として、そういう風ふうに細こまやかな気き配くばりというのを保護者にアピールしたいのかもしれない。

　作業としてはたいへんだったが、保育士たちが、子供たちにそんな部分を見せることはない。

　そうやって今日きようも、保育士は、園児たちを従えて歌を唄っている。

　大好きな子供たちといっしょに。

　それなのに、たくさん子供たちを想っているのに、彼女だけは、レンだけが歌を唄わない。

　レンは思っていた。

　何な故ぜ？

　どうして？

　歌なんか唄いたくもないのに、唄わなくちゃいけないの？

　園児たちと保育士が唄う様よう子すは、レンにはまるで遠くに見える風景のようだった。

　何かテレビでも見させられているようで、現実感がない。

　レンにとってすぐ近くの光景が〝こっち側〟ではなく〝あっち側〟にある気がした。

　彼女の現実は常に、アポロといる時間、空間、それだけが〝こっち側〟だ。

　しかし、他た人にんにとってみればすべてが現実であり当然として存在している。従うべきコトに従わないレンの行動の方が、ひどく理不尽に見えるのは──当然。

　入園から三ヶ月が過ぎても、いっこうに馴な染じまないレンに、保育士たちは苦労させられていた。それでも根気強く彼女の心を開こうとしている。

　けれど、彼女の心は閉じたまま、誰だれにも開かれることはなかった。

　オルガンを弾ひく保育士とは別の、子供たちと唄っていた保育士が、レンの傍そばに寄ってきた。

「レンちゃん、みんなといっしょに唄おうよ」

　まだ若い保育士の女性は言った。

「いい」

　としかしレンは今け朝さ、父親に言ったのと同じ科白せりふ、同じ口調で返した。

　困ったような表情になる女性だが、

「ほら、楽しいよ？　みんな、唄ってるんだよ？」

　何とかレンを他ほかの園児の中に入れようとする。

　レンはそれをずっと拒こばみ続ける。

「だから、いいっていってるじゃない」

　本当は、こんなところきたくはないんだ。

　アポロといっしょにいたいが、普ふ段だん、父親も祖父も仕事に出て家にはいない。そのため、レンは幼稚園にこなくてはならなかった。

　べつに、他の子たちに混じって遊ぶのが嫌いやなワケじゃない。べつに、歌を唄うのが恥はずかしいワケじゃない。嫌々きている場こ所こに、レンは何も見付けられないだけだ。

　ここにいる意味も、ここにある意味も。

　しかしそれが判らない保育士たちには、レンは手のかかる子供、と思われていた。

　──変わった子。仕方がない……母親がいないから。

　複雑な家庭環かん境きよう。

　その先せん入にゆう観かんや事実だけを取り出してしまっていた。

　彼女の行動言動、すべてがそれにつながってしまう。母親がいないということに。

　他ほかの子たちとは違う。

　本来、そんなことを思ってはダメなのだと判っているのだが、どうしてもそういう考えにつながる。

　彼女が悪いワケじゃない。家庭環境がそうさせるんだ。

　そんなレンのことでヒロムが幼稚園側から呼び出されることはめずらしくなかった。

　その度たび、ヒロムはペコペコと頭を下げる。

　何度も何度も頭を下げる。

　保育士たちが、あきれてしまうほどに。

「本当に、どうしたらいいんでしょうね」

　と言う保育士に対し、

「すみません。私が至らないばかりに」と。

　ただ、また頭を下げる。

　すみません、すみませんを繰くり返して。

　会社でも万年平社員の性さががそうさせるのか、もともとの気質か。

　けれど、ヒロムの本心とすれば、レンとの関係をよくする方法があれば、自分が教えてほしいと思っていた。

　子供に対しての専門家でもある人が判らないことを、半人前の自分がどうできるというのか。

　いや、本当なら、それは父親としては言っても、思ってもいけないんだろう。

　けれど、ヒロムは判わからなかった。一体、どうすればいいのか。

　できることといえば、頭を下げることくらいしかない。

　しかし、レンは父親のその仕し草ぐさが嫌いだった。

　頭を下げるヒロムを見ると情なさけなくなる。

　頼りない父がよりいっそう、頼りなく見えるからだ。

　電話で上司に怒られ、ペコペコ頭を下げる。

　街を歩いていて誰だれかに肩が触れると、頭を下げる。

　情けないくらいに、深々と何度も頭を下げる。

　ヒロムがレンに何かをしたり、言い聞かせることもなく。もう何度も保育士とのやりとりが行われているが、レンは何も変わらない。

　ヒロムは変われない。

　頼りない笑えみを浮かべるだけ。

「ねぇ、レンちゃん──」

　保育士の呼びかけにも、レンは反応をしなくなった。

　あさっての方を向いて、虚うつろな瞳ひとみでぼんやりと宙を見つめていた。

　ああ、早くうちに帰りたい。

　アポロは、いまごろなにをしているのかな……？




　そのころ、アポロはというと。

　茶色に金色の記号の柄がらが入った〝財サイ布フ〟を口にくわえていた。

　近所を散歩中にアポロは、目の前で化けし粧ようの厚いオバサンがいったん取り出した財布をバッグの中に戻したつもりが、あやまって地面に落とすのを見た。

　すいませーん。サイフを落とされましたよ。と言う意味で、ニャーと一度鳴いたが、もちろん人間には彼の言葉が通じるはずがない。たとえ、彼が人間の言葉を理解できるとしても。

　それで彼は慌あわてて、サイフを拾うと、オバサンの後ろ姿を追いかけて走り出した。

　オバサンの背中に追い付くと、そのままの勢いで正面に廻まわる。

　が、しかし、オバサンはアポロの存在には気付いたが、その口にくわえられた財布には気付かずに、「何？　この猫？　いきなり飛び出してきて、邪じや魔まねぇ」とでも言いたげに、顔をしかめて、アポロを避よけてしまった。

　あれ？　と首をかしげるアポロだが、もう一度、オバサンにアタッキングをかける。

　すると、オバサンは、

「ちょっと、やーね。何、この猫……」

　と言いかけて、ふと気付いた。アポロが持っていたのは、自分の財サイ布フだった。

「あら、どうして？　あ……もしかして、さっき……」

　ようやくオバサンは自分が財布を落としていたことに気が付いた。

　そして、オバサンはしゃがみ込んで、アポロから財布を受け取った。

「もしかして、落としたのを拾ってくれたの？　まあ、なんて賢かしこい猫かしら」

　そう言って、ついさっきまでのしかめ面とは一八〇度反対のにこやかすぎるくらいの笑え顔がおで、ぐしゃぐしゃとアポロの頭を撫なでた。

　されるがままのアポロは逃げることもなく、じっとオバサンの気がすむまで身体からだのあちらこちらを撫でさせた。

　それから、気のすんだらしく「ありがとうね、猫ちゃん」と去っていくオバサンの後ろ姿を見送った。

　と、今度はアポロの背中に声がかけられた。

『──よう、アポロ』




　　　　♪




　アポロは、にこやかに去っていく虎とら柄がらの猫の後ろ姿に言う。

『僕でいいのなら、またいつでもどうぞ』

　花はな小こ金がね井い家の庭先で、アポロは、近所の飼い猫の相そう談だんを受けていた。

　その虎柄の猫の相談とは、飼い主のことだった。

　最近どうも冷たくて、ろくにエサももらえないときがあるという。

　アポロはアポロなりに考えて、真心をもって接すればいいんじゃないか、と提案した。

　もしかするとその飼い主は今、虎柄の猫にかまうほど心に余裕がないのかもしれない。

　だから、それを支えるようにしてあげられればいいのでは、と。

　しかし最初、虎柄の彼は、アポロの話が理解できなかった。

　それもそう。元来、猫は勝手気まま自由暮らしという風なところがある。ペットといっても飼い主にしっぽ振って、ご機き嫌げんをうかがうというようなことはしない。

　理解できないのも無理はない。

　でもアポロは、そうじゃないのだと説明した。

　ご機嫌をうかがうとか、人間を敬うやまうとかではない。自分が支えになるのだ。ちょっとしたことでいい。ただ、人間の傍そばにいるだけでもいい。

　そのひとの心の何ど処こかにホッと一息付けるような瞬しゆん間かんをプレゼントできたらいい。

　そんな風に、アポロは話をした。

　しかし、普通の猫にとってそれは、わりと、あるいは十分、難なん題だいなのだけれども、アポロにはごく当然のこと。

　むしろ、人間の言葉も理解し得るアポロが、普通と違っているのだけれど。

　やはり、普通の猫というのは、特に飼い猫ともなれば、何処かお気楽で、自分主義というのは否いなめない。アポロとの違いもそこだ。

　その違いを埋めるように、アポロは懸けん命めいに話をした。

　自分のこと。自分の想い。それから虎柄の彼の想い、人間の想い。全部をアポロなりに考えて、相手のことを考えて。

　すると、最後には虎柄の彼は、完全な理解こそできなかったが、『なんとかやってみるよ』と彼なりの納なつ得とくをしたらしく、アポロのもとを訪ねてきたときの深刻な表情とはうってかわって、晴れやかに帰っていった。

　アポロのもとには、こうして飼い猫、野の良ら猫ねこ、種を問わずに彼を頼って訪ねてくることがわりにある。

　この辺あたりの猫の中では、二十年以上生きているという長老クラスの猫から比べると、アポロはまだまだ若くて幼い方で、何処かのグループに所属しているワケでもないが、何な故ぜかいろんな猫が集まってくる。

　どうやら前に一度、いっぴきの猫のグチや相そう談だんに付き合っていたところ、多少間の抜けた部分のあるアポロだが、それ以上に一いつ生しよう懸けん命めいで真しん摯しな態度やアドバイスが好感を得たようだった。

　それに、事故に遭あってから何故かアポロは、人間の言葉が判る。そのせいか、若いわりに物知りで博はく識しきな部分もある。自然と彼の評判は広まり近所でも一目置かれる存在になっていた。

　近所の住人の間でも、「花はな小こ金がね井いさんちのアポロちゃんは、いろんなことができるらしいわよ、奥さん」ともっぱらの評判だ。

　が、〝いろんなこと〟という抽ちゆう象しよう的な表現からも判る通り実際に、何がどう賢いのかを知る人は少ない。

　風に飛ばされ、高い木に引っかかってしまった子供の帽子を取ってくれたとか、おばあちゃんが落としてしまった大切なお守りを拾って持ってきてくれたとか、なんだかウワサっぽいウワサだが、なんとほぼ事実だったりする。

　ただ、そうすることが、人のために何かすることが当然だと思っているだけで。

　当たり前すぎて、アポロ本人は深く考えたこともなかった。




　しかし、アポロのその行動が、少しずつ日常を変えていくことになる。

　そして、日々を大きく揺ゆらすことに。




　　　　♪




　ヒロムは、会社帰り、近所の奥さんに呼び止められた。

「あら、花はな小こ金がね井いさんちのダンナさん」

「あ……どうも」

　ラッシュアワーの電車から解放され、ようやく我が町に降り立ったところだった。

　と言っても、町からヒロムの会社までそんなには離はなれてない。電車で三十分足らずだ。

　それでも満員電車と日々のデスクワークに加え、元々の体力不足のせいで、ヒロムの疲労は顔に色濃こく出ていた。が、

「そういえば？　花小金井さんのお勤つとめしてる会社。えーっと、確か……なんの会社でしたっけ？」

　小刻みに震ふるえまったく言うことを聞かなさそうな小型犬を連れた、パーマあてすぎの奥さんはヒロムの顔色など考こう慮りよせずに訊きいてくる。

　この奥さん（パーマネント）、ご近所と言っても、そんなに親しくしている間柄ではない。むしろ、花小金井家の近所付き合いは、カヲルを除いて縁えんがない。

「はあ……。えっと……デザイン関係の……会社ですけれど……一応……」

「あら、そうでしたの？　デザインのね、はいはい。それはべつにどうでもいいんだけど」

　どうでもいいんだ……。と、奥さんの勢いに押されっぱなしのヒロムは得意の頼りない笑えみを浮かべる。

「で。ダンナさんの会社……おー……オーイ？」

「オーエ企画です」

「そうそう、オーイエー企画さん」

　オーイエーじゃなくて、オーエなんですけど……。そんな陽気そうな名前じゃないです。とは言えず、ははは、とヒロムは頰ほおをかいた。

「オーイエーさん、今度の、えーっと、ほらっ、あの宇宙ロケットミサイルの計画に参加してるらしいじゃない」

　宇宙ロケットミサイル？

　と一いつ瞬しゆん、クエスチョンマークが頭の中を支配しそうになったが、ヒロムはすぐに思い当たった。ミサイルでも、ロケットでもない。

　ヒロムの会社は今、民間企業主導の国際宇宙ステーション計画に携たずさわっている。ゆくゆくは宇宙旅行の目的地にもなるというステーションの空間のデザインや宣伝などが主な担当。

　だが、それはヒロムの所属している部署ではない。第一、万年平社員のヒロムがそんな会社を挙あげた大プロジェクト参加メンバーに選せん出しゆつされるワケがなかった。

　その企画を担当するのは、会社でも超が付くエリートたちだ。

　しかしそんなことはこの奥さんの知るところではないし、〝どうでもいいこと〟だ。

　奥さんにとって、重要なのは、

「ほら、あれでしょ。ダンナさんの会社がやってるんでしょう？　──アレ」

　アレ？

　どれ？

「アタシ、すごい興きよう味みがあるのよー」

　なにがですか？

　どうやらパーマネント奥さんの中では、話が大筋で完結しているらしいが、ヒロムに判るはずがない。

　しかし一方的に話を進める奥さんは、反応の鈍にぶいヒロムに不満なのか、『本題』を切り出してきた。

「私のエルザちゃんをね、そのコンテストに応募しようかと思うのぉ」

　エルザ？

　誰だれ？

　ともう一言も発さなくなったヒロムの笑えみの裏側に、大仏パーマの奥さんが気付くことはなく、足もとでうるさく騒さわぎ廻まわる小型犬を抱き上げた。

　それで、ヒロムは、ああ、そういうことか。と納なつ得とくした。

　宇宙ステーション計画推すい進しんとして、ヒロムの勤つとめ先では、宇宙ペット企画『ユニバーサルペットコンテスト』通称、ユニコンなるプロモーションを展開している。

　それは（一種の宣伝イベントで）新型宇宙ステーションで人々と生活をともにする動物のモニターを一般から公募するというモノ。しかしただのイベントというワケでもない。

　過酷な宇宙空間における愛あい玩がん動物の癒いやし効果を調べるというちゃんとした名めい目もくがある。

　人間の生活には、やはりペットは欠かせなく、それは宇宙でも例外ではないというワケだ。

　どうやら、ユニコンはかなりの好評らしい。（たとえペットだけでも）宇宙へ行くことができると全国から応募が殺到し、海外からの応募も少なくない。

　ただのコンテストではなく、はじめて人間と、それも宇宙で一いつ緒しよに生活する愛玩動物が、我が家のペットかもしれないという付加価値は大きいようだ。

「でね。ダンナさんの会社なんだから、なんとかならないかしら？」

　この場合の『なんとか』は、自分のペットを選せん出しゆつさせろ、むしろ、できるよな、ご近所じゃねぇか、的な意味合いだろうということは、いくらなんでもヒロムにも察しが付いた。

　けれど、ヒロムにそんな権力があるワケない。何度も繰くり返すと、万年平社員のヒロムにやれることと言ったら、応募の資料を郵送せずに、企画を運営している部署に直接持っていくことくらいだ。

　このことから判わかる通り、ヒロムの会社での地位は彼自身も驚おどろくほど低い。

「あ、これ。あげるわよ」

　言って、必死に腕の中でもがく駄だ犬けんを気にもとめず奥さんは、買い物後らしきビニール袋をガサガサとまさぐり、中から芋いもようかんを握りつかむとヒロムに押し付けてきた。

　──ザ・賄わい賂ろ。

　芋ようかんで宇宙に行けるなら、この国では芋ようかんが異常に売れるに違いない。

　つまりは、芋ようかんでは宇宙に行けないワケで。

　でも、大仏顔の奥さんは、すっかりその気で。

「じゃあ、よろしく頼むわよ[image: ][image: ]」

　そんなこと言われても……。

　ヒロムの笑え顔がおは引きつっていた。

　ご機き嫌げんの奥さんは、去り際に、

「そうそう、アポロちゃんも応募してみたら、すごく賢かしこいんでしょう？」

　そんなことを言った。

　去っていく背中に、返す言葉はない。

　ヒロムは、渡された芋ようかんに目をやった。

「……あ……スーパー行かなきゃ……」

　大仏の件は置いておいて、とりあえず買い物にいくことにした。




　花はな小こ金がね井いヒロムは、一応デザイナーだ。一応。

　しかし会社での仕事と言えば、雑誌の小さな広告デザイン……の補佐だったり、ピンチヒッターだったり、レギュラー業ぎよう務むもなければ、大きな仕事が巡めぐってくることはまずない。

　大学は美術系の学科に進学し、庭園──特にこの国特有のデザイン等を勉強したが、今の仕事に活いかされることはない。むしろ、そのデザインを担当する部署にすらヒロムはいない。

　が、ヒロムは本意ではないけれど、今の仕事はそれなりにやりがいを感じていた。

　本屋さんの店頭広告や、八や百お屋やさんのチラシなどの制作でも、みんなヒロムの仕事に満足し、ありがとうと言ってくれる。自分にはできることがある。今できることを精せい一いつ杯ぱいやるだけ。

　ヒロムは、花小金井家に養子に入った。それは『庭師』であるカヲルの会社の跡を継つぐ意味でだった。

　もちろんそれが目的で大学でデザインを学んだワケでもないし、逆に庭師になるためにユリエとの結婚を決めたワケでもない。ユリエと知り合ったのは、大学生になってからのバイト先だったし、結婚に実家のことなど関係ない。純粋にユリエが好きだった。

　が、ユリエは長女で一人娘だった。ユリエは、「別に養子になる必要はないし、跡を継つぐ必要もない」と言ったが、ヒロムは、ケジメだと思って養子入りした。

　しかし、家長であるカヲルは、

「おまえに跡を継がせる気はない」

　ときっぱり言っている。

　自分の息子だから跡継ぎだ、とかそういう考えがあまり好きではないらしい。

　カヲルは、実力を第一に考えているが、本ほん音ねの部分ではヒロムのやりたいことを尊重していてくれている。

　確かに、今のヒロムの仕事は、その〝やりたいこと〟ではないかもしれないが、この前、八や百お屋やさんの紹介で、町の古い屋や敷しきの庭園のデザインをやらせてもらうことになった。正規に会社に依頼された仕事ではないので、報ほう酬しゆうは受け取らない。

　デザインの勉強をしていたと話したら、「じゃあ、やってみない？」という流れに流された展開での出来事だった。

　でも、うれしかった。

　本当にやりたいことができるということは、とても素す敵てきなことだ。

　庭の製作作業は、もちろんカヲルが担当する。

　これで少しはカヲルに恩返しができるかもしれない。




　妻のいなくなった家にいまだ、自分を置いてくれている義父に。

　ヒロムはワクワクしていた。

　あそこは、ああしようとか、ここはああだなーとか、いろんなアイディアが浮かんでくる。

　とかなんとか、考えながら歩いていたヒロムは、




　メリッ。




　と鈍にぶい音を立てて、電柱に結びつけてあった看板に激げき突とつした。

「……ううぅ」

　ズレた眼鏡めがねをかけ直し、見れば、ぶつかった看板も大きく曲がってしまっていた。

「……ああっ」

　慌あわてて看板の向きを修正するヒロム。

　だが、彼がよく注意深く見ていれば、それが無断で電柱にくくり付けられた看板で、放っておいても一向にかまわないモノだと判っていただろう。

　なんとも要領が悪い彼は、間も悪い。

「──ちょっと、キミ」

　とすぐ背はい後ごから声をかけられた。

「は、はい……」

　振り返れば、そこに立っていたのは制服を着たお巡まわりさん。

　何な故ぜ、自分が警けい察さつの人に呼び止められなければならないのか、ヒロムは皆目見当も付いていなかったが、しかし、たった今近くを通りかかった警察官からからすると──なにやら公共的によろしくない看板を電柱に取り付けている挙きよ動どう不ふ審しんな男一名を発見──だ。

「ちょっと、そこの交番まで一いつ緒しよにきてもらおうか」

「……え？」




　ヒロムが、警察から解放されたころには、さらにどっぷり陽が暮れていた。

　携けい帯たいの着信履り歴れきには、何度か家から（もちろんカヲルだろう）連絡が入っていたが、出られるような雰囲気ではなかった。警察に不審人物だと決め付けられてしまったからだ。

　暗い夜道を歩きながら、力なくたれた頭の中にぼんやりと娘の顔が浮かぶ。

　愛いとしい娘は、きっとおそらくとってもお腹なかをすかせて父の帰りを待っている……ワケないか。

　ヒロムは、なんでこうも自分は何もかもうまくいかないんだろうと思った。

　警官の誤解を解とくまでに苦労させられたとか、確かにそういうのもあるが、やはり、一番は──レンのことだった。

　母親のユリエがいなくなってから、レンはヒロムに心を開くことがなくなった。

　唯ゆい一いつの救いは、アポロといるときだけは、笑え顔がおでいてくれること。

　本当は自分にもあの笑顔を見せて欲しいが、どうすればいいのか判らない。

　幼稚園に呼び出されて、「どうしましょう？」と言われても教えてほしいのはこっちの方だ。

　あの手、この手なんていう策もヒロムにはない。

　そんな自分は父親として失格なんだろう。

　判っているけれど、どうしようもないんだ。

　何か、何でもいい。

　話がしたい。

　最近では、言葉を交かわすことも少なくなってきてしまった。

　レンの反応もない。

　少しずつでもいいから、交わす言葉を増やせないだろうか。

　きっかけはなんでもいい。

「何か……。……あ、そうだ──」

　ヒロムは、さっきの奥さんの言葉を思い出した。

「そうか……。でも……いや、言ってみよう。ダメだって……いいじゃないか」

　両手に抱えたビニール袋を揺ゆらし、ヒロムは歩くスピードを速めた。




　　　　♪




　ヒロムは夕食後、家族を居間に集め、レンやカヲル、そしてアポロにひとつの提案をした。

「──というのは、どうだろうか？」

　レンの反応が気になってじっと娘を見つめた。

　が、レンはいつもの調子で、表情ひとつ変えず、むしろ、最初からヒロムの話など聞いていないように、いやむしろ、ヒロムなど最初からその場にいないような、それはもう見事なまでの激げきムシだ。

　そんな高等テクニックを、まだ小学校にも上がってない娘が、最愛の娘が完全にマスターしていることがさらにショックを倍増させる。

「………………」

　へこたれそうになるヒロムだった。それでも、真っ白に燃えつきそうな気力を振り絞り、再度、提案を繰くり返した。

　提案とは、例の宇宙ステーションの企画公募に──アポロを応募してはどうだろうか、ということ。

　もうこれは、ヒロムにとって計画も何もない、ただ、レンとのコミュニケーションが取れるならなんでもいい。そんな思いでの提案だった。

　アポロには悪いが、レンとの共通の話題を作らんがため。ダメでもともと。

　ヒロムの考えを察したのか、そうでないのか、カヲルも、

「なんだか、おもしろそうじゃないか」

　とヒロムの案に賛成の様よう子す。

　それでヒロムはたたみかけんばかりに、

「だって、ほらね、アポロってわりと賢かしこいと思うんだよ。僕のいうことをよく聞いてくれるし、おとなしいし、トイレは決まった場所でするし、そうそう、それに、吠ほえないじゃないかっ」

　とむやみやたらにアポロを褒ほめ称たたえる。

　が、それを聞いていたカヲルは、アポロが、おとなしいのは性格で、トイレを決まった場所でするのは仕付けたら何ど処この猫もそうなんじゃないのか？　それに吠えないって、犬じゃあるまいし……。とかいう突っ込みをしたくてウズウズして、今け朝さの新聞紙をまた丸めたくなったが、ぐっとこらえた。

　そんなことには気付かずに、ヒロムはなおも突っ込みどころ満まん載さいのトークを続けた。

　しかし、肝かん心じんのレンは、

「…………………」

　足を崩くずし、膝ひざの上にアポロを乗せたまま反応がない。

　しかし、さっきまでのグレート無視とは違い、一応、話だけは聞いてくれたよう。

　ゴクリ、と生なま唾つばを飲むヒロム。

　うつむいた彼女の表情を読みとることはできない。

　ヒロムは、不安に心拍数を上げながらも彼女の返事を待った。

　が、待てど暮らせど、反応なし。

　ヒロムは、もはや米こめ粒つぶ大だいにまで減少した気力を、最後の気力を振り絞り、企画がどれだけすばらしいのかとか、きっと参加してみるだけでも楽しいんじゃないかとか、ひょっとすると宇宙に行けるかもしれないんだよ……アポロが、とかとにかくなんでもいいから、レンが反応してくれるようにと、言葉を投げかけた。

　傍かたわらのカヲルでさえ、こんなに喋しやべるヒロムを見たのはこのときが初めてだった。

　そのせいで、小さな声で「宇宙にいけるの……？」と呟つぶやいた声を拾えたのは、きっとアポロだけだっただろう。

　レンからの返事がなく、ダメか、とヒロムがあきらめかけたとき、

「──わかった」

　とレンがとても小さな声で言った。

　彼女は顔を上げる。でもヒロムには向きもせず、

「アポロを出してもいいよ」

　そう言った。

「ほ、ホントに？　いいのか、レン!?」

　自分の耳が疑わしいワケじゃないが、ヒロムはもう一度訊きいた。

「うん」

　レンはゆっくりとうなずいた。

「アポロは賢かしこいから、きっと宇宙に行けると思う」

「そうだね。そうだよっ！　わははっ、やった！　よーし、じゃあ明日、応募用紙をもらってくるよ！　がんばろうな、レン！」

　浮かれていた。

　だいたい、がんばるのは基本的にアポロだ。

　かなり舞まい上がっていた。

　いつもの頼りない笑えみでも、喜びが溢あふれていた。

　これでレンとコミュニケーションを取るチャンスができた。ほんの少しかもしれないけれど、これはきっとガガーリンやアームストロングよりも偉大な一歩を踏み出したに違いない。

　調子に乗って、ヒロムは悦えつに入いる。




　だが、ヒロムにはレンの真意を見抜くことはできなかった。

　それはレン自身にも判らないことだった。

　そのときのレンの気持ちはアポロを想うモノではなく、ただ単に、宇宙に向けての想いだけだったことを。




　　　　♪




　アポロは、ただ何か楽しそうなことに参加するんだとか思っているくらいで、このときまだ、これから起こることを軽くとらえていた。

　全国的なイベントにもまったく気負いなどなく、むしろ──

　何をするんだろう、いったい？

　あ、でも僕はダメ猫だから、どうせ何やってもダメかもしれないなー。

　血統書付きでもなければ、野の良らだった自分。しかも腹部には事故のときの大きな傷跡が残っている。

　そんな風に、考えていた。




　が、しかし、アポロは見事、企画の一次審査を突破した。

　応募総数、約二万。一次合格ペット数、五百。

　ものすごい倍率だったらしいが、一次は書類審査だけだった。

　で、ヒロムいわく、

「やっぱり、レンといっしょの写真を送ったのがよかったのかなぁ」

　とか。

　アポロよりもむしろ娘のかわいさが評価されたような口振り。

　実際、アポロもそう思っていた。

　が──

　アポロは、なんと二次審査も突破した。

　二次は、実技だった。

　いかに飼い主の言うことを聞くか。

　飼い主の号令があるまで、その場にじっとしていられるか。

　エサなどの誘ゆう惑わくに勝てるか。

　主にペットの性格や賢かしこさなどを審査したようだ。

　二次を通過した数は、五十。ほとんどが犬の中で、猫で通過したのは、アポロを含めて、たった二匹。

　犬は飼い主に忠実で、芸を仕込むこともそんなに難しくはない。比べて猫は、飼い主に忠実か？　と言ったらそうでもないし、芸を仕込むことも難しいのが一般。

　ところが、アポロはエサの誘ゆう惑わくにも負けることなく、レンの言葉通りに、犬でもじっとしているのが困難な騒そう音おんなどのテストでも落ち着いていた。

　ヒロムは、アポロはなかなか賢かしこい猫だとは思っていたが、これには驚おどろいた。

　自宅で、ボールを追いかけて家の柱に激げき突とつしたり、カヲルに水のかわりに騙だまされて焼しよう酎ちゆうを飲まされ酔いどれていた猫と同一とは思えない。

　しかし一方で、レンとヒロムのコミュニケーションは深まらず、あいかわらずヒロムはレンの冷たい態度に、頼りなく苦にが笑わらいするだけだった。

　ちなみに、大仏さんちのエルザちゃんは、見事、一次審査落らく選せん。

　大仏さんには、「おたくの会社のコンテストですモノねぇ。アポロちゃんはいいねぇ」と、嫌いやみを言われ、これにもヒロムは苦笑いするしかなかった。




　アポロは、レンが幼稚園に行っているので、近所を散歩していた。

　二次通過をしてしばらく後。夏の太陽光こう線せんはジリジリとアスファルトを焼くが、アポロは周囲よりもいくぶん温度の低い日ひ影かげの中をうまく利用して進む。

　花はな小こ金がね井い家には、レン、ヒロム、カヲルの使う玄関の下部にアポロ専用の小さな出入口がある。カヲルが作ってくれたモノだ。

　このおかげで、アポロは自由に家を出入りすることができていた。

『おっ、アポロ』

『こんにちわ』

　猫たちが多く集まる公園の傍そばを通りかかったとき、アポロは、以前相そう談だんに乗った虎とら柄がらの猫に逢あった。

『こないだは、ありがとな』

『いえ。それでどうでした？』

　アポロが訊きくと、虎柄の彼はにっこりと微笑ほほえんだ。

『おう、アポロに言われたことを考えてみたよ、自分なりにさ。で、ちょっと自分の欲を抑えようと思って、そんで、人間さんの傍でじっとしてたら、ぎゅっとしてくれてさ。いやー、なんかよく判らないけどうれしかったなー。それからエサもくれるようになった』

『そうですか、よかった』

　アポロも自分のことのようにうれしくなって、うんうんと頷うなずいた。

　傍にいること。

　ただそれだけで幸せなことがある。

　それをアポロは知っている。

『そういえば、なんか最近、人間たちがアポロのことを話しているようだけど、なんかやっちまったか？　力になれることがあれば、遠えん慮りよせずに言ってくれ』

　虎とら柄がらの猫が言った。

　ああ、とアポロはすぐに理解した。

　コンテストのことを言っているんだ。

　もうすぐ三次審査がある。

『あ、だいじょうぶです。悪いコトじゃありませんから。というより、名めい誉よあることらしいんです』

『そうなのか。そうかそうか。それならよかった。困ったことがあったらいつでも言ってくれよな、心の友よ』

　言って、彼はピンとしっぽを高く持ち上げた。

　去っていく虎柄を見送りながら、アポロはコンテストのことを思い出して、ため息をついた。

　アポロは自分では意い識しきしたこともないが、彼は、人を想う賢かしこい猫だ。

　けれど、今回のことはそれが彼を複ふく雑ざつな思いにさせていた。

　コンテストの審査が進むに連れて、彼は悩みはじめる。

　彼の一番は、レンとその家族。

　今、自分のコンテストのことで家族がひとつになっているけれど、やはり、心はすれ違ったままだと思う。

　アポロは、ずっとレンの傍そばにいようと決めていた。

　自分を救ってくれた家族たち。

　自分に何ど処こか似ていると思った幼い少女。

　ヒロムもカヲルもレンのことを強く想っている。なのに、レンとの心の距きよ離りは離はなれたまま。

　レンの喜ぶ顔が見たい。できるのなら、家族みんなで笑いあいたいし、そのために、レンが望むのなら、今すぐにでも宇宙へ行きたい。

　……でも、本当は……レンちゃんの傍そばにいたいんです。

　アポロは、彼女を守ることが家族を守ることだと思った。

　自分がきっかけじゃなくてもいい、いつか、家族の心が繫つながるように。

　それまで、彼女の傍にいる。

　なのに、アポロのその想いは、揺ゆれていた。

　万が一にでも、審査をすべて突破して、自分が宇宙へ行くことにでもなれば、レンを独りにしてしまうことになる。

　レンは、唯ゆい一いつ、自分にだけ心を開いてくれている。

　まだ、家族には……。

　レンを独りにはできない。

　けど……コンテストにアポロを参加させることを決めたのは、レン本人。

　レンちゃんは、僕が宇宙へ行くことを望んでいるの？

　アポロはひどい不安にかられた。




　想いが、想いを揺ゆらしていた。




　　　　♪




　レンは、小さな身体からだでひどく重い悩みを抱えていた。

　母親がいないこと。

　いなくなってしまったこと。

　それなのに、誰だれもそれについて触れもしない。

　父親は、へらへらと何事もないように日々を過ごしている。

　電話越しに、誰かに頭を下げる姿を見るだけで情なさけなくなってくる。

　ため息が出る。

　どうして、母親はいなくなってしまったのだろう。

　レンは思う。

　きっと、あんな頼りなくて、情けない父親に愛想をつかして出て行ってしまったんだろう。判ってる。判っている。

　だから、父親は何も言わない。……違う。言わないんじゃなくて、言えないんだ。

　ヒロムは、養子だ。そのくせユリエがいなくなったというのに、まだ花はな小こ金がね井い家にいて、あろうことか祖父、カヲルもそれを許している。

　レンは、そんな家族のすべてが理解できず、許すこともできなかった。

「おかあさん……」

　自室の窓から、空を眺める。

　母を想うとき、何な故ぜか空を思う。

　昼間の蟬せみの声は消え、陽が沈むと幾いく億おくの星が空を埋めつくす。

「ねぇ、アポロ。この星のどこかにおかあさんは、いるのかな？」

　アポロは、レンと同じように夜空に目を向けた。

　そうだね。こんなに星があるんだもん。

　きっと、何ど処こかにいるよ。

　アポロは、ニャーと鳴いた。




　アポロは、レンのベッドのすぐ傍そばで、レンが用意してくれたクッションで寝ていたが、話し声が聞こえたような気がして目を覚ました。

　深夜。レンはベッドで小さく寝息を立てている。

　寝床を離はなれ、アポロは物音を立てないように、と思ったが、寝ぼけていたせいで転んだ。

　転んで、ごろごろと転がり、レンがよくアポロの絵を描かいてくれるのに使う小さな机にぶつかった。

　ぶつかった衝しよう撃げきで、机の上に置かれていたクレヨンが、ゴロゴロと転がりはじめた。




　ひぃぃぃっ!!




　これ以上音を立てまいとアポロは必死に、身体からだと四本の脚としっぽやら使えるモノは全部使って、バラバラになって落下しようとしていたクレヨンを受け止めた。

　無理な体勢になったせいで、普ふ段だん使わない部分の筋肉が悲鳴を上げ、バランスを取っていた左後ろ脚がありえない方向に曲がった。




　ヒィィィィィィィィィィィィィッ!?




　悲鳴を上げそうになって、慌あわてて声を喉のどに押し戻す。

　人間でたとえるなら脂あぶら汗あせが滝のように出てきた状態で、ソロリと、アポロはレンの方を振り返る。しかし彼女はまだ眠りの中。

　どうやら今の騒そう動どうで起きなかったようだ。

　ふー、と胸をなで下ろす。

　このアポロが、何万というペットたちの中で宇宙へ行くという大役の選せん考こうに残っているということは、きっと家族が一番信じられないだろう。

　普段のアポロは、おっちょこちょい。

　不幸なことに、こんなところはヒロムにそっくりだった。




　アポロは、今度こそ静かに部屋を出た。

　居間の方から灯あかりが漏もれている。

　中を覗のぞくと、ヒロムとカヲルがいた。

　ふたりは、小さな声で何かを話していた。

　アポロは、耳をそばだてる。

「──レンに本当のことを話した方がいい」

　カヲルがいつになく真ま面じ目めな声で言う。

「はい……ですが……レンはまだ小さすぎる……」

　アポロの位置からはカヲルの表情は見えるが、ヒロムは背中しか見えない。

　気のせいかその丸まった背中がいつもより小さく見える。

　本当のこと、って？

　しかしアポロは、これ以上聞いてはいけないような気がした。

　静かにその場を離はなれる。

　本当のこと──

　見えないこと。

　見えないこたえ。

　知らないこと。

　知らないこたえ。

　幼い少女は小さな寝息を立てる。




　　　　♪




　レンは、朝目覚めると、ぼんやりと頭の中に浮かぶ映像があることに気付いた。

　映像をはっきりさせようと心の目をこらす。

　と、

「いたっ……」

　ズキン、と響ひびき鳴るような頭痛がした。

　周囲の風景が歪ひずんで、地鳴りがしているようだった。

　それは、想いが引き出した彼女の──記き憶おく。

　レンは実のところ、自分で自分がよく判らなくなっていた。

　強い想いが混乱を起こさせる。

　夢を見た。

　母親の夢だった。

　何も言わず、ユリエはただ微笑ほほえんでいるだけの夢だ。

　けど、顔だけがぼやけて見えない。

　すぐそこで、微笑んでいるはずなのに、表情だけが見えなかった。

　手を伸ばしても届かず、歩み寄ってもその距きよ離りが近くなることは決してなかった。

　頭の中の〝もや〟にレンは目をこらす。

　だが、途と端たん、激はげしい頭痛が彼女を襲おそってくる。

　レンは、痛みがゆっくりとだが薄うすれるのを感じ、ベッドから立ち上がった。

　完全には消えないが痛みが引くと同時に、頭の中にある映像もよけいぼんやりしてしまう。

　ふと足もとを見ると、アポロがまだ目を閉じ、眠りの中にあった。

　アポロを起こさないよう、レンはそっと部屋から出ようとしたが、

「…………っ」

　軽いめまいに襲おそわれ、バランスを崩くずしそうになった。

　とっさに机にもたれかかると、その反動で、気が付かない内に倒れていた筆入れの中身が、バタバタと床に落ちてしまった。

　その音に、アポロが目を覚ました。

「アポロ、ゴメン。まだ、寝てていいよ」

　とレンが言うが、アポロは寝床から起きあがり、レンの方に歩いてこようとする。

　けれど、完全に寝ぼけているようで、フラフラと足もとが危なっかしかった。

　ついには、もつれてゴロゴロと転んでしまう。

「わっ、アポロ」

　レンは、慌あわててアポロに駆かけ寄る。

　まだ少し痛みの残る頭をもたげて、アポロの様よう子すを覗のぞき込む。

　アポロは何が起こっているのか、自分がどうなっているのか、まったく把は握あくできていないようで、目を半分閉じたり開いたりしている。

「ほら、だからいいっていってるのに」

　レンは言って、アポロを抱き上げると寝床に戻してやった。

　すると、アポロはまた眠りの中に戻っていった。

　やさしく額ひたいを指先で撫なでてやると、ごろごろと気持ちよさそうに喉のどを鳴らした。

　その瞬しゆん間かんだけ、アポロといるときだけ、彼女はやさしくなれる。

　しかし、それも長くはなかった。

「──レン。起きてるのか？」

　廊下から襖ふすま一枚隔てて、ヒロムの声がした。

　その瞬間、レンの表情は硬くなった。

　頼りない声に、レンはにらみ見る。

「もう朝ご飯できたから……。は、早くしないと、さめるぞ……」

　ヒロムはそれだけ言うと、その場から去っていった。

　いろんな感情がレンの中で渦うず巻いていた。

　父親を嫌うこと、母親を想うこと、やさしさを欲すること、やさしくなろうとすること。

　感情同士が彼女の中でせめぎ合う。

　だが、幼いレンにはそれらの感情をセーブすることも、それ自体がなんなのかを把握することもできなかった。

　彼女は幼すぎる。

　他ほかの同じ年ねん齢れいの子供たちが、もてあます感情を身体からだいっぱいで表現するのに対し、レンは無む意い識しきに心の中に押し込め、何もなかったような顔をする。

　他ひ人とに甘えることも依存することもなく。

　──いや。レンはその術すべを知らないだけだ。

　甘えたいと思える母親はいない。父親にも祖父にも、甘えられない。自分でそうしてしまっている。そうしているうちに、甘え方が判わからなくなる。

　レンは幼い。

　幼いが、感情はある。

　他ひ人とと同じように、想い、感じ、悩み、考える。

　なのに、レンは、すべてを心の中に追いやった。それが無む意い識しきのうちであることで、彼女は自分自身でも気付かない爆ばく弾だんを抱えてしまった。

　小さな身体からだでは抱えきれないほどの、感情。

　やがて──感情は溢あふれ出る。

　アノヒトノセイデ、オカアサンガ。

　イナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタ、

　イナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタ、

　イナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタ、

　イナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタ、

　イナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタ、

　イナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタイナクナッタ、

　イナクナッテシマッタ。

　痛みが、増していく。

　それによって、負の感情もまた増してしまっていた。

　ナンデ。

　オカアサンハ。

　見えそうで見えなかったモノ。

　見えていたはずのモノ。

　記き憶おくの中。

　薄うすれた景色。

　囁ささやき。

　脳を揺ゆらす痛み。

　揺れた、揺れた、揺れた。




　朝食のとき、レンが黙だまっていても、ヒロムもカヲルも、いつものむっつりだろうと思っていた。いつものように彼女は喋しやべらなかったし、笑いもしなかった。

　感情が壊こわれてしまったかのように、いつものように。

　幼い、小さな身体で精せい一いつ杯ぱい強がっていた。

　それが判っているのに、二人は何もできない。流れに身をゆだねるしかなく、時間が解決してくれるのだろうと、なかば期待以上の希望があった。

　だが、その日、たった一日がすべてを変えた。




　　　　♪




　ヒロムは、いつものように朝、登校前のレンへ、性しよう懲こりもなく「一いつ緒しよに行こう」と話しかけた。そして、いつものように短く「いい」と彼女は──言わなかった。

　玄関で靴くつをはき終えたレンは、クルリとヒロムを振り返り、何も言わずじっと見つめた。

　ヒロムは、その視し線せんに身動きが取れなくなった。

　その瞳ひとみには、あまりにも温度がなかった。人形のような感情のない希き薄はくさ。

「あ……レン……。ど、どうか…した……？」

　彼女の視線に耐えきれず、ヒロムが訊きくが、レンからの返答はない。彼女はただこちらを見つめるだけだった。

「……れ、レン……あの……」

　ヒロムが言いかけたとき、微かすかにレンの唇くちびるが動いた。

「えっ？　なに？」

　聴きき取れず、ヒロムが訊く。

「………………っ」

　としかし、唇が動くだけで言葉は聞こえてこない。やがてレンは、クルリと玄関に向き直ると家を出て行ってしまった。

「……レン……？」

　様よう子すがおかしかった。

「レン……っ！」

　強くヒロムは叫ぶように言って、そして外へ駆かけ出た。




　玄関先から、十数メートル先の通りを歩くレンの姿があった。

　彼女のひどく小さな後ろ姿を、ふたりの小学生がじゃれ合って追い越していく。

　先へ行くと、朝方は多少の交通量のある通りだ。そこのすぐ手前が集団登校の集合場所になっていた。小学生、ふたりの男の子は、集合場所に着いてもまだじゃれ合っている。

　そして、片方の男の子が、もうひとりのランドセルをふざけて押した。ランドセルを押された男の子は、その弾はずみで車道に飛び出してしまう。

「危ない！」

　そうヒロムが声を上げるのとほぼ同時に、




　──キキィィィィッィイィィッッィィィイッ!!




　というけたたましい車のブレーキ音が鳴った。

　車道に飛び出してしまった男の子は、やってきた車に轢ひかれそうになるが、間かん一いつ髪ぱつブレーキが間に合った。

　男の子は、寸前で停止した車の前に、力なくへたり込んでしまった。それでも男の子は、何の怪け我がもないようで、すぐに自力で車道から通りへと戻ってきた。




　はぁー、心しん臓ぞうが止まるかと思った。見ていたヒロムがはらはらした。

　そんな風に安心した刹せつ那な、ヒロムは、何か危機を感じた。

　目の前を歩いていたはずのレンの姿がない。

「レン!?」

　ふと見れば、レンは通りの隅っこでうずくまっていた。

「レン、レン、レンっ！」

　ヒロムは慌あわてて、何度も彼女の名前を呼びながら、駆かけ寄った。

　すると、レンは耳を塞ふさいで、うわごとのように何かを呟つぶやき続けていた。

「イヤイヤイヤイヤ、オカアサン、オカアサン──」

　ヒロムは、ハッとなった。

　まさか……。

　ヒロムは、無む我が夢む中ちゆうでレンの小さな身体からだを揺ゆさぶった。そのとき、

「どうした!?」

　頭上からカヲルの声が鳴った。カヲルはブレーキ音を聞き、何事かと家から出てきたようだ。

「レンが！　レンが！」

　ヒロムに言われ、カヲルはレンに視し線せんを向ける。そこには精気のない様よう子すで、ただブツブツと言葉を呟く孫娘の姿があった。

「どうしたんだ！」

「今のブレーキ音……もしかすると──あのときのことを思い出してしまったのかも……っ!?お義と父うさん、いったい……どうしたら、ど、どうしたら!?」

「落ち着け、ヒロム！　とりあえず、家の中へ」

「は、はいっ！」

　ヒロムはできるだけ、自分を落ち着けようとしたが、うまくいかなかった。

　パニックを起こしそうだった。でも、今はレンのことが心配だ。ただそれだけで、なんとか気を持たせている。

　そんな中、アポロが目を覚ました。

　今度は、先ほどのような寝ぼけ眼まなこじゃない。ビクッと跳はね起きるような目覚めだった。

　嫌いやな予感がした。

　アポロは、部屋を飛び出した。




「レン！」

　オロオロするばかりのヒロムに代わって、カヲルが叫んだ。

　しかし、やはりレンは無反応で、ただひたすらうわごとのように呟つぶやき続ける。視し線せんが定まらず、前後左右へと忙せわしなく動くようになった。そして、身体からだが小刻みに震ふるえはじめた。

　レンの心の奥へと押し込まれていた感情が、小さな身体の中に収まりきらなくなっていた。

　感情が、溢あふれようとしている。

「おかあさん、おかあさん……」

　レンの声が徐々に大きくなる。

「レン……っ」

　ヒロムもカヲルも、レンに何が起こっているのか判らない。

「おかあさん！　おかあさん！」

　虚こ空くうを見る目は、幻まぼろしを見ていた。

　記き憶おくの中の母親に、現実のレンは手を伸ばす。

「レン！」

　さまよって宙に伸ばされた手をヒロムがつかんだ。

　その瞬しゆん間かん、

「おかあさん………………………………………………………………………………………ッ!?」

　脳のう裏りに激はげしいノイズが走り、記憶のフラッシュバックがはじまった。




　母親。手。指。繫つなぐ。温かさ。

　夕暮れ。茜あかね色。千ち切ぎれた雲。堕おちる陽。

　車。声。ブレーキのノイズ。音。




　レンの目の前で、母親は死んだ。




「──いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁあぁぁぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっぁああぁぁっぁぁぁっ!!」




　　　　♪




　ヒロムは、眠るレンの顔を不安げに見つめていた。

　ここは花はな小こ金がね井い家。ぬいぐるみやレンのために買ってきたモノの必要とされずにただ飾ってあるだけの部屋。そのベッドの上でレンは、薬が効きいているのか、落ち着いて眠っている。

　カヲルの古い知り合いだという医者に連絡を取ると、早朝にもかかわらず駆かけつけてくれた。

　その町医者は、詳しい検査をしてみないと判らない部分もあるが、おそらく『心因性』のモノ、過度のストレスが原因だろうということだった。

　ヒロムは会社を休んだ。

　けれど誰だれもそれを疎うとましく思う者も迷めい惑わくに思う者も会社にはいない。

　それは善意ではない。

　何でもなかった。

　ヒロムが会社でいてもいなくてもいい、と思われているからだ。

　重じゆう々じゆう承しよう知ちのことではあったが、ヒロムは今一度、自分の必要性というモノを再確認させられていた。

　果たして、自分は一体何なんだろうか。

　会社では、認められず。

　父親としても認められず。

「…………………違う。認められるはずないじゃないか……こんな父親……」

　ヒロムは、ベッドの上で眠る娘の額ひたいに手をやった。

　小さくて、ヒロムのそれほど大きくない手でも簡かん単たんに隠かくれてしまう。

　触れると、いつもはなめらかな髪の毛が、汗で濡ぬれて額に張り付いていた。

　タオルで額をぬぐう。

「……ハァ……」

　さすがにヒロムはショックを隠かくせなかった。

　娘に、こんな想いをさせていたなんて。

　ひとりで抱えて、倒れるくらいまで。

　どれだけ不安だったか、どれだけ心に重くのしかかっていたか、感じてやることもできなかった。何もできなかったんだ。

　レンの枕の傍そばには、アポロがいる。心配そうにさっきからひとときも彼女の傍を離はなれようとしない。

「なあ、アポロ……」

　ヒロムが呼びかけた。

　アポロは、最初に目だけを動かし、それから首を持ち上げヒロムを見た。

　その仕し草ぐさがアポロが怒っているようにも見えて、ヒロムは少し後ろめたい気持ちになった。

　本当はこのときのアポロは、「僕がついていたのに、すいません」とヒロムと同じような想いだった。しかし、言葉を話せない彼には、心の中を伝える術すべはない。

　ヒロムは、アポロに言う。

「何な故ぜ、気付いてやれなかったんだろう……」

　いや、気付く以前に自分自身のことしか考えてなかったんだ。

　仕事のことにしてもそう。

　どうやったらレンに自分が受け入れられるだろう。

　レンがどうやったら自分に笑ってくれるだろう。

　でもそれは結局、自分のため。

　自分が苦しいから。自分が苦しみから解放されたいそのために……。

　判っていたんだ。そんなこと。

　でもどうすればいいか……。

「もっと、早く……本当のことを言えばよかったんだろうか……。ユリエ……僕は……」

　──本当のこと。

　失ったモノの大きさ。

　ヒロムは怖かった。

　あたりまえだ。

　まだ幼いレンにそれを伝えると言うことが、どういうことか。

　理解すらできないかもしれない。

　もし、理解できたとしても、その大きさに小さな身体からだが耐えられるかどうか。

　すべてが予測すらできず、闇やみの中で、ヒロムはさまよい続けていた。

　しかし、レンは……。

「こんなことなら、自分の口から……。どうしたらいいんだろう。どうしたらよかったんだろう。こんなにレンが母親を必要としていたなんて……でも……でも……」

　アポロが、ニャーと鳴いた。

「仕方がないんだよ、アポロ。あいつは……ユリエは──死んでしまったのだから……もうここにはいないんだ。帰ってこないんだよ、二度と」

　ヒロムは、レンのベッドの脇わきに崩くずれるように膝ひざをついた。

　それはアポロに言うようで、自分のための言い訳わけだった。

「どうすればいいか、判わからなかった。レンがあいつの死を理解できるはずがない……。だから、言わなかった。言えなかった。言わない方がいいと思っていた……そうしたら、こんなことになってしまった……僕は……僕は……一体、どうしたら……」

　ヒロムは、大声で泣き叫びたい衝しよう動どうを必死にこらえ、立ち上がった。

「ダメだ……こんなんじゃ……。アポロ、ちょっとだけレンのこと見ててくれないか？　代かえのタオルを取ってくる……」

　言って、ヒロムは丸まった背中をよりいっそう丸め、部屋を出て行った。




　アポロの額ひたいに、すっ、と誰だれかの手が触れた。

　その小さな手は、レンのものだった。

　アポロは、驚おどろいた。

　眠っていたんじゃ？

　今、アポロは、ヒロムの口から事実を知らされて困こん惑わくしていた。

　レンの母親が死んでいたこと。

　アポロは、てっきり母親は生きているのだと思っていた。

　ワケがあって、家を出た母親と離はなればなれに暮らしているだけなんだ。

　そうだよね？

　そうなんだよね、レンちゃん。

　だって、言ってたじゃないか。お母さんの想い出を話してくれたとき。

　お母さんは、出て行ってしまったって──

「…………」

　薬よりも精神的なものからフラフラとしながらも、レンがゆっくりと身体からだを起こした。

　だいじょうぶ？　とアポロは鳴いた。

　でも、言葉が伝わることはない。

　いつもはつながっているはずの想いも、伝わらないし、伝わってこなかった。

　レンが何を想い何を考え何を感じているのか、判らない。

　言葉なんて伝わらなくても、繫つながっていると思っていたのに。

　なんで、どうして。

　アポロはもう一度、鳴いた。

　けれども、やはり、レンの耳には、「ニャー」というただの鳴き声にしか聞こえてなかった。

　レンは、アポロの問いかけには応えず、一方的に喋しやべりはじめた。

「わかってたの。ほんとはわかってたの。さいしょからぜんぶ、知ってた」

　どういうこと？

　しかし答えてはくれない。

「……………」

　代わりにレンはアポロを抱え、ベッドから出た。

　なに？　どうしたの？

　次の瞬しゆん間かん、アポロは、レンのその行動に強い衝しよう撃げきを受けた。

　アポロを、首くび輪わと机をひもで結んだ。

　レンちゃん!?

　それは散歩用の手た綱づなだった。しかし今まで、たったの一度も繫つながれたことなどなかった。

　まして、この場から動けないようにされるなんて、ありえないことだった。

　なのに、レンは今、こうしてアポロを机に繫ぎ、そして部屋を出て行こうとしていた。

　なんで！　なんで、どうしたの!?　レンちゃん！

　アポロの声は、彼女には届かなかった。

　レンはフラフラとしていたにも関わらず部屋を出て行ってしまった。

　なんで、こんなことをするの？

　いつもいっしょだったじゃない。

　僕とレンちゃん、いっしょにいたのに。

　なんで、こんなことするの？

　もう、僕が必要じゃないから？

　もう、僕はいらないの？

　いらないの？

　そんなの噓うそだよね？

　僕は……僕は……。

　それでも、僕は……っ！

　アポロは意を決し、ひもにかじりついた。

　レンちゃんの傍そばに行くんだ！

　しかしひもはとても頑がん丈じようにできていて、ちょっとやそっとではどうにもなりそうになかった。

　うーん。と考え、アポロは『！』とひらめく。

　そして、何を思ったか、ゴロゴロと床を転がりはじめた。

　転がって、その反動でひもを外そうというワケだ。

　が──

　……………………ブフッ！

　転がったら、ひもが絡からまった。

　喉のどに。

　呼吸できずに、アポロはパタパタと手足を動かす。

　はぅぅぅぅぅぅぅっ！

　暴れ廻まわる。と、偶然、ひもがゆるんだ。

　ここぞとばかりに、アポロは絡まったひもの中から抜けだした。

　ふぅぅぅぅっ、危なかった……。

　けど、こんなことしてる場合じゃない。追いかけないと。

　レンちゃん！




　　　　♪




　アポロは、家を飛び出した。




　レンの姿は、家にはなかった。

　ヒロムは縁えん側がわで放心していた。

　カヲルは居間で、うつむいてじっと何かを考えていた。

　レンの姿がないことに、誰だれも気付いてない。

　僕が、僕がレンちゃんを捜さがさないと。

　レンちゃん……一体何ど処こに？

　しかし、冷静に対処しようと思えば思うほど彼は、ひどく焦あせっていった。

　頭の中がこんがらがって、めまいを起こしそうになった。

　どうしよう、どうしよう。

　見付からないよ。

　何処に行ったんだろう？

　レンちゃん、どうしちゃったの？

　あのとき、ちゃんと、もっとレンちゃんのことを考えていればよかった。

　お父さんは気付いてあげられないって言ってた。僕もおんなじ。

　気付いてあげられなかったんだ……。

　なのに、僕は今、レンちゃんを捜し出してどうしようっていうんだろう。

　今、レンちゃんは僕を必要としていないのかもしれない。

　僕をひもにつないで、追いかけられないようにした。

　彼女は僕を必要としていない……。

　それでも──

　それでも、僕は……レンちゃんの傍そばにいたい。

　そして、彼は走った。

　路地に、通りの向こうに、人並みの中に彼女の姿を捜す。

　しかし、彼女はいない。

　彼は走った。

　レンは、いない。見付けられない。

　彼は走った。走った。体力の限界を超えても走った。

　どれだけ走ったのか。

　どれだけ時間が経たったのか。

　アポロがそれを知る術すべはなかったが、確実に体力が奪われ、代わりに疲労感が身体からだを包み込んでいた。

　レンを見付けられないことが、よりいっそう彼の身体を、心を重くする。

　そしてついに、その足は止まってしまった。

　どうすればいいんだろう。

　彼女は、いったい何ど処こへ。

　やっぱり、僕は何処にも行けない。

　彼女のことを放ってはおけないんだ。

　誰だれかに助けを求めよう！

　そうだ。そうだ。

　困ったときには、お巡まわりさんだ！

　丁度、そこに交番が！

　お巡りさーんっ！

　アポロは、助けを求め、希望を持って、交番に飛び込んだ。

　が、

「うおっ、なんだ。この猫!?」

　すみません！　お巡りさん！　レンちゃんが、レンちゃんが……ってあれぇ？

「首くび輪わしてるな。野の良らじゃないのか。今、忙いそがしいんだ。飼い主に遊んでもらえ」

　アポロは首をつかまれると、ヒョイと軽々と持ち上げられ、警けい官かんに交番の外へと連れ出されてしまった。

　ち、違うんです！　遊びたいんじゃないんです！

　再びアポロは、交番の中に戻る。

　お巡りさん！　レンちゃんが、って、あれぇぇっ？

「って、おい、だから、遊んでられないんだってば。いい加減にしろ」

　そして、やはりヒョイっと首をつかまれて、あっさりと交番の外へ。

「よし、これをやるから」

　言って、警官はアポロに『カニカマ』をくれた。

　な、なんで、ポケットからカニカマが!?

　じゃなくて！

　あー、でもおいしそうだなー。

　じゃなくて！

　やっぱり、ダメだ。誰も僕の言うことなんか聞いてくれない。

　そうだよ。レンちゃんにも伝わらなかったんだ……。

　他ほかの誰だれに僕の意志は伝わるだろうか。

　レンちゃんにも伝わらなかったのに。

　僕の声は、届かない。

　届かないんだ。

　でも、

　誰か……誰か……。

　脳のう裏りに、諦あきらめという言葉が浮かびそうになる。

　それをなんとか振り払おうと、アポロは空を見上げた。

　レンちゃんはよく空を見ていた。

　つらいときも、うれしいときも、空を見てた。

　アポロも同じように、今、そうした。

　そんなときだった。

　彼の目の前を白い影かげが通り過ぎた。

『え────っ！』

　彼は直感で、その白い影に声をかけていた。

『す、すいません！　助けてください！』

「え？　あたし？」

　真っ白い姿をした少女が、アポロの声に振り向いた。

　僕の言葉が通じる！

　いきなり声をかけたせいで、少女は少し驚おどろいたようだったが、

「どうしたの？」

　そう言ってアポロの傍そばに近付いてきてくれた。

　そのすぐ傍には、きょとんとした顔で彼のことを見る黒い猫がいた。

「なに？　こいつ」

　とか言う。

「こら、ダニエル。そんな風に言わないの」

　少女は、人間ではない。それは、感覚のようなモノで判った。

　そしてもうひとつ、このひとならという確信も存在していた。普通なら、ありえないことだろう。

　なにしろ、この白い少女は──

「おまえ、判ってるのか。モモは〝死神〟なんだぞ？　おまえが話しかけていい存在じゃないんだぞ。えぇ、コラァ……って、痛い！　モモ、痛い！　なんか判んないけど、二ミリぐらい皮ひ膚ふをつまむのやめて！　そして微妙に爪つめを立てるのをやめてぇ！」

　どうみてもアポロと同じ年ねん齢れいくらいか、それより下にしか見えない、偉ぶった口調の黒猫のダニエルは、白い少女──モモによって、その科白せりふを（圧倒的な技で）制止させられた。

「で、どうしたの、キミ？」

　真っ直ぐにアポロを見て、そしてモモは、微笑ほほえんだ。

　その笑えみは、ひどく幼いようで、とてもオトナびている。

　やさしげなその瞳ひとみや声は、不ふ思し議ぎとアポロのあれだけ騒さわいでいた心を落ち着かせた。

　アポロは、できるだけ短く、でもできるだけ詳しく今起こっていることを話しはじめた。

「──よし、判った。捜さがそう、その子を」

　モモが言った。

「あ、ありがとうござます！」

　アポロが、感かん謝しやを込めてペコリと深く頭を下げた。

　しかし、

「ちょ、ちょっとモモ！　人間に関わっちゃ……ふがふがふがひぐぬぐうぐががが……」

　びろーん、とモモがダニエルの頰ほおを左右に引っ張った。

　引っ張ったというか、どれだけ伸びるんだ？　というほど限界値を超えて引き伸ばしている。そうむしろ限界に挑戦して、世界記き録ろくの申しん請せいを考えているような伸ばしっぷりだ。

　またしてもダニエルは、主人の圧倒的力の前にその口を封ふうじられた。
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「それじゃ、行こっ」

「え、何ど処こへですか？」

　とアポロが訊きき返す間もほとんどなく、彼の身体からだはふわりと宙に浮かんだ。

　モモが、アポロを抱えて空へ舞まい上がっていた。

「こっちの方が見付けやすいでしょ？」




　　　　♪




　ヒロムは、重大なことに気付いた。

　放心状態が長く続いてしまったせいで、自分が代かえのタオルを取りに行ったきりだということを、縁えん側がわで完全に真っ白くなる寸前で思い出した。新しいタオルを手に、

「ごめん、アポロ。ちょっと遅く……て、だいぶ遅いか…あはは」

　などと、例の頼りない笑いを浮かべながら部屋に入ったヒロムは、次の瞬しゆん間かん、

「……はは……は…………は？　あれ？　いない？」

　部屋の様よう子すに気付いた。

　大事件勃ぼつ発ぱつだった。

「れ、れ、れ、れ、れ、れ、レ────ン!?」

　レンも、アポロもいない。

　最初は、目覚めてトイレかなんかに行ったのだろうと一いつ瞬しゆん、思ったが、レンが戻ってくる気け配はいはなく、いや、家の中にレンのいる気配自体がなかった。

「ど、ど、ど、どうしましょう!?　お義と父うさん！」

「バカタレが！　いいから、少し落ち着け！」

　動どう揺ようを絵に描かいたように身体からだ中を小刻みに振るわせるヒロムに、カヲルが一いつ喝かつした。

「そ、そうですよね。こういうときは……落ち着け……落ち……着……着けないですよ！　レンがいなくなったんですよ!?　れ、レ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン！　かむばぁぁつっく！」

　意味がなかった。

　言った傍そばから動揺再開。

　こりゃダメだと、カヲルは頭を抱えた。

　なんで娘はこんな男を選えらんだのだろうかと、本気で思ってしまった。

　今さらだが、ため息が出てしまいそうだ。

　けれど、ふたりが結婚を決めたとき、認めたのは自分だ。

　ヒロムは頼りなくて、おどおどしてるが、誠実に、一番に、親の自分よりもユリエのことを想い愛していた。それをカヲルは知っている。

　これでも一応、ヒロムのことは認めているつもりだ。

　庭園デザイナーとしての能力も。仕事ではその能力は評価される場も機会も与えてもらえていないらしいが、今は、ただタイミングが悪いだけだ。

　にもかかわらず、こと娘のこととなるとまるっきりダメ男、ダメ親おや父じ。

　まあ、孫のことに関しては、ひとのことを言えた義理ではないが……。

「しゃきっとしろ！」

　カヲルはさっきよりも大声で怒ど鳴なった。

「は、はい！」

　ヒロムは、なんとか平静を取り戻す。

「いいか、レンはまだ小さい子供だ。外に出たとしてもそう遠くにはいけない。まして、今のレンの状態だ」

「そ、そうですよね……」

「手分けして捜さがすぞ」

「はいっ」

「何ど処こか行きそうな場所に心当たりはないのか？」

「え……あ、ありません……すいません……。情なさけない話ですが、ほとんど一いつ緒しよに出かけたことがないので……。あ…お義と父うさんは？」

「俺おれもない。……とにかく、捜しに行くぞ」

「はいっ！」

　ふたりは、家を出て、二手に分かれた。




　アポロは空を飛んでいた。

　正確に言えば、死神少女、モモに抱えられて。

　上空から、目をこらし、地上のあちらこちらを隅々まで見る。

　が、重要なことに気が付いた。

　自分の視力でこんな上空からじゃ、何も見えないことに……。

　猫の視力は、人間で言うと〇・三程度。眼鏡めがねくんレベルだ。

　肝かん心じんなことにあとから気付くところは、不幸にもやっぱりヒロムに似ている。

　しかし、そんなことをアポロが自覚しているはずもない。

『あ……のぅ……』

「どうしたの？　見付けた？」

　モモが訊きく。

　あまりにも真っ直ぐ見つめられたので、アポロは、「い、言えない」と口をつぐんだ。

「ったく、もう……ホントはさ、そこはボクだけなんだぞ……ボク専用なのに……」

　モモの傍そばをコウモリのような羽根を広げたダニエルが飛んでいる。

　黄おう金ごん色いろの瞳ひとみでじとーっと、モモの腕の中に抱かれているアポロを隠かくしきれないジェラシーでなかば睨にらんでいる。そこ──とは、もちろん今アポロがいるモモの腕の中のことを言っているのだろう。

　けど、この緊きん急きゆう事態だけはレンタルさせてください。もちろん、なんでもします！

　そんな視し線せんをダニエルに返すと、ダニエルは渋々ながら、判わかったよぅ、というような表情になった。

　存在は違たがえど、さすがは同類。意志がガシガシ伝わるようだ。

「どうせ、おまえ、見えないんだろう？」

「そ、そうです。すみません」

　ダニエルの言葉に、アポロは素直に頷うなずいた。

「そうなの？」

　モモが訊きく。

「そうなんだよ。下界のやつらは、目が悪いんだよね。まあ、ボクら仕つかえ魔まはそんなことはないけどさ。なんたって、特にボクの場合は仕え魔の名家『アラーラ』の出──」

「じゃあもう少しだけ力を貸そうか？」

　ダニエルの科白せりふが終わらないうちにモモが被かぶさってきた。ダニエルは、お家いえ自じ慢まんをしそこなって、軽く固まる。

「ダニエル、お願い」

　しかも、モモはダニエルに振った。

「え…………？　あっ、ボク!?　うーん……ったく、しょうがないやつだなぁ。まあ、一応仲間だからね。今回だけだからね。ホントは──」

「はいはい、ダニーはエライエライ」

「うわー、モモ！　その呼び方やめてぇ！　そして、そんな投げやりな言い方しないで！」

「判ったから、ほら、早く早くっ」

　ほんとに判ってんのぉ〜、とかぶつくさ呟つぶやきながらもダニエルは、モモに抱えられているアポロに近付いてきた。

「ほら、手を出して」

　言って、ダニエルは自分も両前脚をアポロに向けて差し出した。

「わ、判りました」

　アポロもそれにならう。

　そして互いの肉にく球きゆう同士をくっつけるようにすると、

「わっ──」




　パァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ。




　とアポロの視界が開けていく。

　ダニエルの力を介して、視界全体が望ぼう遠えん鏡きようのようになった。

「これなら、きっと見付けられます！」

　アポロは、目を輝かがやかせる。

　と、同じようにチカチカと視界も揺ゆれた。

「おいっ、コラ。意い識しきを集中させるんだ。じゃないと、ボクまでチカチカしちゃうじゃないか！」

　どうやらアポロとダニエルの感覚がリンクしているらしく、アポロの影えい響きようがダニエルにまで出てしまうようだ。

「す、すいません」

　アポロは、言われた通り意識を集中させる。

　レンの存在を感じるために、全神経を視覚に集中させた。




　──違う。

　──ここじゃない。

　──何ど処こにいるの？

　──もう彼女を感じることはできないの？

　──彼女が僕を必要としてなくてもいいんだ。

　──僕はただ……。

　──あっ!?




「いた！　いました！」

　アポロは地上に、小さなレンが膝ひざを抱かかえ、さらに小さくなって座り込んでいるのを発見した。

「行こうっ」

　モモが言うと、地上に向けて一気に下降していった。




　　　　♪




　アポロは、レンを見付けた。

　そこは公園だった。

　花はな小こ金がね井い家から、少し離はなれたところにある市民公園で、わりと広い場所だ。

　レンは、公園の中心から外れた外周のような箇所、ベンチの上で顔を伏せて、丸くなって座っていた。

『レンちゃん！』

　地上にモモが降り立つなり、アポロは腕の中から飛び降りてレンの傍そばに駆かけ寄った。

　しかし、レンはピクリとも動かない。こちらを見ようともしない。

　まるで石にでもなったように。

　それに、アポロの声は、言葉は、レンの耳には、ニャーとしか聞こえない。

　しかも今のレンにはそれさえも届いていなかった。

『レンちゃん……僕が傍にいます』

　反応はない。

　──やっぱり、僕は必要ないんですか……。

　アポロはまたそんなことを思ってしまった。

　すると、

「どうして？　じゃあ、なんでその子を捜さがしたりしたの？　もう必要とされていないと思っているのに」

　モモの、独特な響ひびきの声がアポロの耳の奥にまで届いてくる。

『え……？　あ……はい……。でも……。でも、必要とされていなくても、必要とされなくても、今は彼女の傍にいたいんです。レンちゃんに、独ひとりじゃないって知って欲しいんです』

　アポロは、にこりと笑った。

　まるで、真っ白い少女の微笑ほほえみが伝う染つったかのようだった。

　僕じゃダメなんだろうか。でも僕でもできることがあるんだ。

『僕、おとうさんやおじいちゃんを呼んできます！　その間、レンちゃんの傍にいてあげてくれませんか！』

　そう言うとアポロは、モモの返答も聞かず、我が家に向かって走り出していた。

　その背中を眺めながら、ダニエルがポツリと漏もらす。

「やれやれ……傍にいたいって言った矢先に、もう離はなれちゃってるよ……まったく」

「あはは。まあでも、そういう意味の〝傍〟じゃないんじゃない？」

「そうか……うーん、なんとなく判わかる」

「でしょ？　だって、似てるもん」

「なにが？」

「アあポのロこが、ダニエルにっ」

「えぇぇぇっ！　ちょっと待ってよ！　ぜんぜん、似てないよぅ。ボク、あんなおっちょこちょいじゃないしっ」

「そう？　てゆうか、誰だれもおっちょこちょいなんて言ってないけどさ」

「……うっ……」




　アポロは、走る。

　再び、走り出した。

　これでどれくらい走ったのかな？

　アポロは、近所の地の利を活いかして、抜け道や近道を通り、ほどなくして家にたどり着いた。

　しかし、家の中には誰だれの姿もなかった。

　いつもは、カヲルやヒロムがいるはずの居間にアポロは立つ。

　そうか。ふたりともレンちゃんを捜しに行ったんだ、きっと。

　だったら、なおさらふたりに逢あわないと。

　ふと、ヒロムのことが頭をよぎる。

　アポロは、ヒロムの口からレンの母、ユリエがすでに死んでいるということを聞いた。

　ずっと伝えられず、ヒロムは辛かったんだろう。

　でもそれがあたりまえになってしまって、いつかレンのことを苦しめていたことを知った。

　それはなんていう皮肉なんだろうか。

　最初、レンのことを思ってきっと言わなかったのに、それが彼女を苦しめ、追い込むことになるなんて。

　アポロは、レンが過去にヒロムについて話していたことを思い出す。

「おとうさんがたよりないから、おかあさんはいなくなってしまった」

　つまり、レンは、

　──父親に愛想をつかして、母親が家を出てしまった。

　そう思っていた。そう思い込んでいた。

　レンにそう話を聞いていたアポロには、ヒロムが言った〝真実〟は驚きよう愕がくだった。

　もしかして、レンちゃんは思い出したんじゃ？

　それで……。

　アポロは、レンの奥にある感情をどうしてあげることもできなかった。

　あんなにいっしょにいたのに。ずっといっしょだったのに。

　傍そばにいるだけじゃ、ダメなの……？

　僕じゃ、どうすることもできない……。

　自分ひとりじゃ……。でも、僕はひとりじゃないんだ。

　今は家族がいる。

　そのときだ。

　玄関から声がした。

「──お義と父うさん、どうでした!?」

「──ダメだ……。見付からない……。」

　ふたりが帰ってきた！

　アポロは、玄関に向かって走った。

　これで、大丈夫だ！




　いや、ぜんぜん──大丈夫じゃなかった。




　おとうさん！　おじいちゃん！

「そうですか……何ど処こに行ったんだろう……」

「そんなに遠くへは行っていないはずなんだが……」

　おとうさん？　おじいちゃん？

「やはり、警けい察さつに……」

「その方が賢けん明めいかもしれないな……」

　おとうさん！

　おじいちゃん！

　……ハッ！

　しまった。




　──僕の言葉って、通じなかったんだった!!




　そんなあたりまえのこと、自分でも何度確認したんだというようなことを今さらながら気付くアポロ。もしくは、アホロ。

　ど、ど、どうしよう！

　ハァ──ッ！

　これなら、死神さんに頼んだ方がよかったんじゃ!?

　はぅぁっ。ぼ、ぼ、僕はなんてバカなんだっ！

　いやいやいやいや。アホだ。

　どうするの？　どうしたらいい？

　こうなったら──

「仕方ないですよね……でも、もう少ししたらひょっこり帰ってくるかも……」

「バカ。そんな吞のん気きに構えてて、もし誘ゆう拐かいなんてことになったら……」

「ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆ、ゆうか……ふぅ[image: ][image: ]」

「しっかりしろ！　まだそうと決まったワケじゃないだろう！」

「は、はい……。で、でも、レンは可愛かわいいから！　世間一般の園児の数倍。いやさ、百倍は可愛い子ですから！　ゆ、誘拐なんて日にち常じよう茶さ飯はん事し！　ひぃぃぃぃっ!!」

「うるさい！」

「ぶべらっ！」

　錯さく乱らんしたヒロムに、カヲルの鉄てつ拳けんが飛ぶ。

「誘ゆう拐かいが日にち常じよう茶さ飯はん事じなワケないだろ！　とにかく今は……って、おいなんだ？」

　ヒロムを落ち着かせようとするカヲルのズボンの裾すそをアポロは、咬かんで引っ張った。

　こっちです！　こっちにレンちゃんがいるんです！

　が、

「邪じや魔まだ、アポロ！」

　簡かん単たんに振り払われて、アポロは、畳たたみの上をローリングした。

「俺おれが言っているのは、そういうことも含めだな考えを……。だから、なんだ、アポロ……」

　再び、アポロはカヲルのズボンに食らいつく。

　こっちです、こっちなんです、むしろ！

　が、

「あっちに行ってろ！」

　激はげしく振り払われた。

　今度は、畳を縦たてロールした。

　め、目が、目がぁぁっ。廻まわる。

　仕方ない。おとうさん！

「そんな……まさか誘拐だな…………ん、アポロ？」

　おとうさん！

　おとうさんなんです！

　じゃなかった。

　おとうさん、こっちなんです！

「あ、アポロ。レンがね、いなくなっちゃったんだよ……」

　はい！　判わかってます。

　そして、居場所も判ってます！

　だから──

「だから、遊んでる場合じゃないんだよ」

　アポロは、やんわりとヒロムに抱き上げられると、豪ごう快かいに畳を横ロールさせられた。

　ぐはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、目がぁ、目がぁ！

「とにかく、連絡しよう。警けい察さつに……」

　カヲルが言った。

　数秒の沈ちん黙もく。うつむき考えたヒロムは、顔を上げることなく、

「はい」

　とうなずいた。

「ふぅ、俺おれが電話するから、おまえはとにかく心を落ち着けるんだ。いいか」

「……はい」

　カヲルの言葉に、ヒロムはもう一度うなずいた。

「よし……」

　カヲル自身にも動どう揺ようはあるだろうが、それを顔には出さず、自分自身に言い聞かせるように言うと部屋を出ていった。

「…………」

　ヒロムは、無言でカヲルとは違う方向から部屋を出て行く。

　目を廻まわしていたアポロは、まだおぼつかない足取りながら、彼のあとを追った。

　ヒロムは自室に入っていく。

　戸が少し開いた隙すき間まに身体からだを滑すべり込ませ、アポロも中へと入った。

　と、ヒロムが白い洋服ダンスのようなモノのノブに手をかけ、扉とびらを開こうとしているところだった。

　中には、写真が飾ってあった。

　たくさんの写真だ。

　それは──ユリエと家族の写真だった。




　　　　♪




　レンは、母親が家を出ていってしまったのだと思っていた。

　それは、レンや家族にとってもある種、無理のない流れだったからだ。

　夕方。視界の悪くなった道で、ユリエに手を引かれ横断歩道を渡っていたレン。

　信号無視で突っ込んできたトラック。

　ユリエはとっさにレンをかばって、繫つないでいたその手を離はなす。

　レンの目の前で、ユリエは猛もうスピードのトラックにはねられた。

　即死だった。

　かすり傷程度だったレンは、十メートル以上も飛ばされたユリエのもとへ駆かけ寄った。

　だが、ユリエは無む惨ざんな姿に──

　その衝しよう撃げきに耐えきれなかったレンは、無む意い識しきに記き憶おくを閉じた。

　母親が死ぬ前後の記憶を消去した。

　そうしなければ、きっとレンは精神に異常をきたしていただろうと、医者も言っていた。

　ユリエの死は、ヒロムやカヲルたち大人おとなでももちろん衝撃的なことだった。それを、母親の死を目の前で見てしまった幼いレンのことを思うと、ヒロムはどうしようもない気持ちでいっぱいになる。

　ヒロムは、レンが事故のことを、あの瞬しゆん間かんのことを覚えていないと知ったとき、レンにユリエのことを話すことができなかった。レンの精神もまだ不安定であり、幼いレンに〝死〟というものを理解できないだろうことが一番の理由だった。

　だから、ヒロムは言った。

「お母さんは、ちょっと遠いところに行ったんだよ。──そう、あんな星があるような遠いところだよ」

　レンの精神もだいぶ安定したころ、ヒロムは、事故に遭そう遇ぐうする。

　しかしヒロム〝が〟ではなく、いっぴきの猫が轢ひき逃げにあったのを目もく撃げきした。

　そのとき、ヒロムは、いてもたってもいられなくなった。

　無む我が夢む中ちゆうで猫を抱えるとタクシーに飛び乗る。

　妻は事故で死んでしまった。

　そして目の前で、また命がひとつ失われようとしている。

　ヒロムは、願った。

　どうか、どうか、生きてくれ。

　願いが届いたのか、その猫は一命を取りとめ、野の良らだったそいつは、花はな小こ金がね井い家に引き取られることになった。

　アポロという名前が付けられ、いまだ完全には精神の回復しない幼い女の子のために、新たな家族として迎えられた。

　アポロがレンの心の回復を速めた。すぐに通常の生活ができるほどになった。

　それから、母親のいなくなった家に戻ると、レンはいつしか記き憶おくを書き換かえてしまっていた。

　──母親は、家を出て行ってしまったんだと。

　自分に母親がいないことを自身に完全に納なつ得とくさせるためには、理由が必要だった。レンは、それをヒロムのせいにした。

　ヒロムの頼りない笑えみのせいにした。

　父親が頼りないから、母親が出ていった。そういうことだ。

　それに対して、ヒロムは、それでいい、と思ってしまった。

　レンがそう思い込んで、それでレンがいいのなら。普通に暮らしていけるのなら。

　でも違った。間違いだった。

　レンはすべてを心の中に抱え込んで、ひとりで耐えていただけなんだ。

　あんな風になるまで。

　そんな彼女の強さに自分は甘えていただけで。

　流されていただけで。

　どうすれば……いいんだ……。

　と、ヒロムの背はい後ごで、ニャーと鳴く声が聞こえた。

「……アポロ……」

　振り返ると、アポロがいた。

　アポロは、ヒロムへと歩み寄ってくる。

「なんて、ダメな父親だろうな……」

　言って、ヒロムは膝ひざを折ってしゃがみ込むとアポロを手で持ち上げた。

　ニャー、と鳴くアポロ。

　そんなことはないです、おとうさんは、僕を救ってくれた。

　僕をレンちゃんに逢あわせてくれた。

　ただ、レンちゃんにうまく接することができなかっただけなんだと思います。

　そう言うアポロの声は、やはりヒロムには届かなかった。

　今、カヲルが警けい察さつに連絡を入れている。

　きっと警察がレンを見付けてくれるだろう。

　……でも。本当にそれでいいんだろうか？

　今、レンを迎えにいくのは、家族、いや、ヒロムの仕事なんじゃないだろうか。

　そうするべきだと思う。

　おとうさん、レンちゃんのことを想ってあげてください。

　強く強く想ってください。

　レンちゃんは、います。

　あの──

「…………えっ？」

　ヒロムは、思わず抱き上げたアポロをまじまじと見てしまった。

「今、何かを言わなかったか……？」

　一いつ瞬しゆんだけだったが、アポロが何かを言ったような気がした。でもそんなことあるはずない。

　しかし、

「────っ!?」

　アポロと視し線せんを合わせたとき、アポロの考えが頭の中に流れ込んできたようだった。

「あ、アポロ……？」

　そして、あるキーワードと映像が同時に脳のう裏りに浮かんだ。

　記き憶おくが鮮あざやかに色を着ける。

「……そ、そうか……そうなんだな!?」

　ヒロムは、アポロに言う。

　今度は、ニャーとしか聞こえなかったが、

「よし！」

　ヒロムは、部屋を飛び出す。

　アポロもあとに続いた。

　居間を通り抜けるとき、カヲルが電話をかけて戻ってくるところだった。

「お、おい。ヒロム、何ど処こへ……？」

「判った気がするんです。レンがいる場所が──っ！」




　──リン。




　　　　♪




　レンは、母親のことを思い出していた。




　いつか、レンはユリエとふたりで縁えん側がわに座ってスイカを食べた。

　まんまるで大きく太ったスイカを食べた。

　レンが一番好きなモノ。

　──お父さんとおじいちゃんには内ない緒しよだよ。

　とユリエは微笑ほほえみながら、三角に切ったスイカをひとつ手渡してくれた。

　それから、ふたりで種を飛ばした。

　遠く、遠く、もっと、遠くへ。

　そんなことがうれしかった。

　あの日、ユリエが死んでしまうまでは。

　レンの頭の中で、いつも聞こえていたのは、

　──お母さんは、ちょっと遠いところに行ったんだよ。──そう、あんな星があるような遠いところだよ。

　というおだやかでやさしい声。

　ちょっぴり頼りなくてでも、あったかい声。

　ああ、そうか。

　この声は……おとうさんだ。

　おとうさんの声が、ずっと、包んでいてくれたんだ。

　本当は、ずっと聴こえていたんだった。

　レンが空を想うようになったのは、この声が無む意い識しきの中で鳴っていたからだ。

　だから、星や宇宙に対して、大きな希望や想いが働いた。

　だから、アポロを宇宙へと思ったんだろう。

　なのにアポロを、自分のために一いつ生しよう懸けん命めいがんばってくれたアポロをあんなところに繫つないできてしまった。一度もひもなんかで繫いだことなかったのに。

　ひどいことをした。

　独りになりたくて、独りがいいなんて。

　でも、独りがこんなにさみしい。

　独りきりでいることがこんなにつらいなんて。

　レンは、胸が張り裂けそうで、怖くて、泣いてしまいそうだった。

　と、

「──大丈夫だよ。独りじゃない。ほら……」

　大人おとなのような、でも子供のような不ふ思し議ぎな声が聞こえた。

　耳の奥で鳴るような声だった。

　レンは、膝ひざに埋めていた顔をゆっくりと上げた。




　　　　♪




　──レンは、公園にいる。




　ヒロムの中には、確信ではないが、直感的なモノとしてそれがあった。

　その公園は、最後にレンとユリエがいっしょに行った場所。

　ふたりで行ったその帰り道。ユリエは事故に遭あってしまった。

　やっぱりレンは思い出してしまったんだ。

　母親のことを。

　幼いレンに、あの小さな身体からだに、心に、どれだけの負担がかかったのか。

　ヒロムに推おし量はかる術すべはない。

　今は一刻も早くレンのもとへ。

　何なにができるワケじゃない。

　何か言ってあげられる言葉があるワケじゃない。

　そんな資格はないのかもしれないけれど。

　でも──父親なんだ。

　ヒロムは、走った。普ふ段だん走ることなんて、ほとんどない。あると言えば、会社に遅刻しそうになるときくらいだ。

　こんなに本当に必死に、全力で走るのはいつ以来だろう。小学五年のときの運動会以来かもしれない。自分は運動が苦にが手てだからとなかばふてくされて、あれ以来、本気の全力疾しつ走そうなんてなかったかもしれない。

　革かわ靴ぐつが走りにくくても、どれだけ口をだらしなく開いて、苦しくたって。眼鏡めがねがどんなにズレたって。ひどくかっこ悪くたって、走るんだ。

　走れ。

　走れ。

　走れ──

　ヒロムが公園に入ると、それまですぐ後ろを走っていたアポロが突然、前に出てきた。

「ハァハァハァハァ、ア…ポロっ？」

　呼びかけに一度振り返り、ニャーと鳴くとアポロは、再び前を向いて走りはじめた。

「判わかるのか、アポロ」

　今度は、アポロのあとをヒロムが追う。

　真っ直ぐにアポロは、その場所へと向かった。

「──レン！」

　そして、そこにレンが、いた。

　ベンチの上に小さくなって、膝ひざを抱えていた。

「レン！」

　もう一度、その名を叫んで、ヒロムはレンの傍そばまでまた全力疾しつ走そうした。途と中ちゆうで、足がもつれ、靴くつが脱ぬげそうになったり、それで転びそうになったりとか、とにかくかっこ悪かった。

　かっこが悪くたって、できるんだ。

　彼女を抱きしめることはできる。

　強く、けれど、やさしく抱きしめた。

「よかった……レン……ほんとによかった……」

　身体からだを突き破りそうなほど大きくふくらんだ不安が、一気に小さくしぼんでいく。

　と同時に、ある衝しよう動どうに駆かられた。

「──ごめんな、レン」

　それから、彼女の目を真っ直ぐに見た。

　自分の口から出ようとしている言葉にヒロムは一いつ瞬しゆん、息が詰まりそうになったが、深く息を吸い込んで、

「ユリエは、おまえのお母さんは事故に遭あって死んでしまったんだ」

　ビクッ、と身を震ふるわせ、レンの瞳ひとみが大きく開かれる。

「ごめん、レン」

　ヒロムはもう一度謝あやまった。

　それは、母親の死を隠かくし、レンに対して腫はれ物でも触るかのように接してしまったこと。

　彼女を守るための噓うそがいつか真実になり、真実は噓になり、やがて彼女を傷付けてしまった。

　こんな風になってしまう前に、何か方法があったはずだ。

「ごめん、レン。こんな風になるまでおまえの中にあったモノに気付いてやれなかった。これからはちゃんと一いつ緒しよになやんで、一緒に考えよう。まだ小さいとかそんなこと言って、何もやってこなかったけど。同じ──家族なんだもんな」

　息をすることも忘れ、ヒロムは一気に言葉を吐き出した。

　言葉を選ぶのではなく、ただ一いつ生しよう懸けん命めいに伝えたいだけ。

　言い終えて、ハァハァと息が絶え絶えになるヒロムを、レンの虚うつろな瞳ひとみが見ていた。

　感情が心を溶かすモノならば、レンの心も溶かしてほしい。

「……お母さんは、もう……帰ってこないの……？」

　小さな唇くちびるが震ふるえるように微かすかに動いた。

　レンの瞳は、何かを捜さがすように、すがるように、ヒロムを見ていた。

　幼いレンは、見付けられずにいた。

　母親を失ったことで、家族としての愛を、幸せを一緒に失なくしてしまっていた。

　それを悟さとったヒロムは、自分もレンと同じように何かを失っていたことに気付かされた。

　これ以上何かを失う前に。

　此こ処こにいるレンを絶対に失いはしない。

「お母さんは、レンのことを守った。一番愛いとしくて、一番大切に想っていたからこそ。うん。お父さんは、そんなお母さんを今でも愛しているし、お母さんが愛したレンのことを、愛しているんだ」

「……おとうさん……」

「これから、一緒に捜していこう。いろんなモノを一緒に捜していこう。おまえの幸せとかもいっぱい見付けよう。お父さんは、たくさんもらっているから。レンに幸せをたくさんもらっているから。両手に溢あふれて、抱えきれないくらい幸せをもらっているんだよ。だから、今度はお父さんが、レンにたくさんもらってほしいんだ」

　何ど処こかに落としてしまったモノ。失なくしてしまったモノ。

　見付からないなんて言わないで。

　絶対に見付けるから。

　君と一緒に見付けるから。

「お父さんがんばるから」

　最後にヒロムは言った。

　くじけながら、迷いながら、それでもくじけずに、迷わずに、これからを願う。

　先は、見えない。何をどうがんばればいいか、ヒロムはまだ判わかっていない。

　判っていないけど、そのときレンが見せてくれた表情が、彼に強くそう思わせた。

　レンの表情が、いつも見せていたすべてを拒こばむような表情ではない、何処にでもいるような幼い少女のそれに変わった。

　虚うつろだった瞳ひとみが、今ちゃんとヒロムを見つめていた。

　レンは手を伸ばして、ヒロムに抱き付いてきた。

　見付けたモノを失なくさないように。

　感情を無む理り矢や理りに抑えず、気持ちをぶつける。

「おとうさん……っ」

　大声で、しゃくり上げるように泣いた。

　それはまだおそらく彼女の感情の一部だろう。

　これから大雨のように足もとが見えないこともあるだろう。

　くじけるだろう。迷うだろう。

　でも、くじけずに、迷わずに、彼女を受け止めよう。

　雨あがりに架かかる虹にじのように。

　光を願う。




　ヒロムは、それを受け止める。

　その全部を受け止める。

　そう、誓ちかった。







　アポロは思った。

　よかった、と。

　けれど、同時に寂さびしい気持ちもあった。

　これで本当に僕は、必要なくなったんだ。

　レンちゃんとお父さんが仲直りしてくれた。

　僕はもう……必要ない。

　だって、僕はレンちゃんのおかあさんがいなくなった穴を埋めるための代わりだったんだから……。

「──そんなことないよ」

『エッ？』

　レンとヒロムを少し離はなれた場所から見つめていたアポロのすぐ傍かたわらには、いつの間にか、あの真っ白い少女、モモが立っていた。

「そんなことない。さあ──」

　そうモモが言うと、

「わっ!?」

　ふわりとアポロの身体からだだけが宙に浮かび上がった。

「あっ」

　と言う間に、アポロはレンとヒロムがいるベンチまで飛んできていた。

　クルリ、と一回転して、アポロは、レンのすぐ隣となり、ベンチの上に着地した。

「アポロっ！」

　レンがアポロに気付いて、いきなり、ぎゅぅぅっ、と抱きしめてきた。

　抱きしめてくれた。

　ああ、そうなんだ。

　僕は、必要とされていたいワケじゃなかったんだ。

　うん。

　僕は、レンちゃんが必要なんだ。

　おとうさんや、おじいちゃんが、家族が必要なんだ。




　　　　♪




　それから、宇宙ステーションへの最終選せん考こうがはじまった。




　……。

　………………。

　………………。

　いや…………。




　それが──




「いやぁ〜、それが、失なくなっちゃったみたいなんだよねぇ〜」

　あいかわらずの頼りない笑えみを浮かべながら、ヒロムがそんなことを言った。

「どういうこと？」

　レンが訊きく。

「それが、なんというか、オトナの事情ってゆうのかなぁ……」

「おとなのじじょう？」

　もちろん、レンにオトナの事情なるモノが理解できるワケはなく。

　なんでも話せばいいというワケではなく。

　まだ、ヒロムの立派な父親への道のりは遠い。

　で。そのオトナの事情の内うち訳わけはこうだ。

　宇宙ステーション計画は、国内中の、いや、世界中の注目を集めていた。

　が、集めたせいで、他ほかにもいろんな部分にいろんな人々が注目した。

　結果──

〝裏〟の事情までもが明るみに出てきてしまうことになった。

　というのは、宇宙ステーション計画には、いろんな企業が絡からんでいて、その一部の者による不正な金銭のやりとりが判明した。

　逮捕者が続出し、宇宙ステーションなどというよりも世間の目は、〝裏〟の方に向けられ、一大スキャンダルへと発展してしまった。

　しかも、そのスキャンダルには、なんとヒロムの会社の人間も多数含まれていたワケで。

　そのせいか、そのおかげか、会社の会長、社長、重役たちは役やく職しよくを失い、エリートと呼ばれ将来会社を担になっていくはずだった企画担当者たちはすべてクビになったり、第一いつ線せんから遥はるか遠くの部署へ転属されるなど、会社は大改革を迫られた。万年平社員だったヒロムまでが配属が変わった。なんと、元もと々もとの希望だったデザインの仕事に就つくことになったワケで。何かよく判らないが、結果、うまくまとまったワケで。

　でも、あいかわらず、上司には電話越しにでもペコペコし、頼りなく笑っている。

　そんな父の姿を見ても、レンは以前ほど腹を立てることをしなくなった。

　もう少し、ちゃんとしてほしいとは思うが、ヒロムは自分のことをちゃんと想っていてくれる。たくさん、たくさん想っていてくれる。

　それだけでいいと思えるんだ。

　そして、スキャンダルにより宇宙ステーション計画さえも暗あん礁しように乗り上げた今、もちろんコンテストなどが続行されるはずなかった。

　アポロは、今も花はな小こ金がね井い家にいる。

　たまに、近所の相そう談だんに乗ったりして頼られる一方で、家では、おっちょこちょいっぷりを発はつ揮きし、家族の笑え顔がおの源になっている。




　だから、傍そばにいる。




　彼女の傍に、家族の傍に。




　笑ってる。




　　　　♪




「必要とされることは、自分も相手を必要としてるんだよ、きっと。だから、アあポのロこにはレンちゃんが必要だったんだろうね」

　白い死神はそう言って、綺き麗れいに笑った。

「うーん。そうだねー」

　傍かたわらの黒猫は、器用に前脚を組む。

「あれ、ダニエル？」

「え、なに？」

「今日は、『また、人と関かかわっちゃたじゃないかー、うっわー』とか言わないんだね？」

「うっわー、とか言わないよ。それに……ボクらが関わったのは、人間じゃなくて、ボクの同族だよ、そういうことだよっ」

　自分を納なつ得とくさせたいのか、黒猫は、うんうん、と何度もうなずいた。

「そっか、そっか。ダニーも成長したねぇ〜」

　大おお仰ぎような口調で、モモは感心した。

「だから、ダニーって言わないでってば」

「よしよし、ほら、おいで」

「……何ど処こに」

「え？　だって、さっきあのこを抱いてるとき、ヤキモチ焼いてたみたいだから。思う存分、抱きしめてあげるぞ、ってゆうアレです」

「い、い、い、いいよっ！　なに言ってるんだよっ！」

「いいの？　ホントにいいの？」

「……いい」

「あ、今、ちょっと考えたじゃん」







　遠く、遠く。

　あの日、飛ばしたスイカの種。

　遠く、遠くへ。

　遥はるか遠く。

　いつか、星になった。

　小さな光。





I wanna be your Starlet - fin.
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　　　　♪




　此こ処こはヒカリ　掃はき溜だめの中。

　此処はあまり　きれいじゃないよ。

　つながっていたかっただけで

　死んでしまったあとの花。

　僕はそっと右手をかざす　ヒカリが眩まぶしい

　醜みにくい僕は、影かげにくるまって眠るんだ

　君は星のように、はかない声で鳴く。

　いつだって、昨日きのうの向こう側

　僕は死ぬように君を愛すだろう。

　君が死んでから僕を愛すように。

　生きることに永遠を　花を。

　生きることが永遠を　壊こわした。

　鮮あざやかに浮かんで　消えてくれ。

　醜い光が僕を射うつ

　綺き麗れいなころに、僕を殺して

　綺麗なままの　君が殺して。

　君の手がとても白くて

　僕の汚れた血をうつすんだ。

　それでも僕が生きるように　君が眠るように

　名前を付けた花が、今　咲いた。

　それでも僕が生きるように

　それでも僕が生きるように

　願ってた。

　それでも僕は生きるよ。

　ねぇ？




　　　　♪




　コレが現実だ。

　この中で生きているんだ。

　この中で息をしていくんだ。

　それを受け入れることが、生きることだった。

　それがすべてだ。




　──俺おれはただ死にたいだけなんだ。




　いつか彼は世界にココロを鬱うつされていた。







　音楽。口ずさむ。メロディ。再生。

　人、血、死。

　外は雪。降り積もる白。

　巨大なビル。喰くらう闇やみ。

　ＡＭ二時。

　一切の照明が落ちたビル内で、そいつは暗闇に姿を溶かしていた。

　まるで夕食の用意をしているときに無む意い識しきに出てくる鼻歌のように、そいつは唄を口ずさみながら、そして闇の中を進んでいく。

　そいつは、獲え物ものを視界に捕らえると、まるで獣けだもののようにじりじりと追いつめていく。そいつに狙ねらわれた獲物──男は、助けを求め裏返る声で叫ぶ。

　しかし、その声は、誰だれにも届くことはなかった。そいつらの計画通りにすべては進んでいた。

　そいつはメロディを奏かなでるのをやめた。そしてその唇くちびるが最後にひとつ、言葉を堕おとした。




「──バイバイ」




　赫あかい、血の色。

　うずまき、堕ちるセカイ。

　黒い赫。

　幻まぼろし、現うつつ、暗あんに、失うせる。

　赫い黒。

　隙すき間ま、目覚まし、失なくすセカイ。




　すべては日常の中に消えていく。

　それがすべてなんだ。

　誰だれにだってそうであるように。




　　　　♪




　そいつは、鼻歌にメロディを口ずさむ。

　流は行やりではないが、それでもなんとなく気に入っていて最近は、無む意い識しきのうちに口に出してしまうくらいの歌だった。その歌は英詩だが、そいつはちゃんとその意味を理解している。しかし、そいつにとっては、あまり重要ではない。

　ミディアムテンポのポップなメロディがただ心地ここちいい。それだけ。

　そいつはまだ、少年と言っていい。

　実じつ齢れいは十五歳さいほどだ。しかしそれよりももう少し幼く見える。小柄でひどく細い華きや奢しやな見た目のせいだろう。無造作に散らされ、一部分がカラーリングされた長めの髪。前髪が完全に目を覆おおっている。細身のジーンズに薄うす汚よごれたスニーカー。全身にシルバーアクセサリーをチャラチャラさせ、インナーにイマドキの有名なショップのシャツを着込んでいた。けれど、ダブついた青色のスカジャンのせいですべて台無しだ。

　背中に、デフォルメされた『死神』のイラストが刺し繡しゆうされていたからだ。

　そいつは特に自分のファッションセンスがどうだとかそういうことを気にしてはない。本人が唯ゆい一いつ、好んで着ている趣しゆ味みの悪いスカジャン以外は、すべて他ひ人とから与えられたモノだった。だからよけいに無関心になってもおかしくないのかもしれない。

　センスないスカジャンを着ているのはある種、そいつなりの自じ虐ぎやく的な皮肉がそこにはあった。

　さらにスカジャンは今現在そいつがいる場所にもあまり似合っているとは言い難かった。

　そこは洒落しやれたカフェだ。まだまだ子供に見え、なおかつチャラチャラした軽そうなそいつは完全に浮いてしまっている。しかし誰だれもそいつに興きよう味みを持たない。いやわざと気付かないフリをしていた。

　日常の中で、誰もが他人に無関心になる。ここにいるほとんどの人間もそうで、そいつの存在自体がまるで最初から無かったかのよう。しかしそいつはそんなことを端はなから理解していて、そしてむしろ、状況を楽しんでいる節ふしもある。

　誰もがすべてを見えているというワケじゃない。すべて見えると思っているだけで、すべてを見た気になっているだけで、実際のところ、目に見えるモノなど小指の先ほどの事柄しかない。しかもそれは決まって、他人にはどうだっていいことなんだ。

　そんなことを思うと、そいつは愉ゆ快かいになって軽く吹ふき出しそうになったが、口元をゆるめるだけにとどめた。

　感情なんて、ホントよけいなもんさ。

　そいつはテーブルの上のコーヒーカップに手を伸ばした。

　湯ゆ気げを立てるカフェオレをのぞき込むと、コーヒーの香かおりとミルクの匂においが同時に漂ただよってくる。コーヒーなんて苦にがい代しろ物ものはなかなか飲めたモノじゃないが、そいつはカフェオレなら飲むことができた。とくにこのカフェのモノはそいつのお気に入りだ。

　カップを口元に運んで、茶色の液体を口に含んだ。

　ほどよい熱さと甘さが舌の上を転がり、喉のどの奥に流れていく。

　やはりそいつはニヤリとしてしまう。

　……ったく、感情はよけいだって言ってんのに。

「──どうしたんですか？　やけに楽しそうですね」

　頭の上から声が降ってきた。

　そこにはいつの間にか、大学生風の眼鏡めがねの青年が立っていた。しかし突然現れた青年にそいつが驚おどろくことはなく、

「べつにぃ」

　とおどけて肩をすくませた。

「そうですか？」

　とか言いながら青年はそいつと同じテーブルの席に腰かけた。

　間もなくして店員がやってきた。青年は注文をすませると、そいつに向き直った。

「今日は、早いんですね──アリス」

　青年が言う。

「うっせーよ。俺おれの勝手だろ。早く来ようが遅く来ようが」

　そいつ──アリスはわざとおかしな顔をして、のけぞりながら頭のうしろで腕を組んだ。

　と──

「勝手でいいワケがないでしょ」

　今度は、アリスの真うしろから声がした。可愛かわいらしい舌っ足らずの幼い声に、アリスは振り向きもしない。

　声の主は、幼い少女だった。まだ小学校にあがって一、二年という感じだが、両手で抱えたクマのぬいぐるみに反して、その雰囲気はやけに落ち着いていた。

「本当にリュウは、アリスには甘いんだから」

　少女は言いながら椅い子すに座ろうとする。それを青年──リュウが軽く抱き上げるようにして手伝った。

　それを横目にアリスが言う。

「おまえが人のこと言えんのか、チー坊？」

「もちろんよ。それに……その呼び方やめてくれるかしら、って何度も言ってるわよね？　ほんとうにバカなんだから、アリスは」

　少女はやれやれと言わんばかりに、大おお袈げ裟さにため息をつく。

「なんでだよ。チセだからチー坊で間違いねぇだろ」

「そういう安易な発想がそもそも間違っているのよ」

　言って、アリスの反はん撃げきを少女──チセはあっさりとかわした。

「まあまあ、ふたりとも」

　アリスとチセの間にリュウがうまく割って入った。それでふたりは、というよりもアリスは、気を収めるしかなかった。

　こういうのは、いつものパターンだ。このままアリスとチセを放っておくと、最終的に口喧げん嘩かまで発展してしまう。しかも悲しいかなアリスは口喧嘩でチセに勝った試しがない。

　リュウが入ってきてくれなかったら、完全にノックアウトされてしまっていただろう。

　三人は、まったく釣り合いがとれていないようで、しかし微妙なバランスで成り立っていた。

　これでも三人は〝仕事〟のパートナーとして互いに信頼や敬意がある。別になれ合ってじゃれ合っているワケではない。

　ほどよいリラックスとほどよい緊きん張ちよう感が〝仕事〟をスムーズにさせている。

　なんてことない。ただ、日常の中にいるだけだ。

　誰だれだってそうであるように。どんなにもがいたとしても日常が変わることはない。

　誰だって判っていることだ。

　日常にリアルを求めること自体がすでに不自然だった。日常こそがすでに非日常で、感覚の麻ま痺ひった世界でリアルなど存在しない。現実感などずっと昔に失なくしてしまっているのだから。

　最初からそんなモノは存在していないかのように。




　最初からセカイは、もう、すべて失うせていた。




　　　　♪




　三人はカフェを出たあと、近くのファミレスに入った。

　カフェで落ち合い、ファミレスに行く。というのが、いつもの流れ。

　誰が決めたというワケではないが、カフェでチセが持ってきた〝仕事〟の話を聞いて、店を出ようというころになって、

「腹減った。なんか食いに行かねぇ？」

　とかアリスが言い出す。そんなことが何度か続いているうちに、このパターンになった。

　アリスの言うことに、別に従う必要はないし、賛同の必要もない。しかしリュウも、アリスと目を合わせれば文句しか言わないはずのチセも彼に付き合う。

〝仕事〟の打ち合わせは、カフェで終わっているので、ここでは食事のみ。

　いつものように窓まど際ぎわの席に腰かけ、いつものようにアリスが次から次へとオーダーする。ここで喋しやべるのはほとんどチセだけ。内容は習い事の話、小難しい本の話などなど。それにリュウが、うんうんとやさしげな笑え顔がおを浮かべながら耳を傾け、アリスはというとその間ずっと、三、四人分はある量の食事をひたすら口に運び、胃に流し込んでいる。

　一通り話が終わったころ、チセが、

「そんなに食べているのに、どうしてアリスは小さいままなんだろうね。これじゃ、食べ物たちがかわいそうに思えてくるもの」

　とかアリスの食欲と比例しない見た目に突っ込みを入れるのもいつもの流れだった。さらに、

「おまえに言われたくねぇよ」

　とアリスが返し、

「まあまあ、ふたりとも」

　とリュウが場を収めるのも一連の流れ。それは何ど処こか微笑ほほえましくもあり、知らない誰だれかが三人を見たなら、仲の良い兄弟に思えるだろう。ちょっとませた妹に、やんちゃな次男、二人を見守るやさしい長男などと。

　けれど、三人の関係はそんなに生なま易やさしいモノではない。

〝仕事〟上のパートナー。ただ、それだけだ。

　そして、その〝仕事〟故ゆえに、三人はこんな風に穏おだやかにしているときにでさえ、たえず周囲に注意を払い、ある種のアンテナを張り続けている。

　いわゆる『職しよく業ぎよう病』の類たぐいだろうが、三人にとってはそれが当然のことだった。

　ありふれた日常の一部だ。

　アリスは、自分がオーダーした分をあっさり食べ終え、チセのイチゴパフェに手を伸ばし、あっさり手を叩かれた。

「まったくもう……。あー、ほら、ほっぺに付いてる」

　そう言って、チセはテーブルに備え付けのナプキンを何枚か手にとって、アリスの頰ほおに付いた汚れをぬぐった。

　されるがままのアリス。おとなしくチセが頰を拭き終えるのを待った。

　これでは、どちらが歳とし上なのか判わからない。もっとも、アリスたち三人が所属している組そ織しきらしきモノにはそんな年功序列など存在していないのだけれど。

　ふと、アリスは窓の外に目を向ける。自分と同じ中高生くらいの数人の少年たちが、じゃれ合いながら通り過ぎていく。昼の深くない時間に、街のいたるところで学生を見かける。世間の中高生はこの時期、中間テスト期間の真っ最中なのだろう。

　アリスは学生ではない。学校など通ったこともない。それはリュウも同じだ。チセはフリで小学校に通ってはいるが、三人は、すでに大学レベルの教育を終え、それ以外の、特殊な知ち識しきも習得している。すべて〝仕事〟のためだ。どんな状況にも順応、対応できるように。

　それ以外は何にも変わらない。窓の外を歩く同じくらいの少年たちと。

　同じ日常に生きている。

　手足を縛しばられたようにしながら。

　見えない糸で操あやつられながら。

　与えられた唯ゆい一いつの環かん境きようの中で、生きる。

　それは多くの場合、与える側が親で、与えられる側が子供という構図が成り立つ。誰だれかが作った環境、その中で生きるしかない世界こそ日常だ。

　誰だって同じ。

　たとえば、今、ガラス一枚向こう側を歩いていた少年たち。その中のひとりが豊かな暮らしの家に育ち何の障害もなく何の苦労もなく暮らしているとして、たとえばまた別の少年のひとりが貧しい暮らしの家に育ちたくさんの障害の中で暮らしているとしても、その少年にとっては、それが日常だ。何の変わりもない日常だ。特別なことは何もない。

　それはアリスにとっても同じ。

　なのに、このガラス一枚隔てた向こう側がひどく遠くに見えてしまうのは何な故ぜだろうか。

「……しっかしさぁ……最近、〝仕事〟の間隔が短くねぇか？」

　たらふく食べそれなりに満足した表情のままで、アリスは何なに気げなく言った。

「いつもならここでは、〝仕事〟の話をしないのに。どうかしましたか？」

　リュウが首をかしげる。

「なんとなくだよ」







[image: ]







「そうね。わたしもこのところ忙いそがしくは思っていたけれど。アリスでも疲れたりするのね。いつも楽しそうにやっているから判わからなかったわ」

　チセはパフェを食べる手を止めて、スプーンを置いた。

「べつに楽しかねぇよ。〝仕事〟だからな」

「じゃあ、仕方なくやっているワケ？」

「そりゃ違うけど……つーか、よく判んねぇ。ただ、こんだけ〝仕事〟が連発すると俺おれらのこと過労死させる気なんじゃねーかって思うじゃん。なあ？」

　アリスがおどけながらリュウに訊きくと、

「そうでしょうね」

　と、あいかわらずのニコニコ顔で、あっさりとうなずいた。

　アリスは思わずチセと目を合わせた。

　滅多にリュウが冗じよう談だんなどいうことがない。ジョークなのかマジなのか判らなかったからだ。

　これには、チセも肩をすくめた。




　本当は、そんなことは最初から判っているんだ。

　誰だれだってそうであるように、日常からは抜け出せないこと。

　それなのに、自分が、普通には──死ねないこと。

　生きる場所も死ぬ場所も、生きる権利も死ぬ権利も、何もかも自分にはないことを。

　ただの人形だ。

　糸に繫つながれたあやつり人形。

　切れることのない、断ち切ることもできない。見えない糸。

　だったら、感情なんかない方がいい。

　その方が、生きるには楽だ。

　日常を生きるには、都つ合ごうがいい。

　どうして、俺には感情などあるのだろう。

　違う人間に生まれてきたら、少しはマシだったのだろうか。

　いや、きっと何も変わらないんだろう。

　だから、よけいに思うんだ。




　誰か俺を──




　殺してくれないか？




　　　　♪




　そいつは『死神』などと呼ばれていた。

　人を殺すことが、そいつの〝仕事〟だった。

　人殺しには、人殺しの日常がある。

　それは誰だれにでもある普遍性だった。

　何ど処こかの中学生が明日行われるテストの出題部分に山を張って、一夜漬づけで勉強をしているだろうその瞬しゆん間かんに、そいつは──また人を殺した。




　月明かりは雪を降らせる厚い雲に遮さえぎられる。

　それに合わせるようにそいつ等ら──みっつの影かげは動き出した。

　今回の〝仕事〟は、三人にとっては楽な部類に入る。

　何しろ今回の標的ターゲツトは、これから自分が殺されることなど考えてもいないのだから。

　もっとも自分が殺されるかもしれないと考えることの方が異常かもしれない。だが、身の危険を感じ警けい戒かいしている者を殺す方がそいつ等の〝仕事〟には多い。

　標的は吞のん気きに夜道をひとりで歩いていた。

　標的は、その男は製薬会社の研究室に所属している人物で、今行っている研究が完成し世に出ることになれば、商売上困る人間たちがいる。それも少なくない数の。

　その中には、自分たちの利益を優先するあまり他ひ人とのことを顧かえりみない連中がいて、そういう輩やからが〝仕事〟を依頼してくる。

　今回の標的である男は、天才的な技術とアイディアとセンスなどのすべてを持っていたが、もちろんそれを『良し』とするばかりがこの世界ではない。むしろ、疎うとましく、目め障ざわりに思う方が多いだろう。しかしそこに善悪など存在しない。

　単に、経済的、立場的、それらの観かん点てんから害を及ぼされるのを危惧してのこと。

　だから、〝仕事〟があり、〝死神〟と呼ばれるような奴やつが必要なのかもしれない。

　そして、男は──死神のターゲットとなった。

　そいつ等が動く。

　今日の実じつ験けん結果に満足だったのだろうか、男はほろ酔い加減のフラフラとした足取りで、街がい灯とうのある通りから、自宅への近道のため狭い路地に入った。足もとの悪い視界のない路地をなれた感覚だけで男は進んでいく。

　しかし──




　ドカッ。




　と、何かにぶつかった。

　それで男は、千ち鳥どり足で一歩二歩と後退させられた。

　ぶつかったのが人だということに気付くにはそう時間はかからなかった。だが、

「なんだぁ、この……っ……ん？」

　と言いかけたところで、男の膝ひざは、ガクンと折れ、地面に崩くずれ落ちた。一いつ瞬しゆん視界がブレて、そして、そのまま無防備に男の身体からだは地面に倒れこもうとした。

　そのとき、暗くら闇やみの中から手が伸びてきた。

　どうでもいいモノを扱うかのように、手は男の髪をひっつかみ、強引に持ち上げる。

　男の顔は鬱うつ血けつしたように紫むらさきに染そまり、舌がだらしなく口からはみ出している。

　首がねじ曲げられたように〝見えない力〟で一回転させられていた。

　一いつ瞬しゆんにして、男は絶命した。

「はい、終了……っと」

　ぼそぼそと手が、いや、そいつがささやく。

　と、闇やみの中からそいつに向かって、

「まだ終わってないでしょ。すぐに片付けないと」

　舌っ足らずの幼い声がかけられた。

　すぐに淡いピンクの上品な洋服を着た幼い少女が現れた。

　くまのぬいぐるみを両手でしっかり抱えながら、少女はそいつに近付く。

「でも、本当にアリスは、〝仕事〟だけは正確で早いのね」

「だけとか言うな。それじゃ、他ほかが全部ダメみたいじゃねーか」

　そいつが言う。

「あら？　そうじゃなかったかしら？」

　としかし少女はとぼけたように首をかしげた。

　すると、今度は、

「まあまあ、ふたりとも」

　眼鏡めがねをかけた青年がそこに姿を現した。

「リュウ、後片づけをして早く帰りましょう。わたし、もう眠くて」

　少女はあくびを我が慢まんして片手を口に当てた。

「ったく、今回は何もしてねぇクセによ。さすがはお子さまだな……」

　少女に対してそいつはぼそりと呟つぶやいた。

「アリス、聞こえているわよ」

　少女が、ジロリとそいつを見上げる。

「私がその気になったら、アリスなんか瞬まばたきしてる間にこの世からバイバイさせてあげられるんだからね」

　自じ慢まんするようにさらり少女は言った。

「へいへい。そりゃけっこうなことで」

　まともに返すつもりのないそいつの口振りに少女は再び口を開こうとしたが、

「ほら、ふたりとも後始末をはじめますから、早くしないといくらなんでもねぇ？」

　青年がふたりのやりとりに割って入った。

「では、はじめますよ」

　言って青年は、男の死体に片手で触れた。

　──それはすぐにはじまった。

　すぐに死体の表面が乾燥しはじめた。

　みるみるうちに死体はミイラ化していく。そして、それが灰になるまで、時間はかからなかった。証しよう拠こを失なくすために、すべてを青年は灰に変えてしまった。

　三人は一組のチームとして〝仕事〟を行う。殺しの実行は主に、そいつと少女の担当で、青年が担当するのは後処理が多い。

　青年の処理作業が終了する数十秒足らずの間、いつものようにそいつは何をするでもなくぼんやり宙を眺めていた。

　死体が灰になる様よう子すに何の感動もない。

　なれたことだし、なんてことない日常のひとコマだ。

〝仕事〟の出来、不出来は数字で判断される。そのため、仕事の効率を上げるための日々の努力は欠かせない。

　少女が習い事をしているのもその努力のひとつ。ただの見せかけ。普通の少女らしくというだけ。普ふ段だん、リュウは普通の大学生のようなフリをしているし、アリスは何ど処こにでもいるようなそこら辺のプータローのフリをしている。

　それは、仕事を少しでもやりやすくするためだけの、ただのフェイク。

　本番で、点数が悪くては何の意味もない。常に目指すのは、百点満点中の百点か、それに近い数字だ。

　もうすぐ完全に処理が終わる。

　風が吹ふいて灰を飛ばし去ってしまうだろう。

　短い時間だし、誰だれにも気付かれずに終了する。

　ミスはない。確認の作業も怠おこたっていない。

　すべてはうまくいった。

　こうしてずっと高得点を取っていけばいい。

　ときには強引に殺し、ときには事故に見せかけて殺し、ときには消し去る。何もかもを。

　また、人を殺す。

　また、いい点を取って。

　また、人を殺して。

　また、いい点を取る。

　それでいい。

　それだけがすべてなんだ。




　しかし、そんなそいつの考えは、簡かん単たんに覆くつがえされてしまうことになる。




　その日、「死神」と呼ばれる少年は、本当の〝死神〟に出で逢あった。




　出逢ってしまった。




　　　　♪




　最初、闇やみが動いたのかと思えた。

　リュウが処理をしている死体の灰が風に舞まうその向こう側に見た。

　ところが、その闇は人ひと型がたをしていて、全身を真っ黒いマントで覆おおっていた。おまけに首もとには赫あかいスカーフが巻かれてある。足もとには、灰色の猫がいっぴき控ひかえるように座っていた。

　その人型の闇は赤い色の瞳ひとみで、アリスのことをニヤリと笑いながら見ていた。

　──マズイ。見られた。

　アリスは、人型の闇に飛びかかろうとした。

　瞬しゆん時じに、状況を把握し判断する。それも人殺しとしての能力。しかし、奇妙なことにリュウもチセも気付いていなかった。何かが変だった。

　雰囲気が人間のモノじゃない。まさに、人の形をした闇そのモノ。

　こいつ、何者だ？

　すると、その闇はアリスの頭の中をのぞき込んだかのように言った。

「ほぅ……オレが見えるか……」

　人の型をした闇はひとりごちるように言うと、今度はアリスに向かって、はっきりと言った。

「そんなに死神がめずらしいか？　人殺しのクセに。まあ──貴様等にはある意味感かん謝しやをしているよ。オレの仕事を増やしてくれるからな」

　あざけるように笑う。

　アリスは、その闇の言っていることが何を意味するのか、直感的に悟さとっていた。

　自分と同じ呼び名を持つ存在。いや、その闇は本物の、

　──死神だ。

　死神は、楽しそうにしながら、手に持ったひどく巨大なカマを頭上高く掲げた。ずいぶんと使い込まれているらしくびっしりと打だ痕こんや傷が刻まれていた。

　そして死神はそれを振るった。

　微かすかな光の閃せん光こうが、アリスの真横をかすめていく。

　思いがけず、アリスは振り返った。すると、すぐ背はい後ごの空間が切り裂かれたようになり、その中に、何か淡い光のようなモノが吸い込まれていくのが見えた。

　それはひどく儚はかない光だった。

　それはアリスが殺した男の〝魂〟だった。

　死神の声が、すぐ傍そばで、むしろ耳の奥の方で聞こえた。

「本当なら、オレが最初から最後まですべてやりたいところだがな。もちろん貴様も含めてだ。まあ、殺しはしないさ。生きて、せいぜいオレを楽しませてくれよ」

「────ッ!?」

　もう、そこに死神の姿はなかった。

「どうかしたの？　アリス？」

　見れば、チセが不ふ可か思し議ぎな表情でこちらに向いていた。

　それはリュウも同じだった。

　アリスに何が起こったのか判わかっていない。

　見えてなかったのか!?

　今のが──？

　死神がいたんだぞ？

　こいつらには見えなかったのか？

　俺おれだけが見えた。

　俺だけに見えた？

　あいつは、あの死神は最後、笑っていた。

　俺を生かすと言った。

　どうしてだ。

　なんで、俺を殺さない。

　俺が、誰だれかの言うままに動く──人形だからか？




　だから、殺してくれないのか？




　こんなにも願っているのに、




　殺されること。




　殺してくれよ。




　俺おれを殺してくれよ。




　　　　♪




　人を殺し。命を奪う。

　命を奪って、生きる。

　それがアリスであり、リュウであり、チセのような者たちだ。

　だから、『死神』なんて呼ばれてた。

　それなのに、誰だれかに殺されたいと思ってる。

　人を殺して、

　殺されたいと願っている。

　本当は願うことさえも許されず、身動きのとれない日常の中に、深く埋もれてしまっていることを知っている。

　だから、よけいに願うんだ。




　誰か──俺を殺してくれないか。




　　　　♪




　いつものカフェで、カフェオレをすする。

　それから、いつものファミレスで三、四人分の食事をオーダーして、他ひ人とのオーダーにまで手を出そうとして、小さな女の子に叱しかられ、反抗して、喧けん嘩かになりそうになって、気のよさそうな青年が仲ちゆう裁さいに入ってくれる。

　アリスは、リュウとチセと居た。

　窓の外は緩ゆるやかで、ちらつく雪さえも穏おだやかに見えた。

　いつもと同じ風景。

　変わらない日常。

　気が付いたら、其そ処こにいた。

　気が付いたら、人殺しだった。

　人の形をしているだけのニセモノ。ただのあやつり人形。

　何が悪いんだ。

　何か悪いことをしているのだろうか。

　生きているのだから。

　ニンギョウナノニ？

　自分が何ど処こで生まれたかなんて、アリスもリュウもチセも知らない。

　最初から、奇妙な能力だけが自分にはあった。最初から、それは人を殺すための能力だった。

　他ほかの誰だれかに生まれていたら、少しは何かが変わっていただろうか。

　すべてに満たされた世界で、何を求めるというのか。

　求められて、人を殺し。

　それでも何を求めるというのだろうか。

　最初から、決まっていた道だった。臆おく病びようで小さな世界に閉じ込められて、切れ端はしを集めてできた世界で、こうなることは最初から決まっていたんだ。

　疑うことなどない。

　ただの人形だ。

　破滅も繁はん栄えいもないまま、満たされたままで終わっていくんだろう。

　求めることも、願うこともなく。

　すべてを叶かなえてしまった世界。

　これ以上、何に向かって手を伸ばしているんだ。

　そこには何もないのに。

　失うモノも得るモノも何もない。

　日々の繰くり返し。

　明日あしたも今日きようの繰り返し。

　昨日きのうは今日、繰り返した。

　また、人を殺すんだ。

　だったら、自分はいつ死ぬことができるのだろう。

　明日を追い越す日はくるのだろうか。

「──ほうら、アリス。また、汚れてる」

　お節せつ介かいの舌っ足らずな幼い声。

　小さな手がアリスの頰ほおに伸びて、ナプキンで汚れをぬぐった。

「まったくもう……。アリスは、子供なんだから。困ったモノだわ」

　まるで自分が歳とし上のような口振りで、チセはアリスに世話を焼く。自分は片時もくまの人形を離はなそうとしないクセに。

　けど、その人形はチセの〝仕事〟道具でもある。

　離せなくなってしまっているんだ。

　まだ、幼く見えても、アリスやリュウと同じ立派な〝人殺し〟だ。

「うりうりうりうり」

　素直に礼のひとつも出てこない。逆にアリスは、意味もなくチセの頭をぐりぐりと撫なでた。

　柔らかで綺き麗れいな長い髪の毛が、指の間をスルリと通っていく。

「ちょ、ちょっと、アリスっ」

　チセがアリスの手をどけようと自分の手を伸ばすが、アリスはうまくそれをさけてなおもしつこくぐりぐりした。

「アリスぅっ！」

　チセが本気で腹を立てそうになる寸前で、パッとアリスは手を離はなした。

　リンゴのように赤いほっぺたをふくらまし、チセは髪の毛の乱れを整える。肩からかけられた小さなバッグの中から、クシを取り出し、丁てい寧ねいに梳すいていく。

「ほんっと、アリスったら、子供なんだから」

　まだ腹の虫が治まらないらしい。

　チセは普ふ段だんならレディには似合わないとか言ってひかえるような文句をぶつぶつと呟つぶやく。

　口を尖とがらせたまま、オレンジジュースのストローをくわえた。

　そんなチセに対して、今度はやさしくアリスは髪の毛を撫でた。

　愛いとおしむようにゆっくりとゆっくりと。

「今さらだわ。そんなことしても、許さないんだから」

　口振りは尖とがったままだが、その表情は次第に軟らかくなりまんざらでもなさそうだった。

　そんなふたりのやりとりを穏おだやかな表情で、リュウが見つめていた。

　ただ、その瞳ひとみは、たったの一度も笑ってなどなかった。

　それは何も変わらない日常だ。

　何も変わらないと思ってた。

　願いながら、何も変わらないと思っていた。




　でも──

　日常は非日常だった。

　非日常であることが日常だった。




　変わらないモノなどない。

　すべては最初から狂ったままなんだ。




　　　　♪




　また、見み慣なれた日常がそこにあった。

　いつものように、彼はカフェで、カフェオレをすすりながら、ふたりを、チセとリュウを待って、ふたりがやってくるといつものようにファミレスに行った。

　それから、やはりいつものようにアリスは、三、四人分の量のオーダーをあっさり間食してから、足りずにチセのデザートに手を出し、彼女に叱しかられる。

　彼女の「バカなんだから」という科白せりふをきっかけに、口喧げん嘩かがはじまり、アリスがノックアウトされる前に、リュウが助けてくれる。

　何なんにも変わらない。

　いつかの風景をそのままノートに書き写したような簡かん単たんで、安っぽい鉛筆画デッサンだ。

　日常。何なに気げない一いつ瞬しゆん。

　すべての中のほんの一部。

　微かすかに在るモノ。

　本当は、そんなモノが最初から失うせてしまっていることにも気付いている。

　それなのに、その日、チセは、アリスにとってどうでもいいようなお稽けい古こごとの話などをさんざんしているクセに、最後の方は、うとうとしはじめ、そしてついには眠りの中に落ちていってしまった。

「チセ？」

　まさかと思い。アリスは、チセのほっぺをぐーっと引っ張ってみるが、むにゅっという柔らかい感触があるだけで、いつものマシンガンのような言葉も何もチセから返ってくることはなかった。

「…………」

　アリスは、驚おどろいた。というような表情になって、リュウの方に視し線せんを向けた。

　すると、リュウは、細い目をいっそう細めて、肩をすくめた。

「このところ、仕事が続いていますし。それにチセには〝普ふ段だん〟もありますから」

　アリスやリュウと違い、チセは普段、同じくらいの普通の小学生たちと同じ空気の中で、同じ生活をしている。一種のカモフラージュであり、普通の小学生を演じている。

　そのため、チセは自分でも知らず知らずのうちに、疲労をその小さな身体からだの内側に溜め込んでしまっていたようだ。

　彼女は今、眠ってしまっている。

　三人は人殺しだ。普通の人間のフリをしているだけで。いつでも何ど処こでも緊きん張ちよう感を保ち、周囲に注意を向けている。

　なのに、今、チセは眠っている。

　うとうととして、コツンと隣となりに座るアリスの腕にもたれかかってきた。

　まるで、本当に普通の幼い少女のように。

　腕の中のぬいぐるみが似合うただの少女のように。

　チセは安心しきった様よう子すで、アリスに身を任せている。

「………………」

　アリスは何も言わずに、そっと、チセの髪の毛をできるだけやさしく撫なでた。と、髪の毛を梳すいた指のその間に、鈍にぶく光るモノが目に付いた。

　それはシルバーアクセサリー。ハートが重かさなって四つ葉のクローバーの形をしたやつ。

　いつもは、アリスの身に付けているその類たぐいのアクセサリーを「下品」だとか言っていたチセが、たったひとつ、「かわいい…かも」とちょっとだけひねくれながら言い表したモノだ。

　それをアリスは、じゃあ、やるよ。とチセに贈った。けれど、そのとき、彼女は、

「アリスの身に付けていたモノなんて、イヤよ」

　と言った。

　しかし、チセはずっとそれを身に付けていた。

　アリスにはまるで信じられないような事実だ。それも、チセがそのアクセサリーをしていると安心できていたなど、彼は知るよしもない。

　ちいさい、ちいさい、寝息。




　なんだか、よく判わからないけど。

　あのカフェオレを吞のんだときみたいに、笑ってしまいそうだった。

　にやけてしまいそうになった。

　だから、感情なんてもんはよけいだって言っている。

　それなのに、なんでだろう。こんなに笑いたくなってしまうのは。

　ふざけた。話なんだ。

　人殺しが、人殺しに安心するなんて。

　指先のぬくもりが──うれしいだなんて。




　ただ、目覚めたら、チセには怒られてしまいそうだ。

「失礼だわっ」

　とかなんとか言われて。




　　　　♪




　飽ほう和わ状態の世界。

　少しの余裕もない。

　ちょっとしたことで壊こわれてしまう。




　全部、判わかったつもりでいて、そんなことも判らなかったなんて。




　人を、また、殺した。

　日常。

　日々の繰くり返し。

　そんなある日、




　チセが──死んだ。




　　　　♪




　その日、空は晴れ、夜には月や星が地上に光を注そそいでいた。

　今回の標的は、普ふ段だんトイレへ用を足しに行くときですら護ご衛えいを連れるような警けい戒かい心の強い人間だった。接近するのは難しい。こういう場合、三人の中で担当は、チセになる。少女の姿なら相手が油ゆ断だんするからだ。

　チセの能力は小さい。手を触れずに小さなモノならば自由に動かせる力だが、力が弱すぎて動かせるモノなど限りなく少ない。しかしそんな微弱な力でも応用すれば、血液程度なら十分に止められる。

　チセは、くまのぬいぐるみを介して力を発はつ揮きすることができた。ぬいぐるみ自体は何の変哲もないただの、くまのぬいぐるみ。

　しかしチセは何な故ぜか、このぬいぐるみを手にしているときだけ力が使えた。まるでその力の弱さを、その精神の弱さを表すように。

　力は数十メートル先でも遠隔で発揮できる。その力で人を殺す。

　ただし、小さなチセにとっては、力を使うことは身体的にも精神的にも負担が多い。あまり多用も長時間の使用もできなかった。

　失敗はできない。チャンスは一度。

　けれどそれでもチセは完かん璧ぺきに〝仕事〟をこなしてきた。

「では、計画通りに、僕とアリスは、バックアップに廻まわります。何かあれば、すぐに行動できる距きよ離りにいますから」

　カフェでの打ち合わせのとき、リュウが言ったことだった。

「〝何か〟なんてないわ。私ひとりで十分ですもの。すぐに終わらせるから」

　としかしチセは返した。

「それはそれは心強いねぇ〜」

　アリスがちゃかすように軽いノリで言う。

　だが、その〝何か〟は起こってしまった。




　計画を開始してすぐ、アリスは打ち合わせた通りの場所にいた。チセと標的ターゲツトとの距きよ離りを測りつつ、すぐにでも飛び出せる態勢を取っていた。

　アリスの力は、チセとは真ま逆ぎやくのモノだった。

　チセが遠隔で力が使えるのに対し、アリスは接近、それも相手の身体からだに触れないと力を使用できない。だが、力は強大だ。チセのそれの比ではない。一いつ瞬しゆんで、相手の息の根を止めることができる。

　一方で、チセの殺しの方法は主に相手の血液を体内で止めるやり方。これは少し時間を要す。その間に力が及ばなくなる距離を取られてしまえば、失敗だ。

　まあ、失敗などないが──

　いつだって自分たちは『高得点』を収めてきた。

　アリスは、いつものようにほとんど無む意い識しきで音を発することなく、唄を口ずさんだ。

　以前、ラジオからたまたま流れてきた曲で、一度聴きいただけだが、歌詞もメロディも完全に記き憶おくしている。これも人殺しとしての能力のほんの一部。

　ただ、何な故ぜかメロディを奏かなでるリズムが速くなってしまっていた。まるで気持ちがはやっているように。まるでひどくあせっているように。

　……まさか……。なんだこの胸むな騒さわぎみたいなモノは……。

　アリスは今まで一度でも、自分の勘や感覚に頼ったことはない。すべて学んだことをしっかりと活用しているだけだ。

『感覚が自分を狂わせる』

　そういう風に教わっていた。だから、胸騒ぎなどの感覚を信じない。信じないのだが、じりじりとしたモノが脳の奥の方を刺し激げきし続ける。

　激はげしい衝しよう動どうに似た得え体たいの知れない何かがアリスの中でわき上がっていた。

　そして、




　パンッ、パパパパパパッ、パパパパパパッ。




　という複数の乾いたような連続した音が夜空に鳴った。とほぼ同時に、アリスは飛び出していた。

　それは確かに銃声だった。もちろんアリスは、銃の訓練も受けている。分解から組み立て。その種類も能力も把は握あくしている。音を聞けばそれが何なのか判る。

「クソッ！」

　舌打ちをしながら、アリスは銃声がした場所へ飛び込んだ。

　と──

　いつも好んでピンク系の洋服を着ていたはずのチセが真まっ赤かになっていた。赫あかに染そめられて、地面に倒れ込んでいた。

　その周囲を囲むように無数の男たちがいる。手にはそれぞれ銃で武装をして。

　待ちかまえていたと言わんばかりの人数と装備だった。

　そんな……計画じゃ、こんな人数いるはずなかった……。

　肝かん心じんの標的ターゲツトの姿もない。

　まさか……計画がバレたのか？

　でも、どうやって？

　一いつ瞬しゆんの間に、状況を把は握あくし、アリスは次の行動へと移った。

　銃じゆう弾だんが放たれる前に、その場から離はなれた。そして常人にはありえないような脚力で一瞬にして、チセに駆かけ寄ると抱き上げ、その場から逃げ出した。

　背はい後ごから銃声がして、数発が身体からだをかすめる。途と端たんに傷口から血が噴ふき出してきたが、走るのをやめはしない。

　この程度の傷なら、逃げ切れるとアリスは冷静に判断した。しかし逃げる間にも、腕の中のチセの身体からは熱がどんどん失われていく。

　チセはその小さな身体に雨のような銃弾を浴びていた。まだ、微かすかに息をしているのが不ふ思し議ぎなくらいだった。

　それでもアリスは逃げなくてはならない。

　生きなければならなかった。

　アリスたちが所属する組そ織しきには、アリスたち末端には知るよしもない、大きな背景が存在している。それが正義だろうが悪だろうが、アリスたちには関係ない。ただ、死んでも組織につながるような証しよう拠こは残してはならない。外部に少しでも情報が漏もれるのを防ぐためだ。

　自分たちの死体ひとつ残すことさえ許されない。そうやって生まれたときから教育を受けてきて、それがすべてだと思っていた。そこから逃のがれる術すべを知らないし、知ることもないだろうと思っていた。

　自分は人形だ。操られるだけ。

　死を望みながら、死を許されない。それがアリスの苦悩だった。

　それでも生きてきたのは、人殺しとしての日常しかなかったことと、チセやリュウの存在があったからだ。

　ふたりがいたから、笑っていられた。

　ふたりがいたなら、救われなくてもいいとさえ思えた。

　どうせ救われないのなら、ずっとこのままでいい──

　なのに、

「チー坊っ！」

〝何か〟あったときにリュウと落ち合うことになっていた場所へアリスは駆かけ込んだ。

　そこは使われていない古い倉庫で、アリスを追ってきていた奴やつらも完全に撒まいた。

「おい、チー坊！」

　もう一度呼びかけると、チセの薄うすい唇くちびるが微かすかに震ふるえた。

「……だ…から……ぁ……その……呼び……やめ……言っ……で………しょう……っ……」

「チセっ！」

　アリスは、チセの小さな手をつかんだ。赤い血で染そまって、冷たくなっている。

　冬の寒さのせいじゃない。

　いつもはやわらかくていい香かおりのする髪の毛さえも血に濡ぬれて、美しさを失なくした。

「…………う……る…さぃ……なぁ…………アリス……私は……だいじょ…ぶ……だわ……」

「あったりまえだろうがッ！」

「……そうよ……。私……やっと……抜け出せ……るん…だから……」

「え──？」

「……だって……やっ…と死ねる……の……」

「ふざけんなよ、チセ！　こんなときに冗じよう談だんなんてやめろよ」

　アリスは必死でチセの耳元で呼びかける。けれど、チセの瞳ひとみは完全に光を失っていた。
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　そして、

「…………ぁ……でも……死ぬの……って……少し……だけ………………怖…ぃ……………」

　いつも強がっていたはずのチセが最さい期ごになって弱よわ音ねを吐はいた。

　ようやく聴き取れるような声で。

「チセ！　チセ！　チセぇっ!?」

　呼びかけても、もう何も返ってはこない。

　アリスは、今までのどんなときよりも自分に感情があることを呪のろわしく思った。散々人を殺しておいて、仲間が死んだ今、悲しみに身体からだ中を支配されてしまっている。

　人を殺しても平然としていられた。

　なのに、こんなにも人が死ぬのが悲しいなんて。

　こんなにも涙が止まらない。

　冷たい空気に頰ほおを伝う雫しずくはすぐに温度を奪われる。

　こんなにも自分が醜みにくいことを知らされた。

　それでも生きていなくてはならないなんて。

　それでも生きようとしている自分がいるなんて。

　死にたいはずなのに、死ぬことがこんなに怖いなんて。




　　　　♪




　ぼんやりと、ただ静かに流れる痛いほどの冷たさの中で、アリスは小さな亡なき骸がらを抱え立ちつくしていた。

　抱えた少女の血の色と同じ赫あかく泣きはらした目で虚こ空くうを見ていた。

「──どうして泣いているんですか？」

　声がした。

　闇やみの中から、眼鏡めがねをした青年が現れた。

「リュウ……。チセが……チセが……」

　情なさけない声で、アリスはすがるようにリュウに視し線せんを向けた。しかし、

「死んだのですね。まあ、それはそうでしょうね……」

「っ!? なに言ってんだよ、リュウ！　死んだんだぞ!?　チセが死んじまったんだぞ!!」

「──だから？」

　アリスは絶句した。

　いつもと何ら変わらない穏おだやかな表情のままで、リュウの声には感動もなかった。

「いいじゃないですか。計画通りですよ。僕が考えた通りだ」

「………………っ!?」

　信じられない。信じたくもないような科白せりふがリュウの口から次々と飛び出してくる。

「標的ターゲツトに今回の〝仕事〟の計画を漏もらしたのは──僕なんですよ」

「なんでそんなこと!?」

「あれ？　判わかりませんか？」

「判るかよ！」

「うーん。だってほら、逃げ出したかったんですよ、僕は。この環かん境きようから、世界から、すべてから逃げ出したかった。アリス、君だってそうでしょう？」

「それは……でも、そんなことできないって判ってるはずだ。俺おれも、オマエも」

「いえ、それは違います。ほら、君が腕に抱えているモノ。救われたじゃないですか」

「チセは、死ぬことなんて望んじゃいなかったはずだ！」

「あれ？　おかしいですね。君も僕もチセも同じなはずじゃないですか。同じ〝人殺し〟の仲間でしょう？　だったら、この気持ちも同じはずだ。僕は望みを叶かなえてあげたんです」

「……なにがッ」

「ほら、アリスも──死んじゃってくださいよ！」

　その瞬しゆん間かん、リュウは能力を発はつ揮きした。

　アリスの身体からだに触れようと手を伸ばした。

「リュ────ウッッッッ!!」

　感情に身体が反応していた。

　アリスは避よけるどころか、左の拳こぶしをリュウの伸ばした手に押し付けた。

　そして、力を使った。

　リュウの身体が、爪つま先さきから頭の先へと弾はじけるように粉々に吹ふき飛んだ。

　なのに、また涙が溢あふれてきた。

　リュウが笑っていたからだ。

　まるでアリスに殺されることを望んでいたかのようだった。




　なんだよ。

　俺は──人殺しなんだ。

　殺して何が悪いんだ。

　だったら、俺を殺せばいいだろ？

　殺してくれよ。

　なんだよ……。

　俺だけだ。

　俺だけが、生き残ったって……。




　ワァァァァァァァァアァアァッァァァァァァァァアアァァァァァアァァァァアアァァァァァアァァァァァァァァァァアアァァァァァァァァァァアァアァァアアァァアァァァァァアァァァァァァアアァァアァァァァアァァァァァァァアァァアァァァァァァァァァァア────ッ!!




　アリスは狂ったように叫び続けた。

　叫んで、

　叫んで、

　叫んで、

　叫んで、

　叫んで、

　声も嗄かれたころ、そこに光をまとったような──少女が現れた。




　──リン。




　　　　♪




　チセの亡なき骸がらを抱きしめ座り込んで、うつろな視し線せんをさまよわせるアリスに、少女がゆっくりと近付いてくる。

　その歩調に合わせるように、ひょこひょこと黒猫がいっぴき寄り添そっていた。黒猫の大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみは、闇やみ夜よに浮かぶ月のようだ。

　その少女は、前に出逢あった〝死神〟にそっくりな顔をしている。けれど、その姿はまったく対照的だった。

　この少女は、髪も肌も服も真っ白で、唯ゆい一いつ色を持っているのが、やけに目に付く赫あかい靴くつくらいだ。何ど処こかに羽根を忘れてきてしまった天使のように思えた。しかし、白い少女の手には、あの死神が持っていたモノによく似た大きなカマが握られていた。

　黒い死神と同じような感覚を受けた。

　こいつも──死神なのか？

　だったら、訊ききたいことがある。

「……なぁ……、俺は死ねるのか」

「いいえ」

　白い少女はあっさりと、でも真っ直ぐにアリスを見つめ言った。

「なんで、俺おれは生きなきゃならないんだ……」

　白い少女は、アリスのすぐ前までやってくると見下ろすように立ち止まった。

　それに合わせて黒猫も動きを止める。

　その拍子に赤い首くび輪わに付けられた、小さな身体からだのサイズに反してやけに大きな鈴が、リリリンと唄った。

　白い少女は言った。

「それがあなただから」

　オトナびているようで幼いような不ふ思し議ぎな声が耳の奥へ、頭の中で鳴る。

　あの死神と同じようだったが、白い少女の声はどうしてか哀かなしそうだった。

　透すき通って心ん中に染み込んでくる。

「頼む。──俺を殺してくれ」

　アリスは願った。

「それはできない」

　としかし少女は首を横に振る。

「なんでだよ。チセが死んで、リュウが死んで、俺だけが残ってるなんて平等じゃねぇよ。俺等は……仲間なんだ……」

「それでもキミはキミ。キミはキミでしかありえない。それでもキミは生きなくちゃならないの。それが〝人間〟でしょ？」

「違う。俺は〝人形〟だ。線せんで手足を結ばれた操あやつり人形だ。それを断ち切る術すべを知らない。誰だれかの意い識しきの中でしか、いられないんだ」

「キミは生きてる。人形じゃないよ」

「人形の方がずっとマシだ……。こんな感情はもういらない。人形に感情はいらないんだよ。中ちゆう途と半はん端ぱに生きるくらいなら、頼むよ、殺してくれよ。今すぐ、殺してくれよ……」

　だけど、やはり少女は首を振った。

　哀かなしい色をした瞳ひとみに涙を浮かべる。

　アリスは、絶望しかけていた。

　俺は死ぬことさえできないのか。

「……俺はただ死にたいだけなんだ……」

　絶望の中で、彼は笑っていた。

　両目から涙を流しながら、すべてに突き放されてしまったと。

　すると、白い少女が言った。

「……泣かないで。もう泣かないで。お願い。そのときがきたなら、キミはきっと、あたしが──殺してあげる」

　あるいは感情で生きること。

　ヒカリが射うった。




　──リン。




　　　　♪




　アリスは、そしてまた日常の中へ消えていった。

　ここから逃げだそうとして、光の中へ潜もぐり込んだ。

　でも何もないと知った。

　此こ処こはすでに失うせたセカイ。

　いつか送ったあの日の影かげ。

　ただ、いつかは──




　雪解け、道ばた。

　いつものカフェ。

　いつものカフェオレ。

　湯ゆ気げの向こう。

　甘さと苦さ。

　ひとり座ってた。

　窓の外に見る風景。

　少しずつ変わっていく風景。

　歩く人々。子供たち。

　失なくしたモノ。

　手にした感情。

　陽の光に、目を細める。

　咲いた花に名前を付けた。

　アスファルトから飛び出した、その花に名前を付けた。

　白い、よく似た花だった。




　ただ、いつかは『死神』は──死神に殺されるんだ。

　あの真っ白な花に似た少女に。




　だから、生きるよ。

　それでも生きるよ。





Alice, Alive, in Wandering Wonderland - fin.
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　　　　♪




　白い花、咲いては枯れ、咲いては枯れ。

　白い花、散っては咲き、散っては咲き。




　あの影かげになりし花。

　かの影になる花。




　光あって、影なり。

　光を映して、影なり。




　光を受けて、花は咲いた。

　光を受けて、花は枯れた。




　光が、花を咲かせる。

　ヒカリが花を散らせる。




　すべては唯ただ、光が為ために──




　在る、




　此こ処こに在る。




　失われた花の咲く場所。

　枯れ逝ゆく花の咲く園。




　すべては唯、光を映す為に──




　在った。




　──枯れても枯れぬ花よ……、見付けて欲しい……。




　名もなき場所に、此処に咲く花を、枯れ逝く花を。




　　　　♪




「────？」

　名前を呼ばれた気がして、透すき通るように白い少女は、振り返った。しかし振り返りはすれど、そこに求めるモノも何もない。

　そこは空、高く、手が届きそうでいつも届かない場所。ただ、吸い込まれそうなほど鮮あざやかに、果ての見えない蒼あおが目の前を覆おおっている。少女の周囲には、何もなく、雲ひとつ見えない。その他ほかにあるモノといえば、何ど処こからか風に飛ばされてやってきた淡い白い花びらが一枚、目の前を通り過ぎてゆくだけだった。

　これから何処へ行くというのか。少女は大きな瞳ひとみでその花びらの行方ゆくえを追った。

　風に舞って、ゆらりゆらり宙をたゆたう。

　風に乗って、ふわりふわり遠くまで。

　名前を呼ばれた気がした。消え入りそうな音が微かすかに鳴った。耳の奥で、確かに……。いや、確かではない。はっきりとしない。どんな声だったのか、どんな言葉でその名は呼ばれたのか、それさえも思い出せない。

　それでも、それは自分の名前だと思った。

　少女は、髪も肌も透き通るように白く、身にまとうモノも白い。唯ゆい一いつ、目に鮮やかな赫あかい靴くつだけが色を持っていた。そして、その手には不釣り合いな巨大な鎌かま。しかし少女の存在を表すソレが、逆に少女の特異性を高くしてしまっていた。

　白い少女は、死神。死を司つかさどる者。

　死神には名などなく、本来なら記号的名称や番号が存在するだけだった。だが、その白い少女には名前があり、今、その名を呼ばれたようだった。

　──風の音？

　少女の問いに答えるモノは何もなく、代わりに空気が弾はじけるようにして、ひょっこりと真っ黒い猫が現れた。目は黄おう金ごん色いろで、背中には蝙こう蝠もりのような羽根を生やし、全身黒尽づくしにもかかわらずしっぽの尖せん端たん──小指の先ほどだけ白くなっている。

　おまけに赫色の首くび輪わには、やけに大おお袈げ裟さな鈴が付けられていて、黒猫が動くたびに、リリンと唄うように鳴る。

　見れば、さっき目の前を飛んでいった白い花びらが、黒猫の額ひたいにちょこんと乗っかっている。丁度、花びらが飛んでいった場所に現れたその拍子にくっついたのだろう。

「モモっ、終わったよ〜」

　黒猫は可愛かわいらしい少年のような声で、主人である少女に言った。額の花びらにはまるで気付いていない。それが彼をよけい愛らしく見せた。

「ダニエル、ありがと」

　白い少女は言って微笑ほほえむと、ダニエルという黒猫を自分の腕の中に招き入れた。強くしっかりとでもありったけの温ぬくもりとやさしさで彼を抱きとめた。

　すると、ダニエルはくすぐったいような恥はずかしいような、けれどすごくうれしくなった。そんな複ふく雑ざつながら単純な想いを抱きながら言った。

「ど、どうしたの、百モ々モ？」

　モモ、と呼ばれた少女は、

「ほら、これ」

　言って、ダニエルに付いた花びらをか細い指先で取って彼に見せた。

「くっついてた」

「それ、なに？」

　ダニエルが訊きく。

「うーんとねぇ……あっ……」

　少女は言いかけてやめた。何かを思い付いたようないたずらな表情になる。ふふふっ、と口もとを弛ゆるめると、手にした花びらをダニエルの小さな鼻先に乗っけた。

「わっ、なに？　なにコレなにコレっ!?」

　得え体たいの知れぬ物体Ｘを再び身体からだに装着されてしまったダニエルは、手で物体Ｘを払おうとするが、いたずらに微笑む少女によって、両前脚をがっちりガードされてしまっていた。仕方なくダニエルは、自分の鼻先に乗せられた物体Ｘが何なのかを見極きわめるべく、必死になって目を凝こらした。

　そのせいで、大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみが鼻先に集中。結果、ひどく不ぶ格かつ好こうな寄り目になった。

「モモぉ〜、モモ、取って取って！　むしろ、取らせて！」

　ダニエルの喧やかましいくらいのその様よう子すに少女は、あまりに思おも惑わく通りの行動を彼がとるものだから可お笑かしくて、思い切り吹ふき出してしまった。すると、少女の吐いた息が彼の顔にかかり、花びらを宙に躍おどらせた。

「あ……なんだ。ただの花びらじゃないか」

　つい数秒前までの慌あわてようとは打って変わって、ダニエルは至し極ごく安心した風に言った。その口調は、いつもよりも増して生なま意い気きなくらいにオトナぶったモノだったので、モモはまた可笑しくなった。

　ダニエルは笑われたのが気に障さわったのか、まだ自由にならない前脚の代わりにしっぽをグルグルと不ふ機き嫌げんに回転させた。

「モモのイジワルっ」

　小さく言う。モモは、笑いすぎて乱れた呼吸を深呼吸で整えると、

「ごめん、ごめん」

　と謝あやまりながら、ダニエルをあやすように高く持ち上げた。

　脇わきを抱えられたことで、ようやく自由になった前脚を器用に組みながら、ダニエルは頰ほおをふくらませ、ぷいとそっぽを向いた。ついでにしっぽも同じ方に向いた。

　そのオトナぶっているクセに子供みたいな仕し草ぐさの可愛かわいらしさに、モモはまた笑ってしまいそうになった。けれども、これ以上笑うとダニエルがもっと不ふ機き嫌げんになってしまうので、ぐっとこらえることにした。でも、やはり笑ってしまいそうになる。

「ごめんってば」

　モモはもう一度謝る。

「…………」

　しかしダニエルはまだ頰をふくらまし続ける。視し線せんも合わせてくれない。

　少ししつこかったかなと反省。モモは、ふーっと息を吐いてから、今までよりも声の調子を落として言った。

「ごめんなさい、ダニエル」

「……………ホントにそう思ってる？」

　ようやくダニエルが少しだけモモの方に向いた。ただし前脚は組まれたままだ。

「うん。思ってる」

　そう言うモモの瞳ひとみをダニエルはじっと見つめる。

　感情など希き薄はくなはずの死神。それなのに、モモは笑う、泣く、冗じよう談だんだって言う。

　泣いたり笑ったり、笑ったり泣いたり、クルクルと表情の変わるモモ。

　いつものことだが、ダニエルは主人の表情の多さに驚おどろかされる。そして、彼自身もそんな少女を見て、うれしくなったり、悲しくなったりする。

　死神としては、特異なモモ。白くて、泣き虫で、おせっかいで。

　でも嫌いにはならないし、なれない。むしろ好きの方が大きい。仕つかえ魔まが主人を思う感情として、それは正解だとは思えないが、間違いではないと思っている。

「判ったよ。もういいよ」

　ダニエルは、やれやれと大きなため息をついて見せた。本当にもう、モモはコドモなんだから、とでもいうように。だから、自分がしっかりとしてないといけないんだ。まあ、ボクはとっても優秀な仕え魔だからこんなことぐらい簡かん単たんなんだけどね。

　そんな風なこと心密ひそかに思うが、モモにすれば彼の表情やしぐさでなんとなく、それが判ってしまう。筒抜けだ。それが愛らしくて、愛いとおしくて、抱え上げたダニエルをまた胸元に抱き留とめた。今度は、さっきよりもずっと強く。

　が、ぎゅっとしすぎたのか、

「ぐ、ぐるじぃよぉ、モモぅぉ[image: ][image: ]っ！」

　ダニエルはうめき声を上げた。

　そんなときだった。

「────っ……」

　まただ。また、名前を呼ばれた。気がした。

　今、風も吹ふいていない凪なぎの状態。どうやら風の音ではない。となると、単なる空そら耳みみでも気のせいでもないということになってくるが……。

「ダニエル、今、あたしのこと呼んだ？」

　一応、ダニエルにも訊きいてみる。

「呼んだよ！　呼んだ呼んだ、そりゃあもう、渾こん身しんの力で呼んだよ！　だって、苦しいじゃないか！」

　それもそうだ。けれど、名前を呼んだのは、ダニエルじゃないことも判わかっていた。

　ダニエルがモモを呼ぶのとはあきらかに違った異質な感触がした。まるで誰だれにも聞こえないように、耳打ちでもするかのようにだ。しかしそうなのだとしたなら、何な故ぜ、自分などに？

　それも誰にも聞こえないように。

「モモ……どうしたの？」

　ダニエルがモモの様よう子すを察して訊いてきた。

「今……呼ばれた……」

　モモにはもう笑えみなどなく、むしろ当とう惑わくし視し線せんが宙を彷徨さまよっていた。声は、一方的にモモへ届いてきていた。そして、それは三度──今度は、短い間隔で聴きこえてきた。




　────……っ────……。




「今、聴こえなかった!?」

　モモは、確かめる。しかし、ダニエルはゆっくりと左右に首を振った。

「ううん。何も……。何か聴こえるの？」

「誰かに呼ばれた……気がした」

「気がした？　それだけ？」

「はっきりとしてるワケじゃなくて、漠然とした感じなんだけど……」

「だけど？」

　そうダニエルが訊いたが、返事はなかった。「…………」と、モモは、ずっと向こう側に視線を向けて、動かなくなってしまった。

「モモ……？」

　ダニエルは、動かないモモの視線を辿たどった。

「あれは……」

　そこにあったのは、先ほどダニエルにくっついていたあの白い花びらだった。ただ、それは、

「三枚に増えてる……？」

　花びらは三枚になっていた。三枚は、不規則に弧こを描えがくように宙を舞まっていた。しかしある一定の距きよ離りを置いてずっと同じ箇所を巡めぐっている。

　モモの視し線せんは、その三枚をとらえたまま動かない。そのうち、モモの瞳ひとみからは光が失われはじめ、虚うつろになっていった。

「モモっ、モモっ！」

　不安を感じたダニエルが何度も主人の名を呼ぶが、人形のように何も反応しなくなった。ただその手だけが、しっかりとダニエルの身体からだを抱き、まるで恐怖の中で何かにすがるように小刻みに震ふるえだした。

「モモっ！」

　一ひと際きわ、大きくダニエルが叫んだ。しかし、やはり反応はない。そのうち、三枚だった花びらが、四枚、五枚と数を増していっていることに気が付いた。

「なんなのっ!?」

　そして、花びらの描く弧が増えると同時に、そのスピードも速くなっていく。六枚、七枚、八枚……十枚、十一枚、十二枚……まだ数を増す。やがて花びらは吹雪ふぶきとなり、モモとダニエルを覆おおい隠かくすほどになった。

「呼んでる……」
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　モモの唇くちびるが微かすかに動いた。が、ダニエルにはその声は届かなかった。それどころじゃなかった。すべての視界を遮さえぎられた彼は、混乱状態に陥おちいっていた。

「わぁぁぁぁぁ──ぁ…………」

　ダニエルの悲鳴のような声は途と切ぎれ、辺あたりからは音が消え失うせた。

　花びらは、また一枚になった。ふらふらとたゆたって、地上に堕おちていく。




　花はな吹雪ふぶきと一いつ緒しよに、モモとダニエルの姿も消えてしまった。




　　　　♪




　灰色。

　しろ、と、くろ。

　混ぜる。色。

　灰となる色。

　誰だれかが歩くと、灰色の足跡が残り、行く先にはまた灰色が広がる。

　留とどまっても、手を伸ばしても、すべてが灰色。

　白と黒もない。

　灰色のセカイ。




　其そ処こは、灰色の街。

　迷い人の園。




　枯れた花。




　──来たれ、白き花よ。永久に枯れぬ花よ。




　見付けておくれ、




　散りゆく花の音を。







　ダニエルがうっすらと目を開けると、天と地が逆さまになっていた。いや。ダニエルがひとりバックドロップ状態になっていただけだ。彼は、身をよじってゴロリとうつぶせに転がった。これでようやく、まともな視界になる。そう思ったが、実際は、そうもいかなかった。

　最初、薄うす暗ぐらく見えるだけかと思った空。しかし、空どころか、地上もすべてが灰色になってしまっていた。自分の目が変になってしまったのだろうかと前脚でその黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをごしごしとやるが、まるで景色は変わらなかった。ずっと、灰色のままだ。それは、夢の中にいるようで、少しも現実味のない場所だった。となると、やっぱり夢の中にいるのかな？　とか思う。が、アスファルトを踏みしめた感触はぼんやりとだが確かにあるのだから、夢か現うつつか、判断に困ってしまう。

「…………あっ！」

　ようやく色を見付けた。儚はかないほどに淡い白い少女の姿だった。モモは、ダニエルから少し離はなれた場所に仰あお向むけに倒れていた。傍かたわらには、灰色に同化しそうでも辛うじて鈍にび色いろに光を映す鎌かまが転がっている。

「モモ……」

　耳もとで言う。しかし目を覚まさない。そっと前脚をモモの透すき通りそうなくらい白い肌に触れさせる。いつもの温もりが感じられた。此こ処こではじめてそれが現実なのだと感じさせるモノだった。モモは、気を失ってはいるが、特に異常は見られない。安あん堵どした。

　ダニエルはとりあえず、状況を把は握あくすることにした。あらためて、ぐるりと首を廻まわるだけ廻して上下左右三百六十度、辺あたりを見渡した。

　それで判ったのは、此処がひどく都会だということだ。背の高いビルが連なり、都市の風景を形作る。四角に切り取られたような空が灰色であること以外は、さっきまでいたカラフルな世界と何ら変わりない。と、もうひとつ、此処はまるで人ひと気けがない。

　人の気け配はいがしなかった。なのに、ダニエルの瞳にはきちんと映っている。

　──人の姿が。

　ただ、その数は極きよく端たんに少なく、それに街の色と同じ灰色だ。でも、しっかりと歩いている。もちろんモモやダニエルの姿は見えていないだろうが。

「なんだろう……ますます判わからなくなってきた。ここって……いったい……」

　ダニエルは見落としていた。街を歩く人々の目が虚うつろに彷徨さまよっていること。光など宿していないこと。その目にモモたちが見えていたとしても、見えないのと同じ。

　彼らは全員、そこにあって、そこにない存在。すでに失うせてしまっている者たちだった。

　この街は存在しない。しかし存在しないが存在している。存在しているが存在していない。灰色の街。失われたセカイ。誰だれも知らない街。

　──夢か現か。ダニエルは、気を張っていないと失われてしまいそうな全身の感覚を鋭するどく尖とがらせる。だが、あるようでないような感じしかつかめない。

「…………よし。管理局のデータベースにアクセスしてみよう」

　普ふ段だんは頭の中で考えているだけの科白せりふをわざわざ口に出す。そうすることでダニエルは、灰色の中に埋もれてしまいそうな意い識しきを保たせようと本能で判断していた。

　ピンと尖せん端たんだけが白いしっぽを天に向ける。だが、

「あれ──っ!?」

　いつもなら数秒もたたないうちに返ってくる応答が、まるでこない。ダニエルが天上に向けて飛ばした〝信号〟は、途と中ちゆうでブツリと切れてしまっていた。何度やっても同じことだった。

「なんで!?　なんで……通じないの？　け、圏けん外がい!?」

　今までにないことだ。データ管理中のミスでアクセスできないということは過去に少ないながら確かにあった。けれど、そのときは何らかの、他ほかの反応が送られてきた。『信号ミスが発生している』とか『回かい線せんビジーにつき、アクセス制限中』とかだ。第一、それでもデータベースには〝信号〟がたどり着くはず。途と切ぎれてしまうなどということは、今まで一度もなかった。

　いよいよもってダニエルの小さな身体からだを不安が襲おそってきた。猛もう襲しゆうだ。じくじくと足音を立て恐怖が背はい後ごから忍び寄ってくる。ダニエルは怖くなって、気を失っているモモの身体を激はげしく揺ゆさぶった。自然に目が覚めるのを待っていたら、その前に、気が変になってしまいそうだったからだ。

「モモっ！　モモっ！　起きてよ！」

　叫びながらダニエルは、モモの胸に飛び乗り、加えてドタバタと激しく暴あばれた。が、モモは目覚めず。

「も、モモぉ[image: ][image: ]っ」

　情なさけない声を漏もらしがっくり頭を垂たれるダニエル。けれど、すぐに頭を切り換かえる。それなら、『押してだめなら引いてみろ』だ。と、しっぽの先を使ってモモの頰ほおをさわさわと微妙なソフトタッチで撫なでたり、鼻先をくすぐってみた。

　が、まったく目覚める気け配はい──なし。

「………も、も、もぉむぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　祈るように懇こん願がんするようにダニエルが半なかば悲鳴を上げる。と、そっとあたたかい手がダニエルの額ひたいに触れた。

「モモ……？」

　見れば、うっすらとだがモモの瞳ひとみが見開かれていた。救われた気がして、やさしく撫でてくれる手が、それだけがこの灰色のセカイで唯ゆい一いつのモノだと思えてしまった。すり寄るように身を寄せると、モモは、ダニエルを両手で抱きかかえ上半身を起こした。

「……ここは……」

　ぽつりと呟つぶやく。

「なんだかよく判らないんだよ。何もかも灰色だし……人間だっているのに、いないみたいなんだもん……これって、夢、現実？」

　夢だとしたらこの質問は、実に馬ば鹿か馬鹿しいモノだが、ダニエルにすれば、馬鹿でも夢であってほしいところだ。ここはまるで──

「夢と現うつつの狭はざ間ま……」

　モモが言った。

「夢でも、現実でもない。けど……夢であって、現実でもある」

「それって、つまりどうゆう──？」

　ダニエルが訊きく。

「あたしもよく判わからないの、ホントは」

　としかし、モモは首を振った。

「でもどうしてか判る。感じるってゆうのかな。ほら、見て──」

　言ってモモは、街中を歩いているひとりの人間に視し線せんを向けた。ダニエルもそれにならって数メートル先の、灰色の街に同化してしまっているその人物に目を移す。と、

「あっ──!?」

　ようやくダニエルは気が付いた。

「ねっ……。あのひと、魂だけの存在。ううん。あのひとだけじゃない……ここにいるひとはみんなそう。魂……それもずっと稀き薄はくになってしまっている」

　モモの言葉に、ダニエルは、生なま唾つばを飲み込みコクリと頷うなずいた。ますますワケが判らなくなってきた。魂だけの人間。違う。それはもう人間なんかじゃない。以前、そうだった者たちだ。

　どうしてこの街は、この世界は灰色なのか。どうして魂だけが街を歩いているのか。どうして、自分たちは此こ処こにいるのか。これは現実でも、夢でもない、その狭間。

「ようするに、人間の言葉を借りれば、〝あの世〟でも〝この世〟でもないって、そういうこと？　でも、そんな場所存在するはずないじゃないか」

「それじゃあ、ここは……」

　モモが、そう言いかけて科白せりふを止めた。

　聞こえた。




　────花……っ────……。




「……声……？　違う、これは唄……？」

　モモが、明後日あさつての方を向く。

「どうしたの、モモ……っ！」

「聴きこえた。また」

「またって──えっ!?」

　モモは突然、ダニエルを抱えたままスッと立ち上がった。そして、そのまま歩き出した。

「ど、何ど処こに行く気!?」

「呼んでる……、あたしを呼んでる」

「だ、誰だれがッ!?」

「判わからない。でも、行けばきっと判ると思う」

「と思うって！　アバウト！　ザ・適当！　モモっ！　モモぉぉぉぉぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ……」

　ダニエルの悲鳴は、今度は灰色の街の中に吸い込まれ消えていった。




　　　　♪




　これは子守歌であり、賛美歌であり、レクイエムだ。

　これは、夢を唄う歌だ。

　これは、現うつつを唄う歌だ。




　花は咲いて、散って逝ゆく。

　花が咲いて、枯れて逝く。




　これは、いつか唄った歌。




　夢に見た夢。




　これは、いつか唄った歌。







　ふたりの目の前に現れたのは、灰色とはいえ都会的な街並みから一歩奥に入ったところにある古い洋館だった。周囲の風景からすると異様な外がい観かんをしている。

「モモ、モモっ。ここ、何？　ここ、何？　って訊きいてるのに、もう中に入ってるし！」

　ダニエルの問いにも答えず、制止も一切聞かず、ここまでやってきたモモは、それを継けい続ぞくして、洋館の中に入っていってしまった。ここに何があるのか。何が待っているのか。モモは『呼んでいる』と言った。それもここで判ることなのだろうか。

　世界と同じ灰色である洋館は、ひどく老ろう朽きゆう化かしていた。一歩踏むたびに、ぎーぃぎーぃ、と耳みみ障ざわりな音を立てて床が軋きしむ。しかし一方で、室内の各所はきちんと整理され、誰かがここにいるということを教えてくれているようだった。まるでいつ誰を招いてもかまわないように整頓されているようでもある。いや、事実、ここは来訪者を迎え入れるための場所だった。それは、すぐに判ることになる。

　玄関を入って、しばらく歩くと突き当たり、広間に出た。そこから左右に階段が伸び二階へと続いていた。モモは、迷うことなく階段の前に進んだ。階段の装飾された手て摺すりに触れると冷たさも暖かさもない。ただ、徐々に曖あい昧まいさがなくなってきているようだった。手て摺すりに触れた際の感触の輪りん郭かくが、この世界にきたときよりも確かだった。

　手摺りに触れながら、階段を上がっていく。やはりぎーぃぎーぃと鳴った。二階に着くと、部屋の扉とびらが無数にあったが、モモはそこには入ろうともせずに、左手奥に進む通路の方へと歩いていく。

「モモ……なんだか、その……ボク、怖くなってきたんだけど」

　日ひ頃ごろ、自分は優秀な仕つかえ魔まなんだ。とか言い、プライドの高いダニエルが、こんなにあっさり怖いと口にすることは珍めずらしかった。臆おく病びように身体からだを小さくし、モモにすがるように身体をしっかりと寄せる。直感的に何かを感じ取っているのだろう。

「……あたしもだよ……」

　モモもそう頷うなずいた。それでもなお、少女は歩みを止めず、進んでいく。一歩一歩一歩、かつかつ、という赫あかい靴くつ音と同時に、ぎぃぎぃぎぃ、と床が鳴くように軋きしむ。その通路の壁かべには、灰色でなければさぞ華はなやかであろう絵画が等間隔をおいて飾られてある。その中のヒカリを描いたすばらしい絵も、やはり灰色では燻くずぶってしまっていた。しかし、モモもダニエルもそれらに目を向ける余裕はない。モモの瞳ひとみは、奥へ奥へと続く通路のそのさらに奥へと向いていた。もうダニエルもモモを制止しようとはしなかった。モモに任せようと思った。

　モモの白い姿も赫い靴も灰色の中に埋もれることなく眩まぶしいくらいだった。ダニエルはもしこの世界で何かが起こって、モモと離はなればなれになってしまうようなことがあっても、その眩しさを目印にモモのもとに帰るんだと決めた。たとえ、自分の姿が灰色に埋もれてしまったとしてもモモなら見付けてくれる。そんな根拠のない自信さえも湧わいてきた。そうやって、だいじょうぶ、だいじょうぶ、と心の中で何度も言い聞かせた。じゃないと、ワケの判らない恐怖心を抑えることができない。負けてしまいそうだ。

「………………ここ……」

　モモの大きな黒目がちな瞳が、その行き止まりをとらえた。目の前に扉がある。ただ、その扉が今までと違っていたのは──色があることだった。

　素材が木だと判る木もく目めの他ほかに、うっすらと塗られたブラウンが灰色の中で浮かび上がる。それで〝ここ〟だと、モモは確信できた。




　何かが待っている。

　あたしを呼んでいる。




　モモは一度、目を閉じ、ぐっとこみ上げてくる言いようのない恐怖心をこらえる。しかし扉のノブに触れようとした指がどうしようもなく震ふるえた。




　何が待ってる？

　あたしは何を知ろうというの？




　──知る？

　モモは自分で、自分の中から出てきたその言葉に驚おどろいた。そうだ。この世界に入り込んだときから、ヒタヒタとつきまとっていた恐怖心は、これだった。何かを知ろうとするとき、必ず何らかの感情がそこには存在する。答えが判わかる喜びと、答えを知ってしまう怖さだ。その答えを知ることで、自分はどうなってしまうのだろう。果たして、本当に自分はそれを知ってしまっていいのだろうか。

　モモの手がノブに触れる。だが、そのまま固まったように動かなくなってしまった。そして恐怖心だけが加速的に増していく。身体からだ全部を乗っ取ろうかというその勢いに支配されそうになった刹せつ那な、




　──永と久わの花よ、来たれ。




　聞こえた。はっきりと。この扉とびらの向こう側からだ。

　モモは意を決し、ぐっとノブを持つ手に力を込め、引いた。







[image: ]







　部屋の中には、赫あか、蒼あお、黄き、橙だいだいなど色とりどりの花が飾られ、古びた部屋とは思えないほどの装飾品たちがモモとダニエルを出迎えた。開け放たれた窓では、カーテンが微かすかに風に揺ゆれ、一いつ瞬しゆん、その窓まど辺べで椅い子すに腰掛けていた人物を覆おおっていた。そして、そのカーテンが引いたとき、

「────ッ！」

　モモもダニエルも、ハッと息を吞のんだ。

「──ようこそ、失われたセカイへ……」

　そこにいたのは、モモと同じように──髪の毛も、服も、すべてが淡い色をした花のように真っ白い姿の少女だった。





Symphony No.100100 in A major "hello" 2nd Movement for The Girl / momo extra.5 - fin.







to be next......
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雲の海を泳ぐ、くじらについて。
outro: About winged whale that flies through the blue sky






「浅あさ野のさー」

　見るからに近ちか頃ごろの女の子という感の溢あふれるカノジョは、隣となりに座るカレに言う。

「…………つまんなくない……？」

　夏休みで、何ど処こに行っても人が多い。とくれば、せめて涼しい場所にと思い映画を観みにやってきたが、カノジョの好みではなかったらしい。

　が、

「なに言ってんだよ、おまえ！　ジャッキー、最高ぢゃん!!」

　カレの方は、エンドロールが終わって会場が明るくなってもまだ、アクション大作映画の興こう奮ふん冷めやらず、鼻息も荒く言う。

「藤ふじ島しま豊ゆた花か！　そこへ座れ！　ケータイもしまえ！」

「……座ってるし……ケータイも持ってないって……」

「いいか、藤島。あのアクションを観たか？　おまえは観たのか!?」

「観たよ。あんたと一いつ緒しよに今までここでここに座って観てた」

「だったら、なんで感動しない！　あのスタントとか、吹ふき替かえなしだぜ？　あれでおまえんちの熱帯魚オタクとおない歳どしくらいなんだぞ？」

「って、コラ！　ひとの父親をオタク呼ばわりするな」

　ビシッとカノジョは、カレの頭にチョップを一いち撃げき。

「ダメだダメだ！　なんだ、その腰の入ってない手しゆ刀とうは！　せっかくすばらすぃアクションを観にきたんだ。せめて、チケ代だけでも技わざを盗んで帰ろうとは思わねぇのか？」

「思わないっ！」

　そして、再び一撃。

「ぐはっ！　……い、今のだ……今の感じ……だ……」

　わりと効きいたらしくカレの目の前はチカチカしていたが、映画の興奮の方が少し上うわ廻まわっていたようで、そんなことを言う。

「ったく。だいたい、あたしが映画のタダ券もらったんじゃん。浅野の言うオタクにさ」

「ぐ……それは……」

「もういい、浅野と映画にきたあたしがバカだった」

「うわ、わりぃ！　なんか判らないけど、オレが悪いカンジだ！」

「カンジじゃなくて、悪いの！」

　カノジョは、席を立ち上がり、出口に向かう。

　カレはすぐそのあとを追おうとしたが、映画がはじまる前に買ったパンフレットを忘れそうになり、慌あわててでも大事そうにそれを抱えて、カノジョを追った。

　映画館を出ると、正午も過ぎ、クラクラとしそうなほどの太陽の光が街中を容赦なく照らし付けていた。

「あっつー」

　片手で目の上に日よけをつくりながら、カノジョは天を仰あおいだ。

「ぐわーっ、もう一回映画館に入りたくなってきた……」

　カノジョに追いついて外に出たカレはさっそく、暑さにぐったりする。

「ホント、この星はぶっ壊こわれてるとしか思えないな……こりゃ……」

「この前もそんなこと言ってたよね、浅あさ野の」

「言ったっけか？」

「言った言った。ほら、理科室で、ふたりで係の仕事やらされてたとき、クーラーかかってなくて、汗だくになってやってたら」

「おうおう、言ったな。言った。……と思う」

「と思うって、いい加減だなー、あいかわらず」

　そういうカノジョは、でも微笑ほほえんでいた。

　カレも笑った。

　ふと、カレは、カノジョと同じようにして見上げた空に、真っ白い花びらが浮かんでいるのを見付けた。

「アレ……」

「どうしたの？」

　カノジョが訊きく。

「あ、うん。ちょっとさ。ほら、前に言ってた白いヤツのこと思い出した」

　カレは、眩まぶしさに目を細めた。

　白い花によく似た少女。

　すべてに笑いかけるようで、誰だれに微笑むでもなく。

　ただ、ヒカリを映すように。

　ただ、ヒカリに吸い込まれるように。

　白い、淡い、花。

「浅野、なんか奢おごれ」

　不意に、カノジョは、カレの腕に手を廻まわし言った。

　笑いながら言った。

　カレにすれば、世界一の笑え顔がおで。

「はいはい、最初からそのつもりでした」

「マジっすか」

「映画のお礼」

「タダだけどね」

「う……そうだった……。やっぱ、やめ──」

「あー、そうだ！　あたし、あそこ行きたい！」

「あそこって、何ど処こ？」

「あっち！」

　適当に指差し、カノジョはカレの腕を引っ張って歩き出した。




　　　　♪




　醒さめない傷の話をしよう。

　さよならの代わりに、口ずさんだ歌。

　白い、淡い、かよわい、花のように。

　見えない糸は絡からまって、ほどけず。

　少女はずっと、泣きながら、笑ってた。




　赫あかい靴くつと黒の猫。




　気温、上昇、見えない壁かべ。

　あした、聴きいた歌。

　白いワンピース、少女がひとり。




　唄うように、祈るように、

　少女はずっと、泣いていた。

　少女はきっと、笑ってた。




　気温、上昇、アスファルト。

　落っことしたアイス。

　溶ける。蟻あり。群がって、やがて失うせる。




　白い肌。前髪、瞳ひとみと影かげ。

　セカイの果てで、見付けた小石。

　昔々、自分で拾って、捨てたモノ。

　それに躓つまずいて、気付くこと。




　暑い夏の日に、少女は笑った。

　泣き虫の少女は、




　夏の暑い日に、




　咲いていた。




　黒猫が、いっぴき。




　花をさがしてた。ずっと──





momo the girl god of death 2nd movement "hello"- all over.
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らくがき。Afterword of Graffiti in "hello"









　はじめまして、おひさしぶりです。




　収録作品『しにがみのうた。』『あのときそのとき、でっきぶらし。』は、電でん撃げきｈｐ（volume.28,29）に掲けい載さいされたモノです。が、加筆修正を行っておりまして、ふもふもと変わっていたり変わっていなかったりいたしております。つまり、よろしくお願いします。







　というワケで。




　誰だれかのついた噓うそに誰かが傷付きます。たとえば、僕がついた噓にあなたが傷付いているかもしれない。あなたのついた噓に僕が傷付くかもしれない。あるいは、まったく知らないところで知らない誰かが傷付いているかもしれません。噓とは、真実ではないことであり、他ひ人とを騙だます為ために、事実とは違う言葉を言ったり、偽いつわったりすることです。一般的に噓は悪いイメージがありますよね。相手に言うとき後ろめたい気持ちがあります。それがないモノは噓とも言わず、言葉ですらないでしょうし、ただの悪意なのかもしれませんよ？　相手を騙す──といっても、悪わる気ぎがあるときとないときがあると思います。相手を想ってついた噓。だとしても噓は噓。真実ではないのです。しかし、ときに噓は真実になりえることもあります。むしろ真実以上の意味を持つことがあります。思い付くことはないでしょうか。僕にすれば、この本の中にある物語りです。これらは僕が生み出した創作であり、〝噓〟なのです。これは誰かの為についた噓なのです。ところがどうでしょう。僕は、この〝噓〟に関して、まったくと言っていいほど、後ろめたさなどありません。むしろ、この物語りたちに触れる人たちのことを想い、一いつ生しよう懸けん命めい、命をかけて、噓をついています。

　そうしているうちに、不ふ思し議ぎなことに、この噓は僕にとって、ひとつの真実であり、真実以上のモノになりました。僕の中で、ちゃんとあの話のあのひとやこのひとが喋しやべり生きています。それらが重かさなって、物語りは真実として生まれました。僕は思います。この噓に触れた人たちはどうなんだろうかと。この物語りたちは、みなさんの〝噓〟になりえたでしょうか。真実になれるでしょうか。真実以上の何かになれたでしょうか。あ、別にならなくてもいいのです。ちょびっと感じ取ってくれればうれしいです。うん。まだまだ僕は、偉大な噓つきたちの足あしもとにもおよびもしませんから。噓で人を救おうとは思いません。噓で人が救えるとなんて、都つ合ごうのいいことは思わないようにします。努力、忍耐、根性！

　でも、この噓を、精一いつ杯ぱいの噓を──




　どうか、おもしろかったら笑ってください。

　どうか、つまらなかったら笑ってやってください。




　そして、

　この本に関する、巡めぐる、

　すべてのみなさまに、こころから感かん謝しやをさせてください。




　ありがとう。




　　　　♪




　追伸。

　そういえば、案外、適当についた噓うそはなかなかバレなくて、

　必死になってついた噓がすぐばれてしまうのは、何な故ぜなんでしょうか？

　まあ、どちらにせよ噓は、いつかバレてしまうモノなんですよね。








再会を祈って




ハセガワケイスケ
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──大好きなこと、ずっとそばに置いておいてください。









ハセガワケイスケ

12月26日福井県生まれ。

どうでもいいことなのですが、わたくしは、方向音痴です。

（注・拡大してもおもしろくないですよ？）
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イラスト／七なな草くさ

１９７９年生まれ。水瓶座のＡ型。ゲームとロボットアニメで幸せを得る大阪在住の関西人。日の当たらない生活は今も続いている。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「ハセガワケイスケ先生」係

「七草先生」係
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